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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　カサ──という柔やわらかな芝しばが擦こすれる音が耳に届いて、秋あき晴はるはゆっくりと目を開けた。

　視界を彩いろどる鮮あざやかな緑の芝を押し潰つぶしている右手の、すぐ横。本当に、ちょっと指が震えれば触ふれてしまうんじゃないかという至近距離。

　そこに、ギュッと硬く目を閉じた少女がいた。一目で異い邦ほうの血が混ざっていると分かる西洋風の顔立ちで、驚くほど睫毛まつげが長くて、小顔なのに鼻筋が高く整っている。白くきめ細やかな肌はだと桜さくらの淡い色の唇くちびるとが互いを引き立て合っているその容姿は──有あり体ていな言い方になるけど、絵画や彫刻でも滅めつ多たに見られないようなレベルの、否いや応おうなしに意識させられてしまう強烈な美しさだった。

　見ていると時間が縫ぬい止められてしまいそうで、それが分かっているのに視線は外せなくて、結果として何もかもが動きを止めていて──いやそれが錯さつ覚かくなのは分かっている。けど、流れの中に自分がいる実感がなくて、呼吸すらしていないような気がする。

　ただし──そんな気がしていたのは、少女の長い睫毛が震え、唇が微かすかに動くまでの間だった。

　彼女が身動みじろいだことで、秋晴は反射的に『起き上がらなければ』と思った。

　この体勢はかなりマズイ。仰あお向むけになった美少女に覆おおい被かぶさるようにしている同年代の男というのは……なんというか、警察に通報されてもおかしくない。むしろ第三者としてこの現場に遭そう遇ぐうしたら、自分なら通報する。それくらい絵え的てきにマズイ。

　この女が目を開ける前にどうにかしないと人生が終わりかねないと、秋晴は慌あわてて自由の利く左手で地面を押して上体を持ち上げようとして、

　──ふにゅん、と指先が呑のみ込まれるような柔らかな感かん触しよくが、

「んぅっ……」

　それとほぼ同時に桜色の小さな唇から悶もだえるような擦れた声が漏もれて、ただでさえこんがらがっていた思考が吹っ飛ばされた。

　恐る恐る、己の左手が『どこ』に置かれているのかというのを、視線を下にずらして確認する。いや本当は何がどうなっているのかなんてとっくに理解しているんだけど、何かの間違いであって欲しいと願う理性の一部が現実の受け入れ拒否をしているので、一いち縷るの望みに賭かける感じで、確認を。

　視界の中、眉み間けんに皺しわを寄せて微かに表情を歪ゆがめ、ノースリーブの純白ミディアムドレスが眩まぶしい程に映えていた。その中でも仰向けに寝ているのにも拘かかわらず、なんかこう、張り出すように自己主張をしている二つの膨ふくらみはかなり目立っている。

　そんな、強烈な存在感を醸かもし出している豊かな胸元に──しっかりと、言い逃れ出来ないくらいに左手が埋うもれていた。

　というか、指先から掌てのひらに渡ってふみゅふにっと柔らかい、なのに容器から出したばかりのゼリーのような、高速道路を爆ぼう走そう中ちゆうに窓から手を出すという危険極まりない行為に及んだ時の風圧と同じくらいと噂うわさのあの弾だん力りよくで押し返そうとする感かん触しよくが現在進行形で伝わってきているから、見るまでもないんだけども。

　いやでも布地越しとは思えない触さわり心地だし、だからこそ夢か幻覚で済ませたい。けど、視覚と触しよつ覚かくの情報は双そう方ほう一致で『やっちまってるのはお前の手だよ』と半ば強制で伝えてくる。素直に現実逃避をさせてくれない。

　自分の手が同じ年頃の少女──しかも至近距離で顔を見たら体が硬直してしまう程の美人の、明らかに同年代──というかむしろワールドクラスでも平均以上は確定っぽいボリュームのある胸を掴つかんでしまっているこの状況を、認めろと訴えかけている。
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　……まあどー見ても問答無用にわっしと掴んでいるし、というかそんなつもりはないのに指が本能に従ってやわやわと動いているような気もしないでもない敗訴確実な状況だし、そもそもこんな場所でこんな──

　と、そこで秋あき晴はるは気がついた。

　いつの間にか、閉じていたはずの少女の目が開き、透すけるような空色の瞳ひとみが覗のぞいていて……

　バッチリと目が合ってしまっていた。

「…………っ!?」

　慌あわてて飛び退のこうとする──が、そんな意思とは裏うら腹はらに体は完かん璧ぺきに硬直してしまっていて、なら謝罪をと思ってパクパクと口を開閉するけど、カラカラに乾いた喉のどは声を出すことを拒絶して、言うことを利かない体に混乱は倍加。

　なんだ、本当に自分の体なのか、コレ。自分の体に決まっているけど、そんな自問をしたくなるくらい絶望的に声は出ないし、足も動かない。

　だからもう、秋あき晴はるは見続けることしか出来なかった。

　少女の表情が驚きよう愕がくに染まり、

　蒼あおい瞳ひとみが熱っぽく潤うるみ、

　桜さくら色をした可か憐れんな唇くちびるが開かれ──

「キャアアアアアアアぁぁぁっ!?　ち、痴ち漢かんっ！　変質者！」

「だあぁぁっ、やっぱりそうくるか?!」

　予想通り響き渡った悲鳴に、秋晴は反射的にそう叫び返して──




　そうして、『地じ獄ごくの鬼おにごっこin乙女おとめの園』は始まった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　東京郊外に私立白はく麗れい陵りよう学院という名門校がある。

　白麗陵は十代以上の日本国民なら一度は耳にしたことがあるというくらい有名な私立学校で、幼よう稚ち舎しやから大学までエスカレーター式の一貫校だ。

　何の一貫校かというと、『どこに出しても恥ずかしくないお嬢じよう様さま』を育てるという一般庶しよ民みんお断りの名門で、その敷居はかなり高く、偏差値よりも家柄が求められるという徹底的なお嬢様学校だった。

『だった』、というのは他ほかでもない。校舎の改修が終了する今年度より共学化し、新たに一つの科が追加されたのだ。

　それまでの普通科を『上育科』、新たな科を『従育科』と名付けての再出発は、その筋ではかなり話題になったという。ちなみに従育科の正式名称は『従者育成科』で、文字通り仕つかえる側の人間を育成するという、上育科とは相対的な内容だ。

　従育科を一言で説明すると、『執しつ事じやメイドを育てる』専科という具合。

　上育科は従来通りの選考基準で男子も受け付ける……というだけの変化しかないが、従育科の方は家柄不問、入学金学費寮費全すべてが無料という、良家の子女が集つどう名門には異例の内容になっていた。

　その為かテレビ局の取材が入り、全国ネットのニュースで放送され、ただでさえ知名度の高かった白麗陵に新設された従育科は一気に話題の種となったのだった。




　──というのが、今日までに秋晴が知った私立白麗陵学院に関する事柄だった。情報源は主にそれまで通っていた高校のクラスメイトや教師で、あとは数年前のパンフレットと、たまたま見つけたティーンズ向け雑誌の小さな記事だけ。

　それにしても百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずというか、実際に見るとプロレスラーって想像以上にでかいんだなぁ、という感じというか……

「…………なんっつーか、現実味がねぇな」

　正門の『中』を通り抜け、白はく麗れい陵りようの敷地内に入った秋あき晴はるが呟つぶやいた第一声がそれだった。

　振り返れば馬鹿でかく重厚で大げさすぎる、攻城戦でも見越しているのかと突っ込みたくなるような正門がある。高さはざっと見て十メートル以上、鋼鉄製の扉とコンクリートで覆おおわれた内部を通り抜けた感じからすれば、その厚さは四メートルくらいか。仰ぎよう々ぎようしいにも程がある。有事の際には壁から砲ほう門もんでも開きそうなイメージで、元女子校の門としてはかなりどうかと思う代しろ物ものだ。

　そして今、目の前に広がっているのは、初めてここを訪れた二週間前──編入試験の時と全く同じ風景。こっちも馬鹿げたファンタジー具合で、試験で訪れた時は自分の目と脳を疑った。それからたった二週間で何が変わるはずもないけど、やっぱりどこのテーマパークかと思うような場所だ。人間サイズで二に足そく歩ほ行こうのネズミが踊おどり狂ったり花火を上げてパレードをしたりする有名所どころにも負けていないぞ、このメルヘン具合は。

　例えば真っ正面に見える校舎なんか、あの建物を校舎だと知っているから『派手な校舎もあるもんだなー』と思えるけど、そうでなければ国と時代を間違えて建てられた西欧の屋敷と勘かん違ちがいするか百歩譲ゆずって美術館と思ってしまうのが普通だし。というか、校舎に彫刻が施されている意味も、両サイドが三角錐すいの塔とうっぽい造りになっている理由も分からない。

　しかもあれ、間近で見れば豪ごう華かでかなり大きい校舎なのに、この正門前からはちっぽけな鳥小屋サイズにしか見えないってどういうことだ。どれだけ距離があるんだか、それも不明だし。ただひたすら長いってことくらいしか分からないが、それだけ分かれば十分な気もする。

　勿もち論ろん、校舎へと続く道はあるが……短く刈られた緑の芝生しばふの上を煉瓦れんが敷きの歩道が走るように敷ふ設せつされていて、所々に休きゆう憩けい用か景観目的か、何となくイタリアっぽい雰囲気の曲線造形の真っ白いベンチが置かれている。陽光を浴びて輝いているのはどうも金細工っぽいが、恐ろしいことにメッキではなさそうだった。

　さらに右手の奥の方では高く水みず飛沫しぶきをあげる噴ふん水すい。それを囲むように花壇があって、色彩鮮やかに花々が咲き誇っている。反対の左手側へと目を向ければ、ゴシック様式の時計塔があり、上層部には金色に光る大きな鐘が設置されていた。そのもう少し奥には教会らしき建物も見えた。アメリカンスクールでも宗教学校でもないのに教会があるのは何な故ぜなのか、そもそも時計塔なんて腕時計と携帯電話が普及している今の時分、どれだけの意味があるのやら。やはり見た目と雰囲気だけの為の存在なのか。それにしてはごった煮だけど。セレブ流建築物闇やみ鍋なべって感じがする。

　なんかハリウッドの大作映画のロケ現場に迷い込んでしまったのかと錯覚しても仕方ない光景は、いくら老舗しにせで名門で金持ち子し息そく御ご用よう達たしの学校とはいえ、かなりやりすぎだ。しかもここは中等部と高等部だけの土地らしい。いくら金が余っていればこんな無む駄だ遣づかいが出来るのか、謎なぞすぎる。日本で、しかも都内だってのに。

　百歩譲ゆずって年頃の女の子ならば喜び胸をときめかせる景観なのかもしれない。そんな物好きな年頃もあってもいいだろうよ。けど、『ホットケーキにストロベリーアイスを載のせてさらにチョコソースで蹂じゆう躙りんした挙げ句にハチミツまでかけてみました』──ってくらいに甘あま々あまなメルヘン具合は、年頃とはいえ男である身としては胸焼けしそうになる。

　ただでさえ自分に名門校というのは不ふ釣つり合あいだと、秋あき晴はるはちゃんと理解している。誰に言われなくとも分かる。

　外見からしてあり得ない。色褪あせた短めの茶ちや髪ぱつで右の耳に縦たてに三つ安全ピンを刺して、着ている服は前面にロゴの入った安物の真まっ赤かなシャツに黒のパンツ。それに濃のう紺こんのジージャンを羽は織おってという、金持ちで溢あふれた学院にまるで似合っていない。

「……これから約三年、この中で暮らすんだよなぁ……ったく」

　未来を想像すると早くもうんざり気分になって、思わずため息が漏もれそうになった。白はく麗れい陵りようの中・高等部は全寮制で、敷地内に寮がある。つまり寝ても覚めてもメルヘンの国なわけで、右を見ても左を見てもメルヘン風景という、メルヘン三ざん昧まいの日々が待っているのだ。むしろメルヘン地じ獄ごくって感じだ。

　そりゃあ無事に編入試験を突破して白麗陵に通えることになったんだから、頑がん張ばってやっていこうとは思うのだが…………なんというか、萎なえる。

「……んなこと言っても仕方ねぇか」

　編入を決めたのは自分だし、ここ以上に好条件の場所はないんだから。

　金がかからない上に寮に住める。

　おまけに従育科という、夢の実現にかなり役立ちそうな学科がある。

　……そういや、小さい頃はパン屋になりたかった覚えがある。それは近所のパン屋で売っている焼き立てパンが美う味まいからという単純極まりない理由で、その次もケーキ屋という以下同文な理由だった。

　流石さすがに今ではそんな短たん絡らく思考一直線な将来の展望はしていないけど……でも、やっぱりどちらかというと、このメルヘン空間に近い職に就つきたいとか思っているんだから、こーいった世界に慣れていかないと駄だ目めか。

「せっかく編入出来たんだし、これ以上を望むのは贅ぜい沢たくだしな」

　自分の中で折り合いがついたところで、秋晴は右肩かたに背負っていたデイバッグを下ろし、再度周囲を見渡した。

　これから適当に学内の見学をしてから職員室に向かい、その後寮へ行って荷物の整理。ただ、その前に待ち合わせている人物と合流する予定だった。

　昨日きのうの夕方に事務員から電話連絡で伝えられた内容は、『同じ一年の女生徒に案内を頼んだので、その子と一緒に学院探たん索さくをしちゃってください！』という、お気楽すぎてむしろ不安になるものだった。

　待ち合わせは午後の二時に、正門前。『門を抜けてすぐの所で待っているように』と言われていた通り忠実に待たい機きしているものの……なんかファンタジーどっぷりなこの雰囲気に、どんどん体力が削けずられていくような感じがする。毒の沼地を歩いてＨＰが減っていくゲームキャラってこんな風かもしれない。

　徐々に頭がふらついてきたような気がして、さっさと解放されたいと思い腕うで時計を見れば、もうそろそろ二時になるところだった。まだ到着してから数分と経たっていないけども、見通しがいいにも関わらずこちらに向かっている女生徒の姿は見えない。一応ベンチや木陰も確認するが、やっぱり人影は無い。

　……ま、しばらく待てば来るだろうけど。編入試験の時に案内をしてくれた事務員は……何というか、パジャマのまま外出したり財さい布ふを忘れたことにレジで気付いたりするような行動を絶対したことがあると思ってしまうくらいとぼけた上にそそっかしい人だったので、平気で遅刻くらいしそうな気がする。

　でもまあ、流石さすがにすっぽかしたりはしないだろ。あんな、満腹状態のペンギンより平和そうな雰囲気をしていても、一応は大人おとなだし。

　そう思って、秋あき晴はるは体をここに馴な染じませるように深呼吸をした。肺の空気を入れ換えると、少しだけ頭がさっぱりする。視界に広がる光景はともかく、都内にも関わらず山間にある白はく麗れい陵りようの空気は澄んでいて、甘あま酸ずっぱい匂においもない。

　まあそんなの当たり前だろうけど、つい数ヶ月前まで女子校だったことを考えると、思春期の男子としてはそんな空気なんじゃないかと思ってしまったりもするのだ。たぶん、きっと、仕方がないことなんだろう。

　──と、そんな益やく体たいもない考えをして自じ嘲ちようしていると、

「ん……来た、か？」

　校舎側から誰かが歩いて来る影がぼんやりと見えた。

　まだ距離は大分あるが、こちらへ向かって来る影が一つではなく二つなのは見て取ることが出来た。どうやらあれが待ち人らしい。遠目とはいえ姿が見えて、正直ホッとする。

「…………しかし……やっぱ遠いな」

　目視出来る距離に人影が現れたとはいえ、その輪りん郭かくはなかなか大きくならない。ここに辿たどり着くまではまだ数分かかりそうだった。

　小学校以来裸ら眼がんで２・０以下に落ちたことがないという視力は秋晴の数少ない自じ慢まんなので、接近する二人の服装や顔も徐々に明確になってくる。

　前を歩いているのは思った通り、編入試験の際に案内してくれた事務員だ。確か天てん壌じよう慈じ楓かえでという名前の彼女は白っぽい水色のスーツを着てタイトスカートを穿はいているらしく、せかせかと足を動かしているように見えるのに全然速くない。むしろ遅い。ちっとも距離が縮まらない気がするのはあの事務員が原因なんじゃないのだろうか。

　それでも少しずつ近付いて来ると、以前同様に授業参観か何かと勘かん違ちがいしているような服装のキメ具合で、学生かと思ってしまう幼い──というか、むしろ頼りない顔まで見えた。やっぱりあれは、例の駄だ目めな感じの事務員だ。

　あれでも初対面の印象は、割と美人で親しみやすそうな人だと思いはした。ついうっかり思っちゃったりはした。けど、自分を見た瞬間に『ふひゃぅっ!?』と変な悲鳴をあげて飛び跳はねるという奇行に及んで、それでも第一印象を引きずるのは、流石さずがに無理だ。何もかもぶち壊こわしだっての。ほんの一秒程度だろうが、その僅わずかすぎる間にときめいてしまったことが恥ずかしい。可愛かわいさ余って憎にくさ百倍というが、今はもうかなりどうでもよくなった。大体にして奇声の理由が『えぇと、その……お顔が、写真で見たより怖かったので……』って何だ。そりゃあ緊張してやや表情が強こわ張ばっていたかもしれないけど──そうだとしても、あんまりだ。

　というわけで、ドジで無礼な大人おとなと認定した事務員がいて、その少し後ろを白はく麗れい陵りようの制服を着た少女が速度を合わせて歩いていた。胸元にリボンを添えた、シンプルながら流石は名門という感じで上品な趣のある高等部の制服を着ているから、あれが例の『案内をしてくれる一年生』で間違いないはずだ。

　まだ顔はよく見えないが……何というか、ハッとするくらい綺き麗れいな歩き方をしている。背筋が真まっ直すぐだからか、手足の動かし方に秘密があるのか、そこら辺は門もん外がい漢かんなので分からない。ただ、やたらと存在感を出そうとしているデモ行進やモデルのやるキャットウォークとは違いアピールは控えめの自然な感じの歩き方なのにやたらと目を惹ひく。

　前に来た時は編入試験ということもあって学院の生徒に会うことも無かったけど……こうして目の前に現れると、流石は元お嬢じよう様さま学校だなー、と感心してしまう。佇たたずまいや歩き方一つに雰ふん囲い気きを感じるなんて、今までになかったことだ。

　新発見という程でもないけど、ちょっと面白い。前を歩く楓が焦あせり気味だから、余計に。

「……そういや、ここって女子校だったんだよな」

　編入しようと決めてから今日に至るまでが急展開のダイジェスト版みたいな勢いだったので、そんな肝かん心じんなことを今まであまり意識していなかったけど……そうだ、女子校だったんだよ。今は共学だけど、高二以上は女生徒オンリーなわけだ。

　そう思うと、なんだか自然と頬ほおが緩ゆるむ。これからの学院生活、ちょっとは期待してもいいのかもしれない。──いやいや、勿もち論ろん桃もも色いろムード漂ただようような過度な期待はしていないけど。でもまあ、もしかして、こう、勢いも手伝って、間違ってしまうこともあるかもしれないし。けどそれはあくまで間違いだから、期待はしない、していない。だってそんな、ラブコメ漫画じゃあるまいし。ありえない、ありえない。

「…………っと、アホなこと考えてる場合じゃないか」

　理想化しまくりで妄もう想そうの域に達しかねない未来予想から我に返れば、事務員と生徒の二人組はもう大分近付いていた。手をぶんぶん振っている楓かえでが、現実の虚むなしさを教えてくれて、一気に醒さめる。

　しかしアレ、ちっとも速くない早歩きをしながらそんなことをしたらこけるんじゃないだろうか、と思わず心配になる。というか、大人おとなっぽいキチッとしたスーツを着ているのに、遅刻はするわ行動は子供っぽいわで、少しも年上の気がしない。やや垂れ目ではあるもののそれほど童どう顔がんでもないのに、下へ手たをすると年下なんじゃないかと勘かん繰ぐってしまうくらいだ。

　それに比べると、後ろを歩く女生徒は自分の目の前で教員が手を振って──しかも秋あき晴はるの危き惧ぐ通りにバランスを崩くずして転びかけたのを見ても、慌あわてず騒がず。子供か小動物を見るかのように微笑ほほえみ、バランスを崩して両手をばたつかせる楓の右腕うでをそっと胸に抱だくようにして支えて助けるという落ち着きっぷりだ。素す晴ばらしい。

　なんというか、同じ一年生とは思えない風格があった。彼女にぺこぺこと頭を下げているあの楓がとっくに成人しているという事実もなかなかに埒らち外がいだけども。

「……さて、と」

　呟つぶやいて、秋あき晴はるはデイバッグを担かつぎ直す。

　いい加減、ぼんやりしているのにも飽あきた。すぐ近くにまで来ているんだから、もうこっちだって動いても大丈夫だろ。

　さてと、なんて挨あい拶さつをすればいいだろう？　とりあえず自己紹しよう介かいするとして、その後に案内をして貰もらうんだから『宜よろしく頼む』とか言っておくべきか？　あー、でもそれだとちょっと上から物を言っているような感じがしなくもないから、もうちょい下した手でに出て、『今日はよろしくお願いするね』とか？　それはなんかキャラが違うか。

　挨拶一つでも今後のことを考えると意外に難しく、どうしたもんかと悩みながら秋晴は歩ほを進め、二人との距離を詰める。

　──と、そそっかしい楓を励ますように笑いかけていた女生徒が、足音に反応したのか、微ほほ笑えみのままこっちへと視線を向けて、

　……目が、合った。

　そして、微笑は見事に凍こおり付いた。

　アーモンド型の大きな瞳ひとみがくわっと見開かれ、自分を凝ぎよう視ししている。その異様な迫力に思わずびびり、秋晴は足を止めてしまった。

　思いきり強こわ張ばった顔は、それでもかなり美人に見えた。綺き麗れいに鼻筋が通っているし、小さな顎あごと小さな唇くちびるも震えていなければ可か憐れんに見えたはずだ。肩かたまで伸びた薄うす墨ずみ色いろの髪かみは艶つややかで癖くせもないし、中背のスレンダー体型に清せい楚そな白はく麗れい陵りようの制服はよく似合っている。

　男が十人いれば一ひと目め惚ぼれする奴やつが数人は出てもおかしくない容姿で、秋あき晴はるの体温もそれなりに上がったような気が、する、のだが……

　…………何な故ぜか、違和感がある。

　秋晴は胸にもやっとした蟠わだかまりを感じ、眉まゆを顰ひそめた。

　違和感の原因がさっぱり分からない。テレビや雑誌で見かける綺き麗れいなタレントと比べても遜そん色しよくは無いハイレベルな外見で、むしろこうして実際に目の前にしているのだから画面や紙面で見る芸能人よりも、こう、くるものがある。

　その上学院の案内をしてくれるというんだから、それなりにドキドキしてもいいはずだし、これからの学院生活に淡い希望を抱いだくくらいしてもいいはずだ。それが普通の青少年だろうし、普段ならそうなっていると思う。

　だというのに、今感じているのは──呑のみ込めない、消化出来ない不純物が胸の中に残っているような、イヤな予感。

　ただ漠ばく然ぜんと背筋がざわつくような感覚があって、それが無む性しように気になる。絶対に忘れてはいけないものを忘れてしまっているような、それとも逆に忘れていなければならないことを思い出してしまいそうな、妙みような疼うずきが皮ひ膚ふの下で走り回っている気がする。

　……まあ、ただの気のせいなのかもしれない。その可能性が強いと思う。虫の知らせなんて今まであったことがないし。

　…………だけど。

　ならどうしてあの女生徒は、自分を見て驚いているんだ？

　それが分からなくて、とんでもなく居心地の悪い、落ち着かない気分になる。

　とはいえ、精神感かん応のう能力も驚異的な洞どう察さつ力りよくも持ち合わせていない身なので、答えが出るわけがない。驚いている理由って、んなもん分かるか。まだ挨あい拶さつすらしてないってのに。

　考えても分からないが……しかし、どーにも気に掛かる。

　ジレンマに近い苛いら立だちに秋晴が唸うなりたくなって眉み間けんに皺しわを寄せていると、呑のん気きな事務員の楓かえでが小首を傾げるのが目に映った。

「……彩さい京きようさん？　あの、どうかしました？」

「えっ!?　…………いえ、何でもないです」

　不思議そうに尋ねられ、女生徒は少し慌あわてた様子でそう応じた。

　その返答に楓はお気楽な感じで「それならいっかぁ」と呟つぶやいたので、便乗して質問する雰囲気ではなくなってしまった。ちっとも何でもないようには見えないというのに。あの事務員、どこまで使えない大人おとななのか、計り知れない。

　けど……『本当はなんかあるんだろ？』と訊きくのも、なぁ。失礼な上に、ちょっとした度胸がいるし。いや髪かみを染めて耳に安ピン刺さして目の上に傷きず跡あとまである癖くせに何をぬかす、と言われそうだが、初対面の女の子相手に難なん癖くせつけるのは無理だって。優ゆう柔じゆう不ふ断だんでも気弱でも無いつもりだけど、基本的には受け身の性格だし。

　──まあでも、どうせすぐに学内を案内して貰もらう為に二人きりになるから、その時に訊きけばいいか。もし訊けなくてもこれから三年弱同じ敷地内で過ごすんだから機会はいくらでもあるだろうし。

　気持ちの切り替えに成功したところで、タイミング良く楓かえでが目の前まで来て、見るからに慌あわてて頭を下げた。

「秋あき晴はるさん、遅れてしまってごめんなさいっ。ちょっとその、一昨日おととい買ったあれが、ね？　なんだかとっても心を揺さぶる展開になってしまってですね？　コントローラーを握る手にも力が入って、ついつい時間がー……」

「……まさか、ゲームでもしてたのか？」

「ふあっ……い、一発で的中された?!　まさかっ、秋晴さんは超能力者で先生の頭の中が丸見えですか!?」

　驚きよう愕がくしてあわあわと口を開閉させる楓に対し、秋晴はどう反応していいのか迷ってしまう。超能力なんか無くてもコントローラー云うん々ぬんって言えば大たい抵ていの奴やつはゲームしてたって勘かん付づくだろうに、どこまでボケてるんだ、この事務員。

　わざわざ種たね明あかしをするような内容でもないので呆あきれた視線を注いでやると、楓はさらに落ち着きを無くして、

「あわわわ、まさかまさか、やっていたゲームが『ときドキ☆はいすくーる！』だってことまでバレてますかっ?!　せ、先生が片かた桐ぎりクンを落とそうとしている最中に新しん城じようクンもいいかなぁとか思い始めたことまでっ!?」

「……………………いやんなこと知るか」

「そ、そうですか〜…………良かったぁ」

　胸に手を当てて「はぁ〜〜」と息を吐はく事務員に、秋晴は……もうなんというか、かけるべき言葉が見つからない。

　少し遅れたくらいで文句を言う気は更さら々さら無いけど、せめて嘘うそでもいいからそれらしい言い訳を考えないのだろーか。しかもプレイしていたゲームってのが、地味に噂うわさになっている男子校恋愛シミュレーションだし。男装した主人公が女だとバレないように気を張りながら友人達とただならない関係になっていくという内容だったはずだ。んなもんやってていいのか、仮にも教育者だろうに。

　まあ、小学生レベルの遅刻理由に怒る気も無くす、という意味ならば確かに作戦成功なのだろうけども。でも絶対、そんな作戦とかじゃないよな、この場合。

「…………あのー、やっぱり怒ってたりします？」

「……いや、別に」

　単に呆あきれているだけなのでそう返すと、楓はホッとしたのかあからさまに頬ほおを緩ゆるめた。ただでさえ頼りないイメージがさらに強化されて、最も早はやスーツの効力も及ばずどこからどう見ても社会人には見えない。背伸びして失敗した高校生、くらいがいいところだ。

　まあ、ただの事務員というのが唯一の救いだな。これで真まっ当とうな教員職だとしたら、誰も授業を聞かない学級崩壊が起こっても何ら不思議じゃない。

「えーと、それでですね、今日は入寮と学院内の見学ということなんですけど。電話でお伝えした通り、上育科の生徒である彼女に案内を頼むことになりました」

　楓かえでの言葉に、やや後ろに控えていた女生徒がおずおずと一歩、前に出た。

　その仕種しぐさにさっきまでの美しさは感じられず、むしろ少しぎこちない。顔色もやや青ざめているし、どういう訳かちょっと突いたら倒れそうなくらい『人生終わった』という表情をしているような気がする。

　やっぱり何かおかしいと、秋あき晴はるは警戒度を上げる。

　なのに楓はそれに気付いていないらしく、呑のん気きな笑顔で女生徒を手で示して、

「この子が上育科一年生の彩さい京きよう朋とも美みさんです。中等部を首席で卒業した優秀な生徒さんで、しかも見ての通りの美人さんなので、秋晴さんもドキドキですよ？」

「いやドキドキとか、んなことはどうでもいいんだが……」

　そう、そんなことは本当にどうでもいい。

　問題は紹しよう介かいされた彼女──彩京、朋美。

　秋晴には彩京という名みよう字じに覚えは無いが……朋美という名前は知っているような気がする。ありふれた音の名前、といえばそうなんだけども。

　それに、何かに怯おびえているような目をしつつ、隙すきあらば食い殺そうという圧力は……確実にどこかで経験している。間違いない。檻おりの中で可愛かわいらしいパンダと向かい合っているようなジリジリとした恐怖は、初めてじゃない。ああ見えてパンダは食肉目もくだから興奮している繁殖期はかなり危険らしい。

　今の危険度は、それに匹ひつ敵てきする……ような気がする。

　いっそのこと、このまま回れ右をして帰ってしまいたい。

『上は銃じゆう弾だん、下は地じ雷らい原げん』みたいな死地に足を踏み入れるのとそう変わらない、誰もいない静かな深夜に墓場の前に立っているような悪お寒かんが、全身を包み込んでいるし。

　ヤバイ。よく分からないが、彼女はヤバイ。本能か理性かは知らないが、とにかく体が逃げたがっている。ああもうさっさとこの場から消えてしまいたいと全身で思っている。

　──けど、そうもいかないよなぁ。

　このまま何もかもを謎なぞにしたまま逃げるのは気持ち悪いし、何より意味不明な理由を挙げて案内を中止に持って行くことなど出来るわけがないし。正直、仮け病びようを使ってでもおさらばしたいけども……ままならない。

　一呼吸置いて、秋晴は決意を固めた。

　逃げ回っても仕方ないし蟠わだかまりを解消しようと、『彩さい京きよう朋とも美み』を真まっ直すぐに見る。

　彼女の頬ほおがピクンと引き吊つったような気がしたが、とりあえずそこは無視して、

「……あんた、もしかして、」

　──俺おれとどこかで会ったことないか？

　そう、訊きこうとした瞬間、

「ちょ、ちょっと失礼します！」

　叫ぶように言うと同時に彩京朋美が素早く近寄って来て、そのまま秋あき晴はるは手首を掴つかまれた。

　なんだ、と驚く暇ひまもない。意外なくらい強い力で引っ張られ、正門の方へと強引に連れて行かれそうになる。

「っおい!?」

「あの、彩京さんー？」

　慌あわてての抗議の声にも楓かえでの間の延びた声にも無反応。

　この急展開に、秋晴は思考がまとまらない。手を振り払うことも足を踏ん張って止とどまることも出来るだろうけど、そうしてしまっていいんだろうか？　握られた手の強さからは必死の雰囲気が伝わってくるし、肩かたの辺りで揺れる黒くろ髪かみと背中は有無を言わさぬ迫力があるし、どうにもやりずらい。

　結局、どうすりゃいいんだと躊躇ためらっている内に、秋晴はどでかい正門と一体になっている灰白色の塀へいのすぐ傍そばまで引っ張られてしまった。

　まるで状況に付いていけない。どうなってるんだ、これは。自分のすぐ前で周囲に目を光らせている彩京朋美が何をしたいのか、何で彼女がこんな切せつ羽ぱ詰まった顔をしているのか、しかもどうして子供なら泣き出してしまいそうな圧力を全身から漲みなぎらせているのか、もう意味が分からない。

　なのに助けを求める相手はいなくて、視界の端はしに小さく映っている楓はぼけっと突っ立っているだけで救出に来てくれる気配もない。完かん璧ぺきに孤立無援だ。

　意味不明かつ救いようも無い状況で、彩京朋美は殺気が隅すみ々ずみまで行き届いた剣けん呑のんな目つきで睨にらんで来る。眼力で人が死ぬのなら、もう確実に死んでいる。それくらい鬼き気き迫っていて……正直、滅め茶ちや苦く茶ちや怖い。

「……この際よ、四しの五ごの言うつもりはないわ」

「……………………？」

『この際』、と言われても意味がよく分からないので、秋晴は首を傾かしげた。この際ってどの際だよ、と突っ込んでやりたい気もするが、見るからに黒々しいオーラを発している神しん妙みように相手にそういう些さ細さいなことを言うのはかなりの冒険になる。

　とりあえず慎しん重ちように様子を窺うかがっていると、彼女はぐっと顔を近付けてきた。

　鼻と鼻が触ふれ合いそうなくらいに端たん麗れいな容姿が至近距離に迫り、思わず息を呑のみ──

　同時に、目の前にある茶色がかった瞳ひとみに、頭の奥で何かが身動みじろいだ。

　この瞳は、やはり見覚えが──




「昔のことをほじくり返して余計なことを言ったら……分かるわね？」




　──そして、紡つむがれた脅おどし文句によって、奥深く仕舞われていた記き憶おくの蓋ふたが開いた。

「っ、お前……鈴すず橋はし朋とも美みか!?」

「違うわよ、今の名みよう字じは彩さい京きよう。間違えたらペナルティだからね」

　念を押すようにじろりと睨にらみ……ふと、『彩京』朋美は何かに気付いたように目をパチクリさせて顔を引き、

「……んん？　もしかして、まだ思い出してなかったの？」

「…………おかげさまで思い出したっつーの」

　そう、思い出した。目の前にいる女がどこの誰で、自分にとってどんな相手なのかを。

　鈴橋朋美──小学三年生まで同じ学校の同じクラスで学んだ、天敵とも言える女。

　そして数々のトラウマを植え付けられた相手でもある。

　今の今まで、脳が思い出すことを拒否していたらしい。そうでなければあれ程インパクトの強いクラスメイトのことを忘れるはずがない。
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　…………出来ることなら、もう一生忘れたままでいたかったのに。

　どうしてこんな、『元』とはいえ名門お嬢じよう様さま学校にこいつがいるんだ。お嬢様なんて単語、とんでもなく似合わないヤツだっていうのに、むしろ心に悪あく魔まを巣くわせた暴君タイプだっていうのに、なんで、こんな──

　どうしようもなく引きつってしまう右頬ほおに手をやり、秋あき晴はるは震えそうになる声を抑おさえ、

「嫌いやな予感がする訳だ……忘れたフリをしていても傷きず跡あとは疼うずいていたってことか」

「む……随分と失礼な挨あい拶さつするのね」

「──お前が俺おれにしたこと一から百まで思い出してみやがれ」

「あら、別にいいけど。ただわたし、最近昔のことを思い出すとそれを声に出してしまう習性がついちゃっているのよね。再会のショックもあって楓かえでさんに聞こえるくらい大声になってしまうかもしれないわ」

「なっ……!?」

「例えば、そうねー……誰かさんの、小さい頃の夢、とか？　それでもいいの？」

「………………………………うん、俺おれが悪かった。だから、その、その件に関しては一つ、箝かん口こう令れいを敷く感じで……」

「ふふ、そんなに言われたくないの？　まあ、そうよねー。高校生にもなって、小学生時代の、しかもあーんな夢なんて、バラされたくは──」

「ああバラされたくねぇよっ！　だからどうか一つお願い出来ませんかね!?」

「あらまあ、そこまで言われちゃうと、ねぇ。わたしも鬼おにじゃないし」

　そんなことを言う朋とも美みの笑みは鬼を通り越して悪魔的で、そんなものに振り回される身の秋晴はがくりと項垂うなだれた。もうなんか疲れる。数年ぶりの会話だけど、感かん慨がい深いとか再会の喜びだとか、ちっとも湧わいてこないし。

　そうだ、鈴すず橋はし朋美はこういう奴やつだったんだ。男女別なくその強気な性格でよく回る頭と舌をフルに使って支配下に置き、暇ひまさえあれば適当な男子をからかって遊ぶような奴だった。何度その被害にあったことか、数え切れない。

　きっと、朋美と出会うことがなければ、夏に蝉せみの死し骸がいを見てセンチメンタルな気分になることはあっても口の中に嫌いやな苦みが広がることはなかったはずだし、道みち端ばたで出会ったトノサマガエルに罪悪感から目を逸そらすこともなかっただろうし、水着を穿はく時に紐ひもを固く結んで入念にチェックをすることもなかったと──って、駄だ目めだ。

　思い出したくもない記き憶おくが次から次へと浮かんできて、それを追い払うように強く頭を振る。

　二度と会うことはないだろうと思っていた朋美と再会したんだ、言いたいことは山程ある。それにどうしてこんな学校にいるのかとか、名みよう字じが変わった理由とか、訊ききたいこともいくらでもある。

　しかし、とりあえず今一番大事なのは、




「昔のことを言いふらすな、ってことだな？」

「ええ、そうよ。知り合いだっていうのを言う程度ならともかく、思い出話のつもりで余計なことを言えば──」

「分かった。ただし、お前も余計なこと言うな」

　何か脅きよう迫はくめいた言葉を吐はかれる前に了りよう承しようし、こちらからも条件を提示する。

　朋とも美みは開けかけていた口を閉ざし、瞬まばたきもせずにじっと秋あき晴はるを見つめる。それだけで、もう少し柔やわらかい言い方をすれば良かったかもしれないと弱気が疼うずくあたり、トラウマは深刻だ。

　内心のドキドキを顔には出さないように努めていると……ややあってから、朋美はふぅと小さく息を吐はいた。

「……昔はか弱い従順な子だったのに、随分と生意気になっちゃったものねー。何よその髪かみと安全ピンは」

「んなことはいいから、どうなんだっ!?　お前にその気がないなら──」

「分かったわよ、交渉成立ね。……それじゃ、うずうずしている楓かえでさんにはわたしから説明するから、余計な口出しはしないでね」

　そう言われ、秋晴はちらりと視線を動かし、朋美の肩かた越ごしに見える事務員の小さな姿を確認する。確かに、なんか今にもこっちに駆かけ寄ってきそうなくらいそわそわしているのが丸分かりだ。ちっとも大人おとならしくも事務員らしくもない。親しみやすくはあるけど、本当にあれで名門校の一員が務まるのか。

「ほらっ、行くわよ。協力的な態度を期待してるからね」

「…………あいよ」

　適当な返事をして、颯さつ爽そうと歩き始めた朋美の後を三歩遅れで付いていく。こうして見ると、やっぱり制服に包まれた朋美の歩く姿は綺き麗れいで、それが今ではとても詐さ欺ぎ臭くさく感じる。ほんの一分前までなら見み惚とれていたのかもしれないけど、今見れば新あら手ての詐欺だ。どうして『あの』鈴すず橋はし朋美がこうも別人のようなお嬢じよう様さまっぷりを発揮しているのか、謎なぞすぎる。

　……いやそれより、さっきはああもテンパっていたのに、もう持ち直しているということに注目すべきか。なんつー立ち直りの早さだ。

　けど、それを突っ込んでいる場合じゃない。今はある程度奴やつの言う通りにしなければ。非常に不本意ではあるけど。

　ただでさえ悪友に『ナチュラルに背後から蹴けりを食らわせるタイプの目をしている』と言われたことのある目を細め、どこでどう間違えばこんな事態になるのだろうと心の中で嘆き、肩を落とす。勿もち論ろん、爛らん々らんと目を輝かせている楓に見られると余計な勘かんぐりをされるかもしれないので、こっそりと。

　朋美に付き添うような形で秋晴は彼女のやや後ろに位置し、楓と向かい合う。幸運なのか当然の結果なのか、お気き楽らく事務員は興味津しん々しんでいるにも関わらずこちらの微び妙みような表情に気付いた風ふうはなかった。

「楓かえで先生、すみません。少し彼とお話ししておきたいことがあったものですから」

「いえいえ、それは別に、いいんですけどね？　そんなことよりですね？　先生としては、お二人の関係が非常に気になるところなんですけど」

「お察しかと思いますけど、秋あき晴はるくんは小さい頃の友達で……まさかこのような形で再会するとは露つゆとも思っていませんでしたので、本当に驚いてしまって。不ぶ作さ法ほうな真ま似ねをしてしまい、申し訳ありません」

「へぇ〜、昔のお友達ですかぁ。これはまた凄すごい偶ぐう然ぜんが……」

　そこまで言ったところで楓は『あれ？』と小首を傾げた。

　少し気になる反応だが、秋晴はとりあえず放っておくことにした。何か疑問が浮かんだみたいな仕種しぐさだったけど、それを口に出さないのならこっちから突っ込んで訊きいてやることもないだろ。

　聞けば聞く程うんざりする朋とも美みのお嬢じよう様さま口調にどこか遠い世界へ行きたい気分になっている真まっ最さい中ちゆうだし、追及はしない。イメージする逃とう避ひ先は冬の日本海だ。きっと厳しい寒風が剥むき出しになっている肌はだを襲うんだろうけど、それでもこの何階層目か分からない地じ獄ごくよりはマシだろう。

「ええと、それじゃあ後は彩さい京きようさんにお任せしても大丈夫ですか？　お二人で積もる話もあるでしょうし。終わったら、四時を目安に職員室に来てくださいね」

「はい、任せてください。先生方の期待に添えられるよう、精一杯務めます」

　にこりと微笑ほほえんだ朋美はどう見ても優等生で、それがまた詐さ欺ぎ臭くさい。秋晴の知る限り、朋美は優等生っぽい言動をすることはあっても、その仮面の下で打算に満ちた悪わる巧だくみをするような女だ。あの笑顔に騙だまされたらアウト、気がつけば大損する羽目になる。

　しかし事務員はすっかり騙されてしまったらしく、嬉うれしそうに「彩京さんなら安心してお任せ出来ますね〜」などと言って、何の憂うれいも無く来た道を戻って行った。ただし途中で振り返りぶんぶんと手を振ったり、こっちが胡乱うろんげな目で見てやるとちょっぴり寂さびしそうに肩かたを落としたりと、どこまでも『らしい』ままで。

　小さくなっていく彼女の背中を見ながら、秋晴はやれやれとため息を吐ついた。

「……本当に、あんなのが教員で大丈夫なのか……？」

「いいんじゃない？　事務の仕事は一応やれているみたいだし、理事長としての仕事は他ほかの人が手助けしてくれているみたいだから」

　もう猫ねこ被かぶりする必要がなくなったからか、朋美はやや砕くだけた口調で応こたえる。その切り替えの早さに呆あきれ……そうになり、しかしすぐに眉まゆを顰ひそめる。

　今、何か妙みような発言を聞いたような気がする。出来れば気のせいであって欲しい発言、という方が正しいかもしれないが。

「…………おい、鈴すず──じゃない、彩京」

「ん、間違いに自分で気付いたからペナルティは無しにしてあげるね。それで何？　訊ききたいことでもあるの？」

　何な故ぜか尊そん大だいに胸を張る朋とも美みについ文句の二つ三つ言いたくなるが、そこはぐっと堪こらえた。それより先に晴らしておきたい疑問がある。

「お前、あの事務員のことを何つった？　このメルヘン世界の影響で俺おれの聴覚っつーか脳がおかしくなったせいか……理事長、と聞こえたんだが」

「え？　秋あき晴はるってば知らないの？」

　素すで驚いたようで、朋美は目をパチクリさせて、

「楓かえでさんって、白はく麗れい陵りようの理事長でもあるのよ。前の理事長のお孫まごさんで……噂うわさに依ると、一番暇そうだから命令されたって」

「……前の理事長に、か」

　秋晴の知っている理事長は、白髪しらがの多い七十半ばの女性だ。政財界でも恐れられる有名な女帝らしく、テレビで見たこともある。

　そういえば何ヶ月か前、彼女が倒れて入院したとニュースでやっていたような──

「やっぱり、寄る年波には勝てないってことみたい。リュウマチで腰よう痛つうが酷ひどくて、しばらくは闘病生活らしいわよ。だから楓さんに白羽の矢が立ったんでしょうね」

「いやどう考えても人選間違えてるだろ」

「そうでもないわよ？　他ほかの先生が優秀だから、理事長の仕事は殆ほとんど無くてただの判はん子こ作業だけって噂だもの」

「……ただの噂って可能性もあんだろ？」

「そうだけど、楓さんが事務室でごろごろしていることが多いのは目撃証言もたくさんあるから間違いないもの。それに……その様子だと、編入試験の時も理事長らしい振る舞いや仕事はしていなかったんでしょ？」

「…………」

　その通りだった。確か、案内以外は試験官役の、深み閑かんとかいう名前の女性教師が全すべてを取り仕切っていた。

　つまり……………………本当に、あれが理事長、なのか。

　信じられないというか信じたくない事実に、秋晴は空を仰あおぐ。

　とても蒼あおい一面の大空を、千切れた白い雲が泳いでいる。これはきっと明日あしたもいい天気になるんだろうなー、と思わせる、見事な快晴だった。

　こんな天気なら、善よいことが起こってもよさそうなものなのに。そうでなくても、平へい穏おんで安らげる一日になりそうなものなのに。

　どこをどう間違えばこんな、心の中をどどめ色に染めるような出来事ばかり起こるのか。

「なんっつーか…………ままならねぇよなぁ」

　世の不条理を肌はだで感じて、秋あき晴はるは瞼まぶたを閉じた。なるようになる、ということはつまり、もうどうしようもないということか。なんかもう、腹ペコで死にそうな時にカップ焼きそばの湯切りに失敗して麺めんがシンクにダイブを決めた直後よりも虚むなしくなる。

　そう悟さとっていると、

「妙みようなこと言ってないで、さっさと移動するわよ」

　横合いから朋とも美みの声が飛んで来る。

　どうやら自分の世界に浸ひたることさえ許さないらしい現実に、秋晴は大きなため息を吐ついた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　本校舎と並行に建てられた第二校舎──その三階に『執しつ務む室しつ』とプレートの貼はられた部屋があった。火元責任者の欄らんには『深み閑かん』とあり、室内で折り重なった書類に目を通している女性こそが部屋主だ。同時に、二十代という若さで私立白はく麗れい陵りよう学院高等部従育科の教師陣じんのトップに立つ才女でもある。

　細いフレームの黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを掛けた彼女は腕うで回まわりや胸元にフリルの施された藍あい色いろのメイド服を着ており、マネキンのような冷たくも美しい顔を崩くずすことなく、機械的な動作で手に持った万年筆を走らせ紙面に記述を済ませていく。ちゃんと文章を追っているのか疑いたくなる程の速度で次々と書類を片付けていく姿はそれだけで芸術的──だったのだが。

　部屋のドアが勢いよく開かれた瞬間、機能的な芸術は終わりを告げた。

　入って来て早々、天てん壌じよう慈じ楓かえでは息を弾はずませて、

「ねえっ、深閑ちゃん深閑ちゃ──」

　ヒュッ──という風切り音がすると共に、言葉は唐とう突とつに途切れた。

　執務室に足を踏み入れたばかりの楓は、強こわ張ばった表情と硬直した体を無理矢理動かし、背後を見やる。

　慌あわただしく閉めた木製のドアの表面──その、楓の顔の位置に当たる高さに、万年筆が突き刺ささっていた。それを見て、数秒前に右頬ほおのすぐ横を超高速で通り過ぎたのがアレなのだと認識し、楓は全身に嫌いやな汗を掻かく。

　それでも何とか笑顔を作り恐る恐る前を向くと、デスクの引き出しから新たに万年筆を取り出しているメイド服の同僚に問いかけた。

「……あの、深閑ちゃん…………今の、もしかしてもしかすると、大だい惨さん事じになっていたかもしれないと思うんだけど……？」

「注意の意図を含ませた、ただの威い嚇かくです。万に一つの可能性でしか『そう』はなりません」

「それは、その……万に一つはなっちゃうかもしれなかった……って、こと？」

「そうですね、ですからマナーを守ることをお奨すすめします。入室時には、最低限ノックを忘れずに──理事長とはいえ、その程度は守りましょう。さもなければいつか本当に、万に一つの事態になるやもしれませんので」

　万年筆を投げつけるという危険な行為をしておきながら反省もせずに説教をする深み閑かんに、楓かえでは空恐ろしい未来を思い描いてしまう。いつかペン先が己の額ひたいに突き刺さるようなことが、もしかしたら起きてしまうのかもしれない──

　ノックは大事なことだから忘れないようにしようと、楓はぐっと両手を握り締めて決意する。

　そこに、深閑の冷めた声が掛けられた。

「それで理事長、どうかしましたか？　無事に彩さい京きようさんと転入生を対面させることは出来たのですか？」

　替えの万年筆のキャップを外し視線はデスク上の書類に落としたまま、ついでのように確認を取る深閑の言葉に、楓は恐怖を忘れて大事なことを思い出した。

「ちゃんと二人を会わせることは出来たんだけど……その、深閑ちゃん」

「何ですか？」

「あの二人、昔のお友達だったらしいんだけど……ひょっとして、そのこと知ってたの？」

　楓が深閑にそう尋ねたのは、秋あき晴はるの案内役を従育科の生徒ではなく朋とも美みに頼むよう指示をしたのが他ほかならぬ彼女だからだ。

　偶然にしては出来すぎだと、半ばそうであると確信しつつの質問に対し、深閑はさらさらと書類にサインを走らせながら、

「ええ、調べましたから」

　事も無げに、さらっと答えた。

「調べたって…………それは、いつに？」

「日ひ野の秋晴が編入を希望して書類請求をして来た日から数日に渡ってです。編入試験の時には既すでに粗あら方かたの情報は揃そろっていました」

「…………あのね、私って一応理事長なんだけどね？　そんなことまるで聞かされてないのはどうしてなのかなー、なんて思っちゃってるんですけど。どういうことなのっ？」

　喋しやべっているうちに万年筆ダーツの恐怖が薄れ、興奮が舞い戻ってちっとも大人おとならしくない口調になり、どうせだからと理事長らしく偉そうに腰こしに手を当ててみる。

　そんな楓を一いち瞥べつした深閑は──

「わざわざ理事長に知らせる程のことではありませんでしたので」

「………………………………そ、そうなんだー……？」

「ええ、そうです。ところで楓さん、事務の仕事が溜たまっていたはずですが、午前中にどの程度進みました？」

「えっ!?　いやその、万事順調というかイケイケな感じというか、その、ね？　親密度はいくらか増した、はず、よ？」

「そうですか、それならば良いのですが。いつぞやのようにテレビゲームに惚ほうけて仕事のことなど忘れているのかと心配していたのですが、杞き憂ゆうだったのですね？」

「…………えーと……………………………………失礼しました〜」

　適当な言い訳が思い浮かばず、楓かえではそそくさと退散。

　ドアの閉まる音で退室を確認し──深み閑かんは小さくため息を吐ついた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　事情聴取の場として案内がてら朋とも美みに連れて来られたのは、本校舎に隣りん接せつする食堂だった。

　食堂、と聞いて安っぽく飾り気の無いイメージを抱いだいていた秋あき晴はるは、改めて今いる場所が白はく麗れい陵りようの敷地内だということを思い知った。

　三階分くらいの高さまでありそうな天てん井じようからは絢けん爛らんと輝くシャンデリアがいくつも吊つるされていて、軽く五十以上はありそうなテーブルも一目で量りよう販はん品ひんではないと分かる洗練された美しさがある。大型で高品質のスピーカーからはクラシカルな音楽が流れていて──ここは、どこの高級レストランか。

　広々としたスペースはいくつかのブロックに分かれているらしく、モダンな雰囲気の一帯もあればガラステーブルを使って透明感を演出している一帯もある。隅すみの方には薄うつすらと向こうが透すけて見える幕まであるけど、その奥がどうなっているのかは不明。

　ちなみにテーブルにはメニューが乗っていて、手に取って見ればどこにも『○○定食』などとは書かれていない。パスタとパンとサラダだけで三ページくらい占めている。和食や中華もあるが、秋晴の食べ慣れた物は殆ほとんど載のっていなかった。

「……ここ、カレーとかあんのか？」

「四種類くらいあるかな。日本風のもちゃんとあるから、安心なさいな」

　安心しろと言われても、秋晴は黙り込むしかない。日本風以外のカレーがピンと来ない身としては、四種類と言われてどう反応すればいいんだか。まあ一応、カレーはインド発だけど、インドカリーと日本で広まっているカレーではまるで別物だということくらいは知っている。……具体的に何がどう違うのかを聞かれると、ちょっと困るけど。

　それにしても、

「……こんなにメニューが多かったら作る人が大変じゃないのか？　つーかバラバラなもの注文されたら確実に無理だろ」

「そうね。だから手間がかかるメニューは曜日限定。ちゃんと書いてあるでしょ？」

「……ああ、メニューの後に『水』とか『火・木』とかあるのは、それか」

　一応納得はした。けど、気を配るべきはそんなことじゃなくてメニューの簡略化だと思う。まあ、きっと庶しよ民みんには分からない感覚がここでの標準なんだろうから、触ふれないでおくけど。異い端たんである自分が慣れるしかないんだろうし。

　やれやれだなー、と軽く頭を振った後、秋あき晴はるはメニューをテーブルの隅すみに戻し、少し気になることを口に出した。

「それより、どうして値段が書いてないんだ？」

「食堂は原則として無料で活用出来るからよ」

「…………マジか」

　一瞬、脳裏には配給制とか炊たき出しという単語が浮かび──いやそれは確実に違う。ショックのあまり関連がありそうでまるで無いことが連想されて、しかし心の中で自分へ突っ込みを入れたことで少しだけ落ち着けた。

　まだ残っている動揺を抑おさえるべくちらりと周囲を見れば、広い空間に十人足らずの女生徒がいて、私服で飲み物を堪たん能のうしていた。食堂は正午から午後六時まで開放されているらしく、放課後や休日にはこうしてお茶をしに来る生徒も少なくないらしい。

「他ほかにも一つカフェテリアがあるから、そっちを利用する生徒も少なくないかな」

「それは分かったが…………あれは？」

　小声で尋ねながら親指で指したのは──トレイにティーセットを載のせた、一人の女生徒。

　朋とも美みはちらりとそちらを見て、即答した。

「従育科の生徒よ。土日は事前申告をすれば、ああやって訓練がてら給仕役をやれるのね。人数が足りない時は、本職のウエイトレスさんの出番になるんだけど、今日は従育科の子だけみたい」

「……いや、それより…………なんであんな服着てんだ？」

　秋晴の知識が正しいのなら、あれは巷ちまたでメイド服と呼ばれている服のはずだ。長なが袖そで・丈たけ長ながで濃のう紺こんという地味な服の上に白いエプロンを着ていて、頭には白いヘッドセット。小さい頃、何かのアニメで同じような服を着た召使いを見た記き憶おくがあるが、生徒が着るようなもんじゃないはずだ。

　しかし朋美は平然と言う。

「だってあれ、従育科女子制服だもの。秋晴、知らなかったの？」

「……………………マジか？」

「ちなみに男は礼服ね。タキシードか燕えん尾び服ふくか、それともモーニングコートだったかな？　とりあえず、もうすぐ六月だから衣ころ替もがえ……はあるのかな？　上育科はあるけど」

「…………………………………………マジか」

　もう一度、視線をメイド服の生徒に移す。

　甲か斐い甲が斐いしく紅茶を注いでいる彼女を見ながら、秋晴の頭の中はぐるぐると迷走する。

　あんな、コスプレを生徒がする。自分もする。タキシードって。どこの舞ぶ踏とう会かいだ。いつの時代だ。どんな世界だ。

　頭を抱かかえたくなる衝しよう動どうに抵抗し、しかし抵抗しきれずがっくりと項垂うなだれた。

「秋あき晴はるって、そんなことも知らないで編入したの？　従育科が何を学ぶところか、ちゃんと理解しているんでしょうね？」

「……それくらいは、してる」

　混乱しながらもちゃんと答え、やれやれとため息を吐ついた。

　従育科の生徒が学ぶことくらい、ちゃんと知っているつもりだ。噛かみ砕くだいて言えば執しつ事じやメイドを育てるところで、あの女生徒が給仕役として働いているのもカリキュラムの一環だということも分かっている。一応、だけど。

　しかし、

「……テレビで見た時は、あんな恰かつ好こうしてなかったっつーの……」

「え？　ちゃんと流れていたはずだけど？」

「俺おれが見たのは後半途と中ちゆうからなんだよ……」

　力なく言って、秋晴は頭をもたげた。

「たまたま寮の娯楽室でテレビに人だかりが出来ているのを見かけて、あの深み閑かんっつー教師だか教官だかが話をしているのを聞いて……」

「それだけで従育科に入ろうと思ったの？　てっきり元女子校で、お金持ちの女の子やメイドさんに囲まれて過ごしたいからだとばかり──」

「……んなわけねぇだろ」

　手て短みじかに否いなと答えて、秋晴は朋とも美みを睨にらむ。そんな不純な動機でわざわざ編入するような奴やつだと思われるのは流石さすがに心外だ。女っ気は少ないより多少あった方がいいけども、度を越えているとうんざりするだけだし。

　睨にらんでみたところで朋美は怖おじけることなく、むしろその反応がなっていないと言わんばかりに首を横に振った。

「つまらない。あなたね、ここは嘘うそでもいいから顔を真まっ赤かにして『バッ……そ、そんなことあるわけないだろっ?!』、って感じで慌あわてふためくシーンじゃない。空気読みなさいよ」

「そんな元気どこにも余ってないっての」

「ま、いいけどね。あんまり期待はしていなかったから」

　なんて酷ひどい言い草だ。

　それでも、秋晴はあまり不快には思わなかった。他ほかの相手に言われたのならともかく、相手は朋美だ。初めから色々と諦あきらめているので、これくらいの発言で腹を立てていたらきりがない。人生諦めは肝かん心じんだ。たぶん。

　ただし、訊きいておきたいことはあるので、そっちはちゃんと聞き出さないと。

「──なあ、彩さい京きよう」

「あ、名前で呼んじゃっていいよ。咄嗟とつさに言い間違えられるよりはずっとマシだから」

「……朋とも美みはどうしてこんなところに通ってやがるんだ？　想像つかなくはないが」

　当時は──小学三年生だった自分は、夏休み中に突然転校した理由など分からなかった。クラスの君臨者で時にいじめっ子だった彼女が居なくなったことを嬉うれしく思い……あと、ほんの少しだけ寂さびしく感じたような気がしないでもないけど、それが精一杯だったはずだ。

　しかしもう高校生で、おまけに朋美の名みよう字じは変わっている。ある程度の予測が出来る材料は揃そろっていた。

　だからなのか、朋美の方も隠かくすつもりはないらしかった。

　組んだ両手をテーブルの上に置き、ふっ……と苦笑するように僅わずかに笑んで、

「まあたぶん、想像通りかな。うちって母子家庭だったんだけど、再さい婚こんすることになってね。スピード婚でわたしも驚いたけど、その再婚相手が凄すごいお金持ちだって知った時はさらに驚いたわよ」

「んで、それ以来ここに通ってんのか？」

「白はく麗れい陵りように通い始めたのは中学からね。それまでに覚えなきゃいけないことがたくさんあったから、ちょっと準備が必要だったし。知ってる？　中学の入試問題にテーブルマナーに関する出題とかあるのよ？」

「……凄すごいな、そりゃ」

　半ば呆あきれてそう返すと、朋美はにんまり笑って身を乗り出し、

「ところで従育科の編入試験って何をやるの？　どうやって潜くぐり抜けたわけ？　やっぱり必殺のカンニング──って、そんなことしたら深み閑かん先生に殺されるわね」

「つーかカンニングなんてやりようもねぇよ。筆記試験無しで、いきなり料理作らされて……しかも試験終了から三十分と待たずに合格通知渡されるし。受かっておいてなんだが、何がどうして合格したのかまるで分からねぇ」

　話しながら試験の時のことを思い出し、秋あき晴はるは顔を顰しかめる。

　本当によく分からない出来事だった。編入を希望して手続きの為の書類を送ってもらい、届け出をしてから僅わずか三日後に編入試験が催もよおされることになった。

　あまりの早さに驚きつつ、元より全すべてを賭かけるつもりで編入届けを出したので覚かく悟ごを決めて試験に赴おもむけば、恐ろしくでかい正門とスーツの似合わない事務員が待っていた。正門には鋼鉄製のドアがあり、それを潜くぐると通路になっていてしかも途と中ちゆうには空港にあるような金属探査のゲートが設置されていてと、常識では測れない白麗陵に驚かされて、ようやく敷居をまたげればそのメルヘン王国っぷりにまた驚かされて。

　見る物全てが夢物語に出てきそうな光景に感覚が麻ま痺ひし、どこをどう歩いて校舎内まで連れていかれたのかもよく覚えていない。ただ、試験が実施される部屋の前まで来ると流石さすがに緊張してしまって、一体どんな問題が出されるのかという不安と駄だ目めもとでぶつかる決意とがせめぎ合って……

　そんな状態だったってのに、試験に筆記が無いんだから詐さ欺ぎに近い。なら初めから言っておいて欲しかった。試験の連絡があった時に『身一つで来い』というニュアンスの言われ方をした時に気付ければ良かったんだろうが、んなもん分かるか。

　混乱の中で出された課題も意外で、規定通りに料理を作るのに多少の苦労はあったものの、何とかこなすことが出来た。

　そして眼鏡めがねを掛けたメイド服の深み閑かんと名乗る従育科の教師に合格を伝えられ、呆気あつけに取られているうちに編入する日についての話になったのだ。

　あっという間に編入が決まり、今こうして白はく麗れい陵りようにいる。どーにも現実感のないことで、豪ごう華か絢けん爛らんな雰囲気や目の前にいる朋とも美みのことを含めて、全すべてが夢の中での出来事なのではないかと思ってしまったりもする。

　ただし、本当に夢の中で朋美が出て来ているというのなら、それは間違いなく悪夢に分類されるもので、一秒でも早く覚さめて欲しい。そう願って、こっそり腿ももの辺りを抓つねっても痛いだけで終わってしまう以上、やっぱり現実なんだろうけど。

　嫌いやなことを色々と思い出してしまい、どんよりと重くなった肺に溜たまっている空気を吐はき出して、秋あき晴はるは改めて向かいの席にいる朋美を見た。

　こうして改めて見ると……約七年振りになる朋美は納得出来ないことにかなり綺き麗れいで、それでいて一つ一つの仕種しぐさが上品になっていた。なのに昔を思わせる意地悪な部分も残っていて、それがちらりと顔を覗のぞかせる度に当時の記き憶おくがフラッシュバックして悪お寒かんが駆かけ巡めぐる。

　それを悟さとらせまいと平静を装うが、上う手まくやれている自信はまるで無い。なんせ相手は朋美だ。今も物もの怖おじ無く無遠慮にこっちを眺ながめているが、それだけで心を見み透すかされているような気分になる。

「でも、秋晴が従育科にねぇ。意外だけど……でもよく考えたら、そこまで的まと外はずれな展開じゃないよね」

「な、何がだ……？」

「今でこそそんな外見だけど、昔はもっとなよっとしていたし……それになんて言っても、二年生の時の──」

「いやそんなことよりも気になることがあんだけどよ！」

　これ以上言わせると何かヤバイ内容を口にされそうで、秋晴は慌あわてて遮さえぎった。どうしてこいつはこうも厄やつ介かいなのか、神様辺りに問い質ただしたくなる。正直なところ、かなり泣きたい。

　しかし泣いても目の前の小こ悪あく魔まは喜ぶだけだと分かっているので涙なみだは堪こらえ、何か話題はないかと取り繕つくろうように周囲を見回し──そこでふと、あることに気がついた。

「……なあ」

「どうしたの？　神しん妙みような顔しちゃって」

「いや……俺おれの気のせいかもしれないんだけどよ。なんか妙みように注目されてないか？」

　ひそひそと声を抑おさえて尋ねた通り、気がつけば食堂にいる人間の目は殆ほとんど自分達に向いていた。自分達、というか、むしろ自分だけの気もする。

　勘かん違ちがいならそれでいいのだが……ティーカップを傾かたむけながら、或いは友人らしき人物と談笑しながら、しかし彼女達の意識はこちらに向いているような気がして…………落ち着かない。自分が白はく麗れい陵りようという場を意識してしまっているせいもあるのかもしれないが、それにしたってちらちらと感じる視線は居心地悪い。針の筵むしろとはこういうことなのか。

　朋とも美みが笑って『そんなわけないでしょ』と言ってくれれば、秋あき晴はるも少しは気が楽になったのだが、

「まあ、そうね。でも仕方ないんじゃないの？」

　あっさりと、肯定されてしまった。

「あなたって見た目不良っぽいでしょ。男ってだけで過剰反応されてもおかしくないんだから、当然といえば当然よ」

「けどよ、共学化してからもう一ヶ月以上経たつわけだろ？　いい加減、慣れていてもいい頃合いなんじゃないか？」

　箱入り娘むすめの彼女等にとって自分みたいな庶しよ民みんは敬遠すべき存在なのかもしれないけど、同じ学校の生徒なら好奇心も手伝って多少の接触があってもいいはずだ。そうでなくとも日常的に同じ空間にいるのだから、一ヶ月も経てば折り合いくらいつけられて、ある程度順応している時期だと思う。順応した結果、それでも過剰反応されるくらいの珍ちん獣じゆう扱いだとすると……うん、ヘコむ。

　自分の想像に地味にダメージを受けていると、朋美はピンと立てた右の人差し指をくるくると回して、

「確か、白麗陵の高等部は三学年合わせて百五十人くらいしかいないのよね。その内、従育科の生徒は一年生だけで二十人ちょっとだったかな」

「……何の話だ？」

「その二十数人の中で──男子生徒は、三人だけ。上育科の男子はもっと少なくて、たったの一人しかいないのよ」

「……………………は？」

「だからね、この学院には秋晴を含めても五人しか男子生徒がいないの。しかもあなたみたいにヤンキー風ふうの生徒はいないから、もうかなりレアってこと」

「…………………………」

　疼うずきだしたこめかみに右手をあてて、秋晴は考える。

　今のは、完全に初耳の内容だ。

　生徒総数の少なさも驚きだが……男子生徒は片手の指の数しかいない？　本当に？

　なら──

「じゃ、じゃあ男子寮とかどうなってんだ……!?」

「上育科用のはちゃんとあるけど、従育科の男子用を建てるのはちょっと無む駄だ遣づかいになっちゃうから──ってことで、従育科女子と同じ寮を使っているのよ。まあでも、西館と東館で男女は分かれているらしいけどね」

「ちょっと待て！　それじゃあれか!?　男子の立場は──」

「うん、かなり悪いのよね。最近外で生徒の盗とう撮さつ写真が出回っているとか、女子の私物が無くなっているとか、そういうのもマイナスに働いていて……でも、苛いじめとかはないはずよ。男相手にどうすればいいのか分からないみたいだから」

　そんなことを言われても気休めにもならず、秋あき晴はるは呆ぼう然ぜんとした。

　男子の数が、たったの五人。

　しかも寮は女子と同じ建物。

　おまけに妙みような事件のせいで立場も危あやうい。

　──なんだそれ。

「ああ、ちなみに、ね」

「…………まだ、あるのか？」

「上育科の生徒の大半は、従育科の生徒を同じ人種とは思っていないっていうか──ストレートに言うと見下している子が多いから、理解しておきなさいね？」

「…………………………」

　声に微かすかな真剣さを含ませて、朋とも美みはちっとも喜べない情報を教えてくれた。

　──本当に夢じゃないのか、これ？

　そりゃあ覚かく悟ごはしていた。元女子校なんだから色々と不都合な点はあるだろうし、従育科という試験的な枠わく組ぐみに入ることにも不安はあったし、あっさりと決まった編入自体にも『どうなんだそれ』って感じはしていた。

　けど、背はい水すいの陣じんを敷いて退路は既すでに無く、やるしかないというつもりで今日を迎えたのだ。

　だから後悔はしない……………………つもりだった、のだけれど。

　今、秋晴の頭の中は後悔の二文字に埋うめ尽くされて、大変なことになっていた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「さてと、次はどこに行きましょうか？」

　食堂から出てすぐにそう切り出した朋美の言葉がやけに遠くに聞こえ、秋晴は投げやりに応こたえた。

「……どこでもいい」




「何よ、気のない返事しちゃって」

　ショッキングな事実を知って半ば放心状態に陥おちいってしまっているのに、気の利いた返事をしろというのが無む茶ちやだ。

　快晴の空は相変わらずなのにテンションゲージは最低に落ち込んでいて、つい『人生ってなんだろう』と考えてしまいたくなる。

「教会……は、とりあえずいいよね。第二校舎は最後に職員室に寄るから後回し。となると、やっぱり図書館かな……？」

　隣となりでは指折りながら朋とも美みが候補地を挙げていくが、秋あき晴はるとしてはもう学院案内なんてどうでもいい気分なので、当たり前に聞き流す。今必要なのはどの施設がどこにあるかという情報ではなくて、心の安あん寧ねいなのだ。天を仰あおげば、今日は空が高い。風も心地良い。スカイダイビングしたら気持ちいいかもしれない。いっそパラシュート無しもいいかもしれない。途と中ちゆうで怖くなって目を閉じたら目覚まし時計が鳴って、いつもの朝が待っていて──なんて展開だったらかなり素す敵てきだ。絶対に無理だけど。

「グラウンドは……まあ、いっか。見せたいのは『落日の壁へき影えい』だけど、美術館に展示されているからいつでもいいような気もするし……となると──」

「あっ、彩さい京きようさんっ！」

　指折りに朋美が挙げる候補が二ふた桁けたに達しようとするのを現実逃避しながら傍ぼう観かんしていると、不意にどこからか朋美を呼ぶ声が聞こえて来た。どこから発せられたのか分からず当てずっぽうで右を向くと、日曜に部活動でもしていたのか、ジャージ姿の女生徒がこちらへと駆かけ寄って来る様が見える。

　活発そうなショートヘアの彼女はやや息を荒げて秋晴達の傍そばで止まり、

「良かった、見つかって……ちょっと大変なの！」

「──まあ、吉よし住ずみさん駄だ目めですよ。慌あわてて走るだなんて、先生に見られたら怒られてしまいますもの」

「それは重じゆう々じゆう承知していますけど、それどころではなくて」

「何か問題でも起きました？」

　丁てい寧ねいな、それでいて澱よどみのない滑なめらかな口調にギョッとして朋美を見れば、それまで秋晴に向けていたのとはまるで別種の、優美な微笑ほほえみを浮かべていた。優しげで、そこはかとなく頼り甲が斐いのある余よ裕ゆうが窺うかがえる笑み。

　猫ねこを被かぶるどころか二重人格ではないかと疑いたくなる変へん貌ぼうっぷりだ。普段なら嫌いや味みの一つでも口にしていたのかもしれない。……が、今はそんな気力はない上に、弱みを握られていつ暴発させられるか分からない状態なので、沈黙。

　しかしやはり表情のコントロールは難しくやや物言いたげになっていたようで、近寄って来た女生徒はそんな様子に気を引かれたのか、それとも男がいるのが珍しいのか、息を弾はずませたままちらちらとこちらを窺うかがい、

「……あの、彩さい京きようさん。そちらは……」

「彼ですか？　明日あしたから従育科に編入する生徒で、日ひ野の秋あき晴はるくんです。彼に学内の施設案内をしていたところでした」

　まるで優等生のような発言だが、よくよく思い返せば楓かえでは『中等部を首席で卒業した』と話していた気がする。

　つまりここでは、白はく麗れい陵りようにおいては、彩京朋とも美みは本当に優等生なんだろう。

　昔を知る秋晴にとっては驚きよう愕がくの事実でかなり悪趣味な冗じよう談だんなのだが……現れた女生徒とのやり取りを見ている内に、そう認めざるを得なくなる。

「それで、吉よし住ずみさん？　何か大事な用があるのではないのですか？」

「あっ、そうなの！　講堂の前で四し季き鏡かがみ先せん輩ぱいとエストーさんが激しく口論していて──」

「……つまり、いつものようにエストーさんが四季鏡先輩に？」

「そう、一方的に。今にも飛び掛かりそうな雰囲気だったわ！」

「ふぅ……彼女も仕方ないですね」

　目め頭がしらを押さえるように手をやり、やれやれと言わんばかりに肩かたを落とす。

　そんな仕種しぐさをしたくなるような問題でも起きたのかと疑問に思うが、手を下ろして顔を上げた朋美はこちらへと向き直ったので、秋晴はそこで思考を中断する。

「秋晴くん、申し訳ありません。急な所用が出来てしまいましたので、少しお待ちいただけますか？　それともお一人で構内を歩いてみますか？」

　しおらしく、本当に二重人格かと思うくらい優しい声こわ音ねで訊たずねてくる。対して秋晴は、背筋がざわつくくらい気持ち悪いので勘かん弁べんしてくれと強く言いたかった。

　それに、演技だっていうのが丸分かりだし。その証しよう拠こに、吉住と呼んでいた女生徒からは位置的に見えない左の口くち端はが、ほんの少しだけ吊つり上がって笑みを作っている。恐らく、ギャップのありすぎる態度を見せて楽しんでいるのだ。弄もてあそばれる身としてはちっとも楽しくない。むしろ腹立たしい。

　けど、それを指摘しても簡単に惚とぼけられるのも分かっている。こいつはそういう女だ。だからもう投げやり、

「そんじゃ、一人で回ってみる」

「あまり役に立てなくて、本当にごめんなさいね」

「あー気にすんな分かってるからさっさと行ってこい」

　棒ぼう読よみで、行け、というより追い払うような仕種で手を振ると、ぴくりと朋美の眉まゆが動く。跳はね上がるとまではいかない小さな動きだったが、あれは癇かんに障さわったに違いない。ほんの少し気が晴れた。

　こっちとは対照的に負の感情を抱いだいたはずの朋美は、しかしそれをまるで感じさせない微笑ほほえみを浮かべ、優ゆう雅がに一礼までしてみせた。そう簡単に剥はがれるような安い仮面を付けてはいないらしい。

「何か困ったことがありましたら、職員室へ行ってくださいね？　それでは秋あき晴はるくん、ご機き嫌げんよう」

　そうしてから、興味津しん々しんといった目をしたままの吉よし住ずみを連れて早足で去って行く。

　走らないのは淑しゆく女じよの嗜たしなみなのかもしれないけど、やっぱり朋とも美みにその手の単語は似合わないよなぁ……とか思いながらその場に突っ立っていた秋晴だったが、二人の姿が見えなくなったところでくるりと体の向きを変えて歩き出した。

　ようやく一人になれて気が楽になったからちょっと休みたいけど、学院散策の続きをしなければ明日あした以降に困るかもしれない。

　とはいえ、どこへ行けばいいんだか。まるで見当がつかないのが困りものだ。宛あても無ければ特別興味を惹ひかれる物もないし。強いて言うならばこの白はく麗れい陵りよう自体がおもちゃ箱かびっくり箱みたいなもんなので、どこを見てもそれなりの驚きや収穫はありそうだし。

「まあ、適当に歩き回ってみるか」

　こういう時に案内図でもあれば便利だが、本当のテーマパークとは違って学校である白麗陵の敷地にそんなものは無かった。場所によっては見取り図くらいあるかもしれないけど、肝かん心じんのその場所が分からないから今は役に立たない。やっぱり歩き回る他ほかはなさそうだった。

　まあ、気楽に学内を彷徨うろついてみればいいだろう。職員室には四時までに顔を出せばいいと言われていることだし、迷まい子ごにならない程度にぶらついて飽あきたところで終えればいい。

「さて……とりあえず、と」

　まずは本校舎を一回りしてみようと決めて、周囲に目を配りながら歩いてみる。

　するとすぐに、ただ歩いているだけなのに退屈しないことに気がついた。見慣れない場所だから、というのもあるかもしれないけど、間違いなくそれだけじゃない。

　あちこちに意い匠しようを凝こらしたオブジェやよく手入れのされた植え込みなどがあって、耳を澄ませばテニスボールを打ち合うラリー音や管楽器の演奏、おまけに馬の嘶いななく声まで聞こえて来る。それでいて喧かしましいわけじゃなく、こう、ハーモニーが──って、

「…………馬ぁ？」

『どうして、馬が？』と少し考えて、馬術部でもあるのだろうと思い当たる。どこかの高校にはそんなものが存在すると聞いたような気がするし、この学校ならそんなハイソな部があっても不思議じゃない。むしろ納得がいく。

　ただ、高等部だけでは百五十人程度しかいないのにそんな部があるのはどうなのか。中等部も同じ敷地内にあるとはいえ、数は精せい々ぜい倍にしかならないだろう。

　生徒数は少なくて、それなのに無む駄だに施設は豪ごう華かで、おまけに彫ちよう像ぞうやら噴ふん水すいやらがあるのはかなり勿もつ体たいない気もする。

　一体、どこから資金調達しているのか。運営費に想いを馳はせるのは学生として間違っている気がするけど、流石さすがに気になる。何か悪いことに手を染めていたら……って、それは歴史ある名門校だから可能性は激げき薄うすだけど。

　まあでも、そのおかげで従育科の生徒はタダ同然で通うことが出来るんだから、謎なぞのシステムに感謝しなくてはならないのかもしれない。大おお方かた、寄付金かなんかだろうけど。どうせなら埋まい蔵ぞう金きんがあったとかの方が面白いんだけど──

「ちょっと、そこの貴方あなた！」

　適当な考えを巡めぐらせていたところに横手から甲かん高だかい声で呼び止められて、秋あき晴はるは反射的に足を止めた。

　いつもの習慣で、目を細めて真っ正面からではなく斜めに見るように振り向き、誰が声を発したのかを確認する。

　声からある程度察していた通り、そこにいたのは女だった。ただし、予想もしていなかった美人で、おまけに予想外の髪かみ型がたをしていた。

　恐らくは同年代。女性にしては背が高く百七十センチ近くありそうだ。真っ白い肌はだ色いろと透すけるような蒼あおい瞳ひとみからして、少なくとも純粋な日本人じゃなさそうなので、びっくりする程ほど手足が長いのも多少は納得出来る。白い袖そで無なしのミディアムドレスという、六月になっていないこの時期にも高校という場所にも似合わない服装だが、それ自体は西洋風の顔立ちにとても良く似合っていて、陽ひの光を浴びて金色に輝く髪との相性もいい。

　しかし──なんだ、あれは。くるくると渦うずを巻くような、漫画や人形でしか見たことのない髪型。確か縦たてロールというやつのはずだが、実際に目まの当あたりにすると物もの凄すごいインパクトだ。こう、今にも動き出しそうな具合な躍やく動どう感かんがあるし。

　蒼い目の金きん髪ぱつ美人という存在自体、滅めつ多たにお目にかかれないというのに、髪型によってさらにレア度が上がっている。履はいているのは白のミュールで、手に持っているのはやはり白のハンドバッグ。それもファッションや小物に疎うとい自分ですら知っている有名ブランドの物。

　これだけ珍しい『ザ・お嬢じよう様さま』という感じの相手を前にすれば、流石に物珍しさに興味が湧わく。あと髪型にも。つい動力源はなんだろうとか考えそうになる。

　だが縦ロールの方はそうではないらしく、こっちを凝ぎよう視しする目つきは明らかに不審者を見るそれだった。

「貴方、どこから入って来ましたの？　ここは誉ほまれ高き白はく麗れい陵りようの敷地内ですわよ」

「……あー、俺おれは、」

「──日曜の学院内に、貧ひん相そうな顔の品のない服装の男……しかも手には小こぎ汚たないバッグ……」

　転校生だ、と秋晴が説明をする前に、ぶつぶつと何やら呟つぶやき出す金髪のお嬢様。独り言なんだろうが、バッチリ全部聞こえている。

　しかし当人はそれに気付いていないっぽく、真剣な表情で足下へと視線を落とし──そして弾はじかれたように顔を上げ、ビシっとこちらへと人差し指を伸ばし、

「貴方あなた、件くだんの不審者ですわね！」

　高らかに、断言した。

　指差されて叫ばれた秋あき晴はるは、小さく頷うなずく。よし、こいつはきっと話が通じない。なんか自分の名めい探たん偵ていっぷりに酔よっているような爛らん々らんとした目をしてやがるし。

　なので、取る行動はすぐに決まった。

　彼女を無視して散策に──

「ちょっ、ちょっとお待ちなさい！　どうして何も言わずに立ち去るんですの!?」

　慌あわてた彼女の声に、面倒だとは思うが足を止める。ここで無視するといつまでもあの甲かん高だかい声で騒がれるかもしれない。それはかなり聴覚というか、脳にきそうだ。

　やれやれと息を吐はきたくなるが、仕方ない。これ以上突っかかられても嫌いやなので、自分を睨にらんで濡ぬれ衣ぎたを着せてくる彼女に言ってやることにする。

「付き合ってられないっての。小学校からやり直すか、ミステリ小説百冊読んでからもう一いつ遍ぺん今のセリフを吟ぎん味みして己の馬鹿さ加減を理解した上で失うせてくれると助かる」

「なっ……なんて口の利き方を……私を誰だと思っていますの!?」

「知らないし興味もないから。あー、もういいからこんな所で油売ってないでどこぞへと行け。外に出かけるところだったんだろ？」

　服装とバッグからそう判断して、言ってやる。

　縦たてロールの彼女は用があったことを思い出して慌あわててこの場を去る……と、秋晴は踏んでいたのだが。

　目を丸くした彼女はしばしきょとんとしていたが、やがて勝ち誇るような笑みと共に口元へ手をやり、高らかに言い放った。

「フフフッ……貴方の方こそどうしようもなく無知で出で鱈たら目めな思考回路の持ち主ですわね！　赤子に習い四つん這ばいで歩くことから始めるか、いっそ思考を放ほう棄きして蟻ありのように無心で労働に従事するがよろしくてよ！」

　どうやらさっきの言葉が相当に悔くやしかったらしい。それと分かる物言いだったが……思わず眉まゆを顰ひそめてしまう。先に自分がああ言っていたので、別に腹は立っていない。気になるのはその内容だ。

「……お前、どっかに出かける予定があったんじゃないのか？」

「フン、そんな妄もう想そうを勝手に現実だと思い込まれるのも心外ですから特別に教えますけど、そのような予定は一切ありません。私はただ息抜きに、ティータイムの前に散歩をしていただけですわ！」

　堂々と言い切る、縦ロール。

　秋晴は眉み間けんの辺りをトントンと中指で叩たたいた。あの女は自分がどれだけ変なことを言っているのか自覚がないらしい。

　またもや頭が痛くなるような現実を直視して、とりあえず確認を取る。

「…………それじゃ、あれか？　お前はただ構内を散歩するのに、ドレスを着て高級バッグを持ち歩くのか？」

「当然ですわ」

　当然とまで言われた。もう何も返せない。価値観も常識も違う相手に何を言っても通じないのは明白で、根気よく説得して修正してやる気にもなれない。

　なので、秋あき晴はるは少し考えて、結論を出す。

　よし、全すべてを見なかったことにしよう。そう、それがいい、そうしよう。あんなのに構うだけ人生の損になる。

　自分の中で折り合いがついたので、無言で頷うなずいてから再び歩き出し──

「──ちょっと、どこへ行きますの!?　華か麗れいなる私を侮ぶ辱じよくしたことに対する謝罪、それに己の過ちと不審者であることを認めるまでは放しませんわよ！」

　再び甲かん高だかい声に呼び止められてしまった。しかも今度はわざわざ進行方向に回り込んで来るという、かなりうざったいことまでされる。

　もういい加減うんざりだった。ただでさえ今日はストレスになるようなことばかりなのだ。そろそろ何も考えず呑のん気きに散策したい。

　秋晴は重い嘆たん息そくの後で、目を細める。

　ごちゃごちゃ考えるのは面倒だ。この際だから率直に今の気持ちを伝えてやろうと、真っ正面から高圧的な態度を取る彼女を見み据すえて──言い放つ。

「うるさいこの金きん髪ぱつドリル。俺おれに構っている暇があんならどっかの工事現場で地面相手にギュルギュル言ってろ」

「な、なっ……?!」

「俺はドリル相手に遊んでいる暇はないんで通らせて貰もらう。ついでに言うと俺は従育科への転校生で不審者じゃねぇ──じゃあな」

　言うだけ言って、秋晴は三み度たび歩き出した。

　唖あ然ぜんとしている金髪ドリルの横を擦すり抜けるように通ると、流石さすがに気が晴れやかになる。しかもなんだか『いい仕事をしたなぁ、俺』って感じもする。口にするまで思わなかったけど、あの髪型は正まさにドリルだ。素す晴ばらしいレベルでドリルだ。よく言ったと自分を褒ほめてやりたくなる。

　いい気分になったところで散策再開。さて、向こう側には何があるのだろう。これ以上厄やつ介かいな奴やつに絡からまれるくらいならさっさと職員室に行った方がいいのかもしれないが、せめて校舎を一回りするくらいは──

「………………フ、フフ……」

　背後から引きつった笑い声が聞こえて来たが、それは無視。

　あえて逃げたり足早になったりもしない。そんな必要はどこにもないし。

　堂々と、マイペースの歩みを保つ──

「フフ……この私の……セルニア＝伊い織おり＝フレイムハートの美しき髪かみを……よりによって、掘くつ削さく機き扱い…………それも、従育科の生徒なんかに……」

　抑おさえられた音量なのに、地じ獄ごくの底から発しているかのように粘ねばり強い声。しかもギリギリで何と言っているかを理解出来てしまい……なんというか、異様な迫力がある。

　まるで背後に斧おのかチェーンソーを持った殺人鬼でもいるようなプレッシャーだった。いやそんな状況に立たされたことはないが、実際になったとすれば似たような感覚に襲われるに違いない。そう思わせるだけの気配が流れている。

　見たくないが、見なければもっとヤバイ気がして、秋あき晴はるは振り返った。

　そこで見たのは──柳りゆう眉びは吊つり上がり、桜さくら色いろの可か憐れんな唇くちびるは怒りに戦慄おののいて、ボリュームのある金きん髪ぱつは今にも逆さか立だちそうな雰囲気の──

「…………うぉ」

　秋晴は思わず呻うめいた。

　生まれて初めて、殺気を発している人間と遭そう遇ぐうした。

　そして、セルニアという名前らしい金髪ドリルは、先程もしたようにすらりと伸ばした人差し指をこちらへと突き付けて、

「──死罪、ですわ」

　見る者を魅み了りようする上品な微笑ほほえみと共に、そう言った。
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　そして次の瞬間には、ピンヒールの履はき物ものにも関わらず、猛もう烈れつな勢いで走り出した。

　自分に向かって走って来るドレス姿の女に、秋晴はぎょっとしてしまう。サバンナを駆かける豹ひようか、海うな原ばらを華か麗れいに泳ぐ鯱しやちを思わせる美しい疾しつ駆くで、風に靡なびいたドリルが尖せん鋭えいさを増すくらいの速さだ。

　あんな細いヒールでどうすればこんな速度が出るのか不思議で──いやそんなことを考えている場合じゃない。

　けど、どう対処すりゃいいんだ、これ。

　判断に迷った挙げ句、秋晴は逃げることが出来なかった。

　結果、あっという間に間合いは詰められてしまい、

「集中治療室にでも入って、たっぷり後悔なさい！」

　物騒なセリフと共に、顔を目掛けて拳こぶしが飛んできた。

　──正直なところ。ドリル女が怒りに身を任せて殴なぐりかかって来るのを見ても、別に危機を感じてはいなかった。そりゃあ確かに驚いていたし美形だから迫力もかなりあったが、言ってしまえばそれだけだ。

　それなりに目を惹ひく外見をしているので街まち中なかで絡からまれた経験も少なからずあるし、暴力沙ざ汰たも幾度かある。それを力でねじ伏せた経験も、逆にねじ伏せられた経験もある。何の自じ慢まんにもならないから言わないけども。

　所しよ詮せんは女、それもお嬢じよう様さまがぶち切れたくらいじゃ何とも無い。刃は物ものを持ち出されたのなら話は別だけど、それもないし、ならどうとでもいなせる。

　──そんな余よ裕ゆうは吹っ飛んだ。

　セルニアの身のこなしは予想外に鋭かった。しかも右フックにはちゃんと腰こしが入っていて、それが顔面に迫り、度ど肝ぎもを抜かれ、

「おぁっ──!?」

　拳が前まえ髪がみを擦こする程の際どいタイミングで顔を引く。無ぶ様ざまに声をあげてしまったが、何とか避けることは出来た。一瞬で体温が上昇して、嫌いやな汗が吹き出て背中と脇わきが寒くなる。

　避けたものの頭の中は真っ白になって、次の展開とか何がどうしてこんなことになったんだとか必要不必要問わずに思考が回らなくなり、

「ッ、このっ──往おう生じよう際ぎわが悪いですわよ!?」

　すぐ側そばから聞こえて来た声に、視界の中で金色の海が凪ないだ。

　言わずもがな、声の主はセルニアで、金色の正体は彼女の髪かみ。

　それでもって、回転した体は流れるように左の肘ひじ打うちを放っていた。

「そっ、」

　そんな馬鹿な、と言いたかった。けど、そんな余よ裕ゆうはミリ単位で探しても存在しない。

　尖とがった肘ひじが自分の鼻骨を砕くだくイメージが浮かぶ。冗じよう談だんじゃない。食らえば本当にそうなる。だくだくと鼻血を流して地面に突っ伏すなんて、絶対に嫌いやだ。

　その一心で、仰のけ反ぞった体勢からさらに首を左に傾かたむけ、それでも肘は迫って──鼻先を掠かすめ、吹き抜けていった。

　避けきった。

　間かん一いつ髪ぱつ、本当にもう少しで悲惨なことになるところだった。

　だが、しかし。

　状況は、さらに厄やつ介かいなことになっていた。

「ゃばっ──」

　思わぬ鋭さで攻撃されて、体が反射的に殴なぐり返そうと動き出している。しかも握られた拳こぶしが狙ねらうのは顔面で──ヤバい、女相手にそれは洒落しやれにならない。

　秋あき晴はるは焦あせりながら、必死に意思の力で止めようと懸けん命めいに歯を食い縛しばる。

　その甲か斐いあって、下から掬すくうようにセルニアの顎あごを狙ねらっていた右拳はピタリと静止。

　冷や汗が吹き出るのを感じながら、ホッと胸を撫なで下ろし、

「キャアッ……?!」

　その短い悲鳴で、安あん堵どはどこかへと消え去った。

　反応して横を見れば、ぶつかりそうなくらい近距離にセルニアの顔。蒼あおい瞳ひとみは見開かれ、動揺に染まっている。

　自分の攻撃が避けられるなどと疑わず全体重を拳に乗せていた結果バランスを崩くずしたのか、運動に不都合な履はき物ものの為に足を滑すべらせたのか、或いはその両方か……いや、そんなことはどうでもいい。

　問題なのは、現実としてセルニアが体当たりに近い形でぶつかって来たこと。

　ただでさえ体の自由を失いかけていたところにそんなことをされて、バランスを保つ術すべなんて、もう残っているはずがない。

　倒れる、と思った。もうそれは避けられない。

　そのまま倒れるのはどうしようもない……けど、地面は煉瓦れんが敷じきだ。このままだと相当に痛い思いをすることになる。腕うでの中に跳とび込んで来た、手足が剥むき出しのこの女もだ。くそ、ただの散歩でそんな恰かつ好こうをするくらいならライダースーツでも着てくれていれば良かったのに、なんで選よりに選って無防備に素す肌はだを晒さらすような服を着て──いやそんなこと愚ぐ痴ちっている場合じゃない。

　咄嗟とつさに周囲を確認し、何か掴つかまれる物はないかと探す。しかしそんな都合のいい物は存在せず、残ざん酷こくにも固い地面は迫ろうとして、

　──斜めになった視界に、濃のう緑りよくの海。

　舗ほ装そうされた歩道の横に、芝生しばふの緑が風に揺れて光って見えた。

「く、のっ──」

　最後の意地で、浮きかけていた右足で地面を蹴けりつける。その拍ひよう子しにぐっと体を捻ひねり、無む茶ちやな動きを強いられて背筋と脇わき腹はらが悲鳴を上げるのを聞きながら、倒れる先を煉瓦れんがの舗ほ道どうから芝生の上へと切り替えた。

　かなり無理のある行動に、二人でもつれて転がるように倒れ込んでしまう。

　それでも自分が下になるようにという努力は実り、背中に強い衝しよう撃げき。息が詰まって、それから痛みが走る。やたら痛い、けどもそれだけじゃ勢いは止まらなくて、二度三度とゴロゴロ転がって、ようやくストップ。

　世界から音が消え去って、自分の心臓だけが跳はねている感覚が数秒続き……風に吹かれた芝が頬ほおを撫なでたところで、秋晴はやっと安あん堵どの息を吐はき出せた。

　どうなることかと思ったが、どうにかなって良かった。幸いなことに怪け我がらしい怪我はない。自分がそうならドリル女の方も大丈夫だろう。

　やれやれと思いながら、状況を知るべく、転がっている途と中ちゆうに草が目に入りそうになって閉じていた目を開けて──




　言い訳出来ないくらい完かん璧ぺきに、セルニアを押し倒している状態だと知った。




　そこへさらに嬉うれし恥はずかしの不幸なアクシデントが重なり、それによる当然の悲鳴がセルニアの口から響き渡って、その結果──

　秋晴は、脱だつ兎との如く逃げ出していた。

　頭の中ではどこかに残っていたらしい冷静な自分が騒いでいる。待て、何を逃げているんだお前は。そこは謝るところであって逃げるところじゃないはずだろ。事故なんだから話せば分かるだろうし、逃げたりしたら余計に怪しいだろうが。疾やましいことないんなら申し開きすればいいことだし、むしろこっちは礼を言われるべきなんだから堂々としていればいいんだ──と、喧やかましいくらいに正論で訴えている。

　しかし、だ。目の前で鼓こ膜まくに突き刺さるような悲鳴をあげられて冷静でいられる男なんかいるかっつーの。実体験してしまった今は言い切れる。そりゃあ痴ち漢かん扱いされたら冤えん罪ざいでも逃げるって。今は物もの凄すごく、濡ぬれ衣ぎぬ着せられて逃げ出す人の気持ちが理解出来る。こんな道程での理解なんて、出来れば一生至りたくなかったけど。

　ぐるりと角を曲がって本校舎の裏側へと回ると、並行に建てられた本校舎と第二校舎との間の道へと出る。大型トラック二台が優にすれ違えそうな広い幅の道で、両サイドにはいくつもの彫刻やオブジェが並んでいた。

　しかしゆっくりと見物している場合じゃない。ほとぼりが冷めるまでどこかに避ひ難なんしないと、先程の悲鳴に反応して人が集まれば流石さすがに厄やつ介かいなことになる。

「となると……職員室か」

　都合の良いことに、職員室は第二校舎の中だ。構内見学は中止して職員室に避難、簡潔に事情を説明して教師の口から誤解だと説明して貰もらうのが一番いい。見知らぬ不審者が何を言っても聞いてくれないのはよく分かった。

　そう判断して、第二校舎の中央にある昇降口を目指し──

「お待ちなさい、この変質者っ！」

　後ろの方から聞こえて来たその声に、秋あき晴はるは足を止めずに振り返る。

　ついさっき自分が曲がった本校舎の角。そこにセルニアの姿は…………無い。

　しかし──分かる。あのドリル女は追って来ていると、確信がある。足音が聞こえるわけでもなければ、気配を察知するような裏技めいた技術もない。ただ声がしただけだ。

　しかし何な故ぜか、あと十数秒であの角から怒いかりに染まったセルニアが姿を現すのが、決定された未来のように見えている気がする。それはもう凄すごい勢いで、発見次第コロスと言わんばかりの表情をしているのが。

　──まずい。あの女に見つかれば騒ぎが酷ひどくなると、ざわつく肌はだがそう告げている。第六感や虫の知らせなんて信じていなかったけど、今ばかりは自分の直感が告げている判断が正しいと信じる。『信じる者は救われる』っていうし。

　前へ向き直り、秋晴は加速する。一刻も早く第二校舎へと入り職員室に逃げ込まなければ、どんな展開になるか分かったもんじゃない。

　焦あせる気持ちのままに、ギリシア建築を連想させる白い柱に挟はさまれた昇降口を駆かけ上がり──そこに人影があることに気付いた。

「うぉっ……!?」

　中から出て来た制服姿の少女と鉢はち合あわせてぶつかりそうになり、慌あわてて急停止。たたらを踏むようにしながらも何とかぶつかる直前で止まることに成功し、ホッと胸を撫なで下ろした。

　しかし落ち着いていられる状況じゃない。急がなければ奴やつが来る。

　だから謝罪だけしてその場を後にしようと、驚いた様子の女生徒の目を見て、

「…………ふぅ」

　────倒れられた。

　貧血でも起こしたのか彼女は左手を額ひたいに当てるようにして、まるで天てん井じようから吊つっていた糸が切れたかのように、ぐんにゃりと。

　何もしていないのに、何があった訳でもないのに、倒れた。突然のことで、抱だき留とめる暇すらなかった。

　目の前で起こったこの事態に、秋晴は状況が分からず狼狽うろたえしまう。

「ど、どうする……!?　…………とりあえず頭は打ってないから、急病ならすぐに保健室に運んで──いや保健室ってどこだ?!　誰かに……」

　訊きく相手を探して素早く辺りを見回して────いた。

　タイミング良く、本校舎の昇降口から私服姿の女生徒が出て来るのが見えた。

　良かったと、秋あき晴はるは思わず安あん堵どの息を漏もらす。これこそ天の助けだ。神様に嫌きらわれまくっているんじゃないかと思うくらいろくなことがなかったが、ここにきてようやく運勢が上向きになったらしい。

　急いで駆かけ寄ると、足音が届いたのか彼女の方もすぐに秋晴に気付き……

　保健室はどこにあるか──と、尋ねる前に。

「────ふぅ」

　バタリ、と。

　あっさりと、彼女も倒れてしまった。

「…………………………なんで？」

　二人目となると驚きはするがそれ以上に唖あ然ぜんとし、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいてしまう。

　何かした覚えはない。これっぽっちもない。声を掛ける間さえなく、ばたんきゅーと倒れられてしまったのだ。

　ただ目が合って、顔を見ただけで……………………

　────まさか。

　ふっ……と、ある可能性が過よぎった瞬間、自動的に頭の中で食堂での朋とも美みの発言が思い出された。

『あなたって見た目不良っぽいでしょ。男ってだけで過剰反応されておかしくないんだから、当然といえば当然よ』

　────────まさか、

「…………俺おれが怖くて、気絶した……？」

　呟いて、秋晴は半笑いになった。馬鹿馬鹿しい。なんだその現実味のない仮説は。単に男と顔を合わせただけで怖くて気絶だなんて、そんな、アホ臭くさい。

　茶ちや髪ぱつで、耳にいくつか安ピン刺して、左瞼まぶたの上にちょっと切り傷があって、それでいてほんの少し目つきが悪いだけなのに、そんなことがあるわけが…………あるわけが……………………あるわけで………………

　──それ以外に、考えられなかった。

「見つけましたわよ、この────ッ?!」

　絶望的なショックを受けているところに聞こえて来たのは、セルニアの声。

　鼓こ膜まくに響く甲かん高だかい声に、秋晴はつい振り向いて……ぎくりと、背筋を強こわ張ばらせた。

　まずい。今気付いたけど、この状況は本気でまずい。

　すぐ近くには、倒れて気絶している女生徒が二人。

　見つかった相手は、勘かん違ちがいの激しいお嬢じよう様さま。

　しかも事故とはいえ、彼女の胸を触さわってしまった直後。

　これは────とてもヤバい。

　そしてその予想を裏付けるかのように、走ったせいか息を弾はずませたセルニアの目は大きく見開いた後、怨おん敵てきを前にしたように険けわしいものへと変わる。

　ちょっと待て言いたいことは分かる分かるけど落ち着いて俺おれの話を聞いてくれそうすれば分かるきっと理解して貰もらえるはずだからまずは深呼吸をして────って、無理か。

　言い訳してもこの状況はどうにもならないと即座に判断。

　秋あき晴はるは顔色を真まっ青さおにして、くるりと身を翻ひるがえし──

「待ちなさいこの性犯罪者っ！　何人のか弱き乙女おとめを毒どく牙がにかける気ですの?!」

「そんな気ねぇよっ!!」

　そこだけはちゃんと否定して、再び逃走。

　通路を塞ふさぐようにして倒れている女生徒を跨またぐような真ま似ねはどうかと思い躊躇ためらってしまったので、校舎への突入は果たせず。傷心を抱かかえたまま外を駆かけ回ることになってしまった。

「このっ、痴ち漢かん！　変質者！　強ごうか──」

　おまけに、背後からは罵ば声せいが聞こえてくるし。倒れた二人とは違い、元気一杯だ。どうやらあのドリルは特別らしいが、そんな特別はいらない。普通がいいです。倒れられるのも追いかけ回されるのも勘かん弁べんしてください。

　少し泣きそうになって心の中で身の潔白を叫びつつ、秋晴は逃げ続けた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「ああくそっ、どうしてこんな……ったく、やってらんねぇ……！」

　逃げ出して三十分が過ぎた頃。ようやく見つけることが出来た落ち着ける場所で、秋晴は悪態を吐ついて座り込んだ。

　ずっと走りっぱなしだった訳じゃないが、飛び火するようにあちこちから「不審者……」「痴ち漢かんが……!?」という声が聞こえて来て、発見される度に生きた心地がしなくなった。

　とてもじゃないけど人目に付く所で休むことは出来ず、しかもどこに何があるのかも知らないので隠かくれるに適した場所を探すにも大変な苦労だった。

　息も上がり脇わき腹ばらに違和感が出始め、もういいからギブアップしちゃおう袋ふくろ叩だたきでも魔ま女じよ裁判でもどんと来いと混乱気味に思い始めた矢先、図書館らしき大きな建物が目に入った。その、蔦つたが絡からまり苔こけが蔓延はびこった建物の裏手に、背の高い茂みに覆おおわれるようにして大きな石せき碑ひがあるのを見つけ、とりあえずその陰に隠れることにしたのだ。

　ひとまず、これで外側からは見つからないだろう。怪しいと睨にらまれれば逃げる場所にも困るけど、まさか自分がしたように茂みの中を無理に通過するような真ま似ねを名門校の女生徒がするとは思えないし。男子ならするかもしれないが、片手の指の数程ほどもいない奴やつ等らのことまで気にしていられるか。せめて男共には見つからないよう祈いのるだけだ。

　というか、男子相手ならちゃんと話せば誤解も解ける気もする。女子はダメだ。特に集団はダメだ。集団になるとまるで話を聞かなくなる。あの金きん髪ぱつドリルは単体でも馬ば耳じ東とう風ふうだったけど。髪かみ型がたもそうだし、色々と規格外な奴め。

「…………さて、どうすっか」

　一息つけたので、今後の展開を考えないと。

　厄やつ介かいなのは本格的に不審者だと思い込まれ、通報された場合だ。一応、朋とも美みや理事長を含め数人は自分の容姿を知っているから、そこまで話がいけば勘かん違ちがいだと理解してくれるだろう。希望的観測ではあるけれど……それくらいは淡い期待が叶かなってもいいはずだ。というか、頼むからそれくらいは叶ってくれ。

　ただ、警備員とかが駆かり出される事態になると、かなりまずい。身の危険もそうだが、編入早々問題を起こすのはどう考えてもヤバい。薔ば薇ら色いろの学院生活はもう諦あきらめたけど、せめて真まっ当とうに三年間を過ごしたい。

「……ほとぼりが冷めてから、こっそり職員室に行って……ああいや、その前にあのドリル女の誤解を解かないとまずいか？」

　後頭部をがしがしと掻かきながら、秋あき晴はるは呟つぶやく。少しでも冷静にならなければ。呼吸が整い、石せき碑ひと茂みを挟はさんだ向こうの人ひと気けが無くなり次第行動に出ないと、事がどんどん大きくなるのは簡単に予測出来る。

「……くっそ、せめて朋とも美みの奴やつと合流出来れば……講堂の方でどうとか言っていたが……」

　でも、その講堂ってどこだろう？

　肝かん心じんの講堂がある場所が分からないんじゃ意味がない。お手上げだ。

　どうしたもんかと、石碑に背を預けて大きくため息を吐つき、




　──カサリ、という微かすかな音がした。




「──っ?!」

　まさかもう誰かに見つかってしまったのかと、焦あせりに頬ほおを引き吊つらせて反射的にそちらへと視線を向け、

「…………にゃぅ？」

　変な鳴き声を発する少女と、目が合った。

　小学生か、よくて中学一年生かという体たい躯く。こっちが座っている状態なので目測しづらいが、恐らく身長は百四十センチもない。シンプルな黄色のワンピースを着て、ふわふわと柔やわらかそうな髪かみは綿わた毛げのような感じで短くまとめられている。手足を見るに全体的には痩やせているものの、頬ほおはぷっくりとしていて、端たん的てきに言えば小動物のように愛くるしい。

　咄嗟とつさに逃げようと腰こしを浮かしかけたが……ぱちくりと何度も瞬まばたきをしている彼女を見て、大きく息を吐はき出し座り直す。やれやれだ、どうしたものかと思ったけど、

「なんだ、子供か……」

　てっきりここの生徒に見つかったんだと思ったけど、それは勘かん違ちがいだったらしい。ホッと胸を撫なで下ろした秋あき晴はるは、苦笑に近い笑みを口元に浮かべる。

　一方、少女は表情を驚きから不満げに変えた。若じやつ干かん膨ふくらませた頬を赤くしつつ、こちらへと近付いて来て、

「こ、子供じゃないのっ。みみなは高校生っ」

　小さな声で、そう言った。

　精一杯自分を大きく見せようとしているのか、背伸びをして。

　地面に座っていた秋晴はそんな彼女を見上げる形だったが……ふと、手を伸ばす。

　ギリギリだったが、座ったままで彼女の頭に手を載のせることが出来た。

「それで、迷子まいごか？　日曜だし、姉ねえちゃんでも訪ねてきたのか？」

「だ、だから高校生だってば！　みみなはこれでも十九歳さいなんだよっ」

「そーかそーか。んで、学年は？」

「……に、二年生……」

「中二……？　…………いや小学二年生か」

　中学生なら中等部の生徒、という線もある。ただし十九歳だと高校は卒業しているということも分からないのなら、小学生の線が強い。二年生というと、八歳。そう考えると、年の割にはかなり背が高い方なのかもしれない。まあ、子供には変わりないが。

　ポンポンと軽く頭を撫なでてやると、少女は益ます々ます顔を赤くして、言いたいことがあるのに上う手まく言葉にまとめられないような感じにもじもじと体を捩よじる。

　可愛かわいらしい仕種しぐさに笑みを溢こぼし、一方でどうしたもんかなー、と考える。

　迷子まいごの少女を放っておく、という選せん択たく肢しは自動的に消去。これでも割と子供好きな方だと自認しているし、困っている小さい子を見捨てるような真ま似ねはしたくない。中学生ならともかく、まだ小学生なんだし。放っては置けないだろ。

　しかし……勝手の知らない白はく麗れい陵りようで、しかも今は追われる身だからなぁ。

　のこのこと表に出て、しかも少女連れなどという目立つ上に逃げるのも難しい状況は、かなりまずい。下へ手たをすれば幼女愛好者のレッテルまで貼はられてしまう。

　痴ち漢かんで、変質者で、幼女愛好癖へき。凄すごい、変態三冠王だ。死ねる。そんな風ふうに蔑さげすまれるくらいなら、いっそ無実の罪でタコ殴なぐりにあった方が億倍マシだ。……いやまあ、確かに胸は触さわってしまったけど。事故だし、ノーカンということにして。

　となると、どうしたもんか。

　喉のどを鳴らして唸うなり、秋あき晴はるは考えを巡めぐらせる。

　同行が無理ならせめて親切そうな人物に預けたいが、誰がそうなのか分からない。朋とも美みなら……うん、安心して任せられる。食えない奴やつではあるけど、あれで意外に面倒見はいい奴だから平気だろ。

　けど、そもそもあいつと連絡がつくのならこんな苦労はしていない。携帯電話を持ってないし、向こうの番号も知らない。こっちが持っていたとしても、原則として寮以外では使用禁止のはずだ。優等生を演じている朋美が持ち歩いているとは思えない。

　上う手まい手段が見つからない。けど、ぐずぐずしている暇もない。時間が経たてばこの少女の姉なり親なりが心配するに違いないから、早めに対処しないと。

　とはいえ、どうにも八はつ方ぽう塞ふさがりに思えて、ついため息を吐ついてしまう。

「……やっぱ、どうにかして職員室に行くしかない、か……？」

　ただし現在地がどの辺りかも分からない状態だから、所要時間も分からないけど。しかも職員室のある第二校舎は、一度乗り込もうとして失敗している。あの二人がまだ倒れている、ということはないだろうが、きっとマークされていて難易度も危険度も高い。

　けど──まあ、そうだな。こんな小さな子を一人にしたり、その家族を不安にさせたりするよりはマシか。

　どうせ自分が追われているのは誤解なんだ、いざ取っ捕つかまったらちゃんと説明すればいい。小さな女の子と一緒なら、流石さすがにあの金きん髪ばつドリルも襲いかかって来たりはしないだろうし。またあらぬ疑いを掛けられてギャーギャー言われるかもしれないが、そこは我が慢まんするか。

　そこまで考えがまとまり、秋晴は顔を上げた。すると、少し涙なみだ目めになっている少女と視線がかち合う。

「こっ、子供扱いは、しないで欲しい……」

「ん？　……ああ」

　少女の言葉に首を傾かしげそうになり、思い当たる。そういえば少女の頭に手を置いたままだった。なんだか、考えながら頭を撫なでたり髪かみをいじったりしていたような気もしないでもない。

　いくら幼いとはいえ、女の子相手にその態度は少しまずかったか。少女が下した 唇くちびるを突き出して不満げな様子なのを見て、つい漏もれそうになる苦笑を堪こらえつつ反省する。

「悪かったな。少し考え事があったもんだから」

「……その、別にいい、けど…………そんなことより、こんな所で何をしてたの？」

　口調はちっとも『構わない』という感じではなかったが、そこに突っ込むような真ま似ねはしない。ヤブヘビはもうたくさんだ。

　頭を撫でていた手を引っ込めて、さてどう説明しようかと考える。相手は子供なので難しい言葉は使えないし、まあとりあえず、ある程度伝わればいいだろう。

　そう思い、簡潔に話すことにした。

「いやな、ドリル装備の女に追われてな」

「ど……どりる？」

「そう、ドリルだ。にしても、誤解が解けないっつーのは厄やつ介かいなもんだ」

「……それは本当に厄介だよ」

　何な故ぜか少女は睨にらむような目でこちらを見て来る。ただし睨むというには可愛かわいらしいので、不快感は無し。

　なので秋晴は気にすることなく、「さてと」と言いながら立ち上がった。

「職員室、行かないとな。放送かけて貰もらえば、お前の家族もすぐに見つかるよ」

「だ、だからっ、みみなはここの生徒でっ、」

「ああ、ここの小学生……いや初等部っていうのか？　まあいいや、それなんだな」

「そ、そうじゃなくてっ」

　手足をばたつかせた少女が抗議の声を上げる、そんな微笑ほほえましい光景を笑って受け流そうとして、秋あき晴はるは──

「……向こうから男の声が……」

　石せき碑ひの向こうから聞こえて来た声に、表情を強こわ張ばらせた。

　咄嗟とつさに自分のいる位置を確認。左右に目を光らせるが、自分の体は茂みの向こうからでは石せき碑ひに隠かくれて完かん璧ぺきに見えないはずだ。

　だが、目の前にいる少女。彼女だけは角度次第では向こうからも見えるかもしれない。

　今この場で見つかるのはまずい。表で見つかるならまだしも、こんな物陰に二人きりでいるところを見つかれば、もう確実に騒がれる。めでたくロリコン犯罪者の出来上がりだ……って、ちっともめでたくない。そんな事態になることだけは避けねば。

　そう思い至った次の瞬間には、もう体は行動に移っていた。

「──悪いっ」

「え…………ふにゃっ!?」

　小声で謝罪して、少女の二にの腕うでを掴つかんで体を引き寄せる。見た目以上に軽い彼女をすっぽりと腕の中に収め、騒がれるとまずいのでそっと手で口を塞ふさぐ。

「っ……?!　…………、っ、っ……!?」

「悪い、少しの間静かにしてくれ」

　流石さすがに驚いたのか暴れる少女の耳元でそう呟つぶやいて、秋晴は背後の気配を探る。

　感覚を研ぎ澄とますべく目を瞑つむる。複数の足音が聞こえ、茂みの向こうに誰かいるのが分かる。恐らくは……三人。

　何だかすっかりこそこそするのに慣れてしまった気がする。なんだか複雑だ。履歴書に書けない特技が増えて、人として大事な何かが磨すり減っているような錯さつ覚かくがある。……錯覚、だよな、うん。きっと何も減ってない。そうだといいからそう思い込む。日陰者にお似合いの技術を磨みがきたい訳じゃない。それはもう断固として違う。

　そんな自分への言い訳をしつつ耳を澄ますのは何だか本末転倒な気もするが、事が事だ。やむをえないのだ。頑がん張ばれ、自分。

「……いない…………不審者……」

「でも…………話し声が……」

「…………向こうから……」

　ひそひそと何かを話し合う声は断片的にしか聞こえない。ややあってから遠ざかる足音がして、誰かさん達の気配は無くなった。

　しかし安あん堵どは出来ない。それどころか、むしろ焦しよう燥そうに駆かられた。

　今、暴れ疲れたのか腕うでの中で大人おとなしくなっている少女は、目の前にある建物の横から現れた。つまり、ぐるっと建物の正面側に回れば囲ってある茂みは途と切ぎれ、この少女と同じようにしてここへ辿たどりつけるのかもしれない。

　そう考えるとうかうかしていられない。恐らく今の足音の主達は、迂う回かいしてここへ向かって来る。楽観的な考えはしない方がいい。

　一刻も早く少女を連れて逃げなければ──

「…………いや待て」

　逃げる必要はあっても、少女を連れて逃げる必要はないかもしれない。

　さっきの、茂みの向こうにいた奴やつ等らが好奇心か正義感か、どちらかに駆かられてここに来るのかは分からない。しかしどちらにしろ、迷子まいごの少女を放っては置かないだろう。ちゃんと然しかるべき対応をするはずだ。

　なら、自分の為にも少女の為にも、ここで別れた方がいいんじゃないか？

　そう思った秋あき晴はるは、腕の中の少女に手短に説明をすべく視線を落とし──固まった。

　顔を真まっ赤かにした少女は、ぐるぐると目を回して……気を失っていた。

「おいおいおいおい、マジか……!?」

　慌あわてて少女の口を覆おおっていた手を除よける。けれど意識を取り戻さないし、咳せき込むような様子もない。よく考えてみたら、そもそも呼吸は鼻で出来ただろうし、息苦しくて気絶したにしては呼吸が穏おだやかだ。

　ならどうして──と、本日三人目の気絶者の誕生に途と方ほうに暮れるが、それに気を取られてばかりいられない。

　幸か不幸か、耳は誰かの近付く足音を敏感に聞き取っていた。

　もうすぐ誰かがここに来る。焦燥感は益ます々ます募つのる。

　辿たどり着いた生徒達が気絶した少女を発見したら、大騒ぎになるだろう。あの金きん髪ぱつドリルを押し倒した程度の騒ぎじゃ済まないのは確実だ。

　浮き足立ちながらも少女の顔色を確認する。病気で倒れたようには見えないので、しばらくすれば目を覚ます……と思いたい。

　それまでの間、時間を稼かせがなくては本当に厄やつ介かいなことになる。

　しかし、逃げ場は無い。見つかり難にくそうな閉ざされた場所を選んだのが裏目に出た。もう十秒足らずで誰かがここに踏み入るだろうし──おまけに最悪なタイミングで、誰かが茂みの向こうを歩いているらしい話し声も聞こえてきた。

「どうする……どうするか……!?」

　この場を見つかれば『不審者＆痴ち漢かん＆ロリ野や郎ろう』という、最も早はや弁解も何も通じない事態になるのは明白だ。冤えん罪ざいと主張しても、それが真実だとしても、事実とされるのは不ふ名めい誉よな性犯罪の方に違いない。まずい、まずい、本当にまずい。第二の人生を踏み出すはずが、誤って後あと退ずさりしたら崖がけから転落のゲームオーバーという急転直下のバッドエンドになってしまう。

　ああくそ、なんだってこんなことに。いくらなんでもロリコンの誹そしりはあんまりだ。そんな気はちっともないのに、それなのにロリコンって。ロリコンって！　男としてどうなんだ、そのレッテルは。そんな不名誉過ぎて泣ける名称で後ろ指を指されるくらいなら、まだあの金きん髪ぱつ碧へき眼がんドリルのセルニアの高校生にしては豊満な体に惑まどわされて捕つかまった方が……って、違う、それも駄だ目めだ、そっちは性犯罪の側だ。

　落ち着け、ヤバいけど落ち着け、なんかガサガサ音が聞こえて、早くしないと、だけど落ち着かないと、ああでもどうすりゃ──

　前門の虎とら、後門の狼おおかみという窮地に、足音はもうすぐ近くに迫って……




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……居ません、ね」

「本当……確かに話し声がしたと思ったのだけれど」

「勘かん違ちがいでしたのかもしれませんわね」

　上の方から口々に言い合う声が聞こえて来て、かなり居心地悪い。

　まあ、それも当然。茂みの中でこっそり息を潜ひそめ隠かくれて聞いている状況で居心地が良かったらそれはかなりハイレベルの変態だ。

「変質者、変質者はどこに行きましたの?!」

　タイミング良くどこからか聞こえて来たその声に、『いやだから変質者じゃねぇよ！』と言い返す。ただし、心の中で。

　実際に発声出来ない現状に、秋あき晴はるは奥歯を強く噛かみ締めた。心の叫びに説得力がないのは充分に承知しているけど、物もの凄すごく歯は痒がゆい。もういっそ本当に叫んでしまいたい。けど、ここで叫べる程ほど馬鹿でも大物でもないつもりなので、惨みじめに四つん這ばいのまま耐えるしかないが。

　その後も次々と、あちこちから、

「あの痴ち漢かんを一刻も早く──」

「警備部に連絡を入れて──」

「ああ、何ということ……！」

　いくつもの声が見えない槍やりとなって背中に突き刺さり、いちいち怒鳴り返してやりたくなる。でも、んなこと出来るはずがない。

　茂みの中で少女を押し倒している構図は、たぶん、自分が思っている以上に外から見たらヤバいものだ。発見されたらえらいことになる。

　咄嗟とつさに少女を抱だき抱かかえて茂みの中に身を潜ひそめたものの、決してここも安全な場所じゃない。調べられれば一発だ。

　その場で取っ捕つかまって新たな冤えん罪ざいを加えられるよりはマシだったが、代だい償しようとして身動きは取れず、少女はまだ目覚める気配は無く、さらに追っ手らしき声はどんどん増えやがる。生徒総数は少なくてしかも日曜日だっていうのに、どれだけの数が忌いまわしき不審者への憎悪を燃やしているのか。本当は少人数なのかもしれないが、とてもじゃないが楽観出来ない心境なので、どんどん敵の数が増えているような感覚に襲われる。

　もしもこの状態で見つかればどんな扱いを受けるだろう？

　その際、脚色無しの言い分を、果たして信じて貰もらえるか？

　しかも女の子を押し倒す形になったのは本日二度目。

　……どう考えても悲惨な結果しか思い浮かばず、身を潜ひそめて状況を窺うかがうことしか出来ない。なんっつーか、情けなさすぎだ。

「……くそっ、なんだってこんな目に遭あうんだ……!?」

　堪こらえきれずに口の中で吐はき捨てるように呟つぶやいて、それから周囲の気配を探る。すぐ近くには誰もいないが、少し離れた所を駆かける足音が間ま断だんなく聞こえて来て、まだしばらく隠かくれ続けなければいけないことを教えてくれた。

　一体、いつまで茂みの中で四つん這ばいで、幼い少女に覆おおい被かぶさるような状態でいなければならないのか。手足は痺しびれ始めたし、背筋も辛つらくなってきた。葉の青あお臭くさい匂においにもうんざりだ。これで虫が出て来たらギブするかもしれない。

　現実の辛さに、秋晴は思わずため息を漏もらし──それがまずかった。

「………………ぅ、う〜〜〜……」

　文字通り目と鼻の先に顔のある少女が、目を閉じたままで呻うめき声を上げた。

　どうして、と思った矢先、すぐに気付く。ため息だ。息がこそばゆかったのが原因に違いない。

　そう理解すると同時に、

「今っ、そこの茂みから声がしましてよ！」

　無情にも居場所を知られたことを示す、甲かん高だかい声が聞こえて来た。声には聞き覚えがあり、脳裏に金色に輝くドリルが思い浮かぶ。あれに違いない。

　逃げるべきか、それとも黙ってやり過ごすべきか──

　迷うことが出来た幸福な時間は、次の声が聞こえて来るまでの数秒だけだった。

「鳳フオウさん、一ひと思おもいにお願いしますわ！」

「我明白了──いきマス」

　先の声こわ主ぬしの指示に誰かが応じた、刹せつ那な。

「…………っ!?」

　首筋から脊せき髄ずいにかけて猛もう烈れつな寒さむ気けが走る。それは例えるならば、駅の階段の最上段で足を滑すべらせてしまった時、一瞬後に自分が辿たどる悲惨な運命を想像してしまう──死すら範はん疇ちゆうにある大おお怪け我がを目の前にしたような、絶望的な焦しよう燥そうだった。

　やばっ──と思った瞬間、秋晴の体はもう動き出していた。

　気絶したままの少女を抱かかえて茂みから横っ飛びに飛び出す。木の枝が手足にぶつかり鼻先を葉が擦こするのも気にせず、濃のう緑りよくの暗がりから陽光の下へと転がり出た。

　それから一秒と間を置かず、風切り音──同時に視界の端はしで葉と枝が舞う。

「やはり居ましたわねっ?!　鳳さん、逃がしてはなりません！」

　ヒステリックな声を背に受け、眩まぶしさを堪こらえながら既すでに駆かけ出していた秋あき晴はるは足を止めずに素早く振り返った。何が起きたのか、それを確認せずに背中を見せるのは危険すぎる。

　見れば、先程まで自分が隠かくれていた茂みの前に、映画などで見るような青い中華服を着た女性が立っていた。

　かなり背の高い眼鏡めがねを掛けた彼女の両手に握られているのは──

　おいおい、と思わず口に出そうだった。だってあれは、青せい竜りゆう刀とうだ。漫まん画がで見るような蛮ばん刀とうタイプじゃなくて、長刀のようなモノホンタイプの青竜刀だ。素人しろうとが持つ物じゃないし、お嬢じよう様さまが持つ物でもない。三さん国ごく志しの英雄か、現実からうっかり足を踏み外し気味な危険なヒトが持つアイテムだ。

　先程聞こえた風切り音は、あれが一いつ閃せんした音に違いない。もしもあのまま隠れていたならば、枝葉だけでなく血が舞うことになっていたのは確実だ。

「正気かあいつら!?　マジに殺す気かよ！」

　あまりにぶっ飛んだ行動に血の気が引く。だが今貧血で倒れれば待っているのは死だ。

　その想像が否いや応おうなく足を回転させる。小柄な少女とはいえ人一人を抱かかえながらもかなりの速度が出ているのが分かる。命が掛かると人はこうも速く走れるものかと自分で感心してしまうくらいだ。

「お待ちなさい、この変質者！」

　後ろからセルニアの声が追って来るが、今度は振り向かない。一刻も早く距離を開け、どこか安全な場所を見つけなければならないのだ。待てるか馬鹿。構っている暇なんて無い。死にたくもない。

　不幸中の幸いで、追って来ているのは先程の二人だけ。しかも足はこっちの方が速いようで、後ろの気配は少しずつ遠ざかって……

「変態発見ですわっ！」

「あれが性犯罪者ですのね!?」

　左手側にある建物から、長刀で武装した集団が──

「いた、奸かん賊ぞく！」

「……見敵必滅」

　そして右手側にある建物から、和弓で武装した集団が、わらわらと現れた。

　明らかに体育会系のグループが二方を固め、おまけに後ろからは青せい竜りゆう刀とうの脅きよう威い。

　絶体絶命の危機に、正面を突破するしかない状況に、

「なんだなんだなんだっつーんだよこの学校はぁぁぁぁっ!?」

　──キレた。

　今まで溜ため込んでいた全すべての鬱うつ積せきを吐はき出すように叫びながら、もう全力とか限界とかそんな言葉が追いつかないくらいの、今まで出したことのない速度で疾しつ走そうする。

　酸素が足りないと激しく訴える肺と脳と全身の筋肉の悲鳴を聞きながら、秋あき晴はるは思う。

　心底から、疑問に思う。

　どうしてこんなことになってしまったのか、と。

　どこぞの詩人が『神は死んだ』とぬかしていたことが、何な故ぜか脳裏を過よぎる。

　なるほど、神は死んだのかもしれない。これから死ぬのは自分らしいが。集団で気絶とかしてくれないかと祈いのってみるが、どうにも叶かないそうもない。

　ただならぬプレッシャーと金属製の鏃やじりが付いた矢が飛んで来る中を切り抜けなければならないと、覚かく悟ごを決めたというか、もうこうなったら酸素不足で失神するか足の靭じん帯たいが切れるまで走り続けてやろうとヤケになって──




「待ちたまえっ！」




　──救いの神が現れた。

　周囲一帯に響き渡ろうかという、大きな声。すぐに男のものと分かったが、がなり声とは程遠い。初夏の涼りよう風ふうを思わせる爽さわやかな印象で、切迫したこの場には不似合いなもの。

　突然の声に、秋晴は立ち止まってしまった。気を取られている場合じゃないと分かっているのに、つい声の主あるじを探してしまう。

　そしてそれは自分だけじゃなく、取り囲もうとしていた女性陣じんも同様だ。殺気立っていたはずなのに、キョロキョロと周囲を見回して事態を把は握あくしようとしている。なんか特撮ヒーロー番組っぽい状況だ。自分が一般市民、腕うでに抱かかえている少女は危機に晒さらされた子供、囲んでいる女生徒達は悪の戦闘員で、ドリルと青せい竜りゆう刀とうのコンビが怪人か悪の幹部か。

　となれば現れるのはマントを羽は織おったヒーローだろうと登場を予感していると、一部の女生徒達が歓声を上げた。

　つられるようにそちらを見て、

「…………」

　秋あき晴はるは、絶句した。

　白い鳩はとが数十羽、バサバサと飛んでいく光景がそこにあった。

　そして鳩がいた辺りの女生徒達は左右に割れるように身を引いて道を空け──映画のワンシーンのように、そこから一人の男が歩いてくる。

　着ているのは真っ白い、袖そで口ぐちや襟えり首くびが妙みようにひらひらしている開かい襟きんシャツ。その第二ボタンまで閉じずに白い素す肌はだを見せた彼は、やはり白いベルボトムを穿はいて、白のエナメル靴ぐつを装着していた。さらさらのやや長い髪かみを櫛くしで掻かき上げて斜め後ろに流し、何を勘かん違ちがいしているのか胸ポケットには赤い薔ば薇らが差してある。

　堂々とした歩みで近付いて来る彼は目め鼻はな立だちの整った文句ない美形で、表情には自信が満ち溢あふれていた。

　秋あき晴はるは、思った。

　──救いの神じゃなくて、バカが来た。
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「君達。何を騒いでいるのかは知らないが、冷静になりたまえ」

　バカ貴族っぽい男は、しかしその口から出て来た言葉は場を静めることを促うながすものだった。

　これは意外だ。もしかすると、事態が好転するかもしれない。落ち着いて話し合えば、解けない誤解じゃないし。

　期待を込めて男を見ていると、彼はおもむろに胸元の薔ば薇らを引き抜いた。それを口元へ持っていき、

「……原因は、知らない。そこの粗そ野やな外見の彼がしでかしたことにも興味は無い。大切なことは、ただ一つだけだ……」

　そこまで言うと、一度瞳ひとみを閉じる。おいコラ誰が粗野だ、と突っ込める雰囲気でもなく、秋晴は固唾かたずを呑のんで見守るしかない。

　そして男は瞼まぶたを上げるのと同時に、薔薇を持った手を頭上に掲げて、叫んだ。




「この学院で──いや、この世界で、この宇宙で！　最も注目されるべき麗うるわしい存在は、この僕！　風かざ祭まつり灯とう一いち朗ろうだということだよ！」




　────全員、沈黙。

　その中で一人、うっとりと恍こう惚こつの笑みを浮かべる、自称『宇宙で一番注目されるべき男』。

　救いの神でも、ただのバカでもなかった。

　凄すごいナルシストの超絶バカだった。

　やがて、風祭はそっと薔薇を胸元へと戻し、流し目でこちらを見やり、

「──僕が言いたいのはそれだけだ。それでは諸君、またいずれ。僕の美び貌ぼうを是ぜ非ひ見たい、その美しさを堪たん能のうしたいという時はいつでもそう言ってくれたまえ」

　事の成り行きを訊きくことも、秋晴の素す性じようを尋ねることもせず。言いたいことは言ったという満足げな表情で踵きびすを返し、来た道から去って行った。

　十秒過ぎ、一分が過ぎて……それでも戻って来る気配は無く、誰もその場から動けない。

　たっぷり三分は経たった頃、ようやく悟さとった。あのナルシスト野や郎ろう、本当にただ注目を浴びたかっただけだったらしい。アホすぎて呆あきれさえ出来ない。

　そこに、誰かの呟つぶやく声がする。

「風祭様……本当は大だい吉きちって名前なのに……」

「しっ、それを本人の前で言ったら駄だ目めですわよ」

「そうですわ、軽く一時間は自分で付けた名前が如い何かにマッチしているかと語られてしまいますわ。お似合いなのですから、良しとしましょう」

　囁ささやき合う会話の内容は、さらに頭痛を誘うものだった。

　つまりあれは、偽ぎ名めい？　もしくはペンネームみたいなものか？

　どちらにしても痛々しい。それに大だい吉きちって。確かにあの容よう貌ぼうにはまるで似合ってないが──

「ちょっとすみません、通してください──はい、ありがとうございます。前へ……」

　謎なぞのナルシスト男が出て来て、帰って行ったのとは反対側から、そんな声がした。

　その声には聞き覚えがある。秋あき晴はるは瞬時にそちらへと振り向いて、

「朋とも美みかっ!?」

　大声で呼んだ通り、薄い人ひと垣がきを割って現れたのは間違い無く、数十分前に別れた朋美だった。

　地じ獄ごくに仏ほとけとはこの事だ。よもや仇きゆう敵てきがこんなにも頼もしく思える日が来るなど、ついぞ想像したこともなかった。

　感慨に耽ふけっていると、朋美は小走りで寄って来た。そして開口一番、

「……ちょっと目を離しただけなのに、どうしてこんなことになってんのよっ」

　澄ました表情のまま、小さな声に精一杯の苛いら立だちを含ませて、そう言った。

　こっちとしては返す言葉もない。なのでただ一言、こう言うしかない。

「……色々あったんだよ」

「その、あなたが抱かかえている桜おう沢さわさんは？」

「あ？　この小学生のこと、知ってんのか？」

「や、小学生じゃないから。小学生にも見えるけど、彼女は歴れつきとした高校生だから」

　真剣な顔で話す朋美の言葉を受け、抱だいたままの少女の顔を見る。どう見てもあどけない小学生の寝顔にしか見えない。中学生にも見えない。

　──なのに、高校生？

「……マジか？」

「マジよ。信じられないのも仕方ないけど……って、それどころじゃないわね」

　その声に示されたように背後へと視線をやると、追いかけてきた面々が三メートル程の距離を残し、包囲を縮めて集まっていた。

　そして集団の中から一人、別格のオーラを纏まとった女生徒が前に出て来る。勿もち論ろんというか、金きん髪ぱつ縦たてロールのセルニアだ。

　彼女は秋晴と朋美、そして『桜沢さん』と呼ばれていた少女へと順に品定めするような視線を送り……やおら手を腰こしに当て大きな胸を突き出すようにして、居い丈たけ高だかに言い放った。

「彩さい京きようさん、これはどういうことですの？　そこの不審者は貴方あなたの関係者でして？」

「俺おれはっ──、朋美？」

　反論しようとしたが、隣となりに並んだ朋美に小さく手で制された。

　それだけで大人おとなしくするのは飼かい慣ならされているようで嫌いやだが──相手が相手なだけに、行動は控えることにする。過去の経験と本能が、今は動くなと言っている。

　実際、朋とも美みはこんな状態にも関わらず微笑ほほえんでいた。綺き麗れいだけれど、同時に寒さむ気けを感じさせるある種の威圧感もある笑みだ。ああ、なんかまた嫌いやな記き憶おくが掘り起こされそうで見たくない。

「彼は従育科に転入が決まっている、今日入寮の生徒です。昔、多少の縁えんがありましたので一応知ち古こではありますが……彼がどうかしましたか？」

　親しい相手にそうするように、朋美は優しく問いかける。

　しかし問いかけられたセルニアの方はその態度が気に入らないと言わんばかりに眉まゆを跳はね上げ、忌いま々いましげにこちらを睨にらんだ。

「そこの愚ぐ民みん、私を侮ぶ辱じよくした挙げ句に痴ち漢かん行為を働きましたの。他ほかにもお二ふた方かた、可哀かわい相そうに気を失って……桜おう沢さわさんも酷ひどい目に遭あわされたに違いありません。例え本当に転入生だとしても、所しよ詮せんは従育科ですわ。一刻も早く警備部、いいえ警察に突き出すべきですわ！」

　鼻息荒く訴えるセルニアに、周りの女生徒達もそうだそうだと頷うなずいて見せる。旗色はかなり悪い。

　しかし、

「まあ、それが本当なら大変な事態ですね」

　そんな空気の中、朋美はどこかおっとりとした口調でそう言うと、微笑みを浮かべたまま秋あき晴はるへと向き直った。

「……ああ言っているけど、本当にやったわけじゃないでしょうね」

　少し離れた他ほかの面子メンツには聞こえない程度の小さな声で、脅おどしをかけるように確認を取ってくる。今までの丁てい重ちような喋しやべりはどこへ行ったのかというくらい、たっぷり疑念が込められている。朋美の奴やつ、やっぱりこっちが素すなのか。

　怒鳴って返したいが、状況がこうなのでどうにか堪こらえ、

「痴漢なんてしてないっての、事故だ事故。不審者扱いされてむかついたんで、あいつの髪かみ型がたをからかったら襲いかかって来やがって……それで結果的に押し倒すような形になっちまったんだよ」

「気を失った、という二人に関しては？」

「…………至近距離で目が合っただけで……倒れられた……」

「……桜沢さんは？」

　そちらを問われると、如何いかんとも言い難い。たぶん、というかほぼ確実に、全面的に自分が悪いからだ。何がどうまずかったのかは分からないが。

　散さん々ざんに迷った挙げ句、

「……成り行き、としか言い様ようがない。なんかよく分からないけど倒れちまって、放って置けないからこうなったんだよ」

　結局、そうとしか言えなかった。

　かなり怪あやしい内容だったので、当然ながら朋とも美みの目には疑わしげな光が宿る。

　しかし、意外なことにそれはすぐに払ふつ拭しよくされた。

「ま、嘘うそならもう少しマシなこと言うか。いいわ、ここはわたしが何とかしてあげる」

　さらりと、からかっているのかと思うくらい気軽にそう言うと、朋美は女生徒達の方へ体を向ける。

　ぽかんと口を開けて見守ることしか出来ない秋あき晴はるの目の前で、朋美は優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。

「話を聞いてみましたが、不幸な事故のようですよ？」

「ッ、そんな戯ざれ言ごとを信じるつもりですの!?　現に私は胸をっ、誰にもあのように乱暴に扱われたことなどなかったというのに──」

「彼の言い分では、フレイムハートさんが不審者扱いをした挙げ句、襲いかかってきた──ということですが、その辺りはどうなんですか？」

「うっ……！」

　そこを突かれると弱いのか、セルニアは頬ほおを引きつらせた。しかしすぐに悪くなった旗色を立て直すべく鼓こ舞ぶするように右みぎ腕うでを振るい、

「それでもその男が不ふ埒らちな男ということに変わりはありませんわ！　胸に疾やましいところがないのであれば、逃げずに堂々と振る舞えるはず──逃げたということはつまり、己の罪を認めたということに相違ないですわ！」

「あら、そうですか？　わたしなら見ず知らずの方に在あらぬ疑いをかけられて、しかも追われるようなことがあれば逃げ出してしまいます。怖いですからね」

　朋美の言葉に、女生徒の数人がクスクスと小さく笑う。しかしセルニアに睨にらまれて、すぐに彼女等はそっぽを向いた。

　その間を好機とみたのか、

「フレイムハートさんもご存じの通り、わたしは中等部から白はく麗れい陵りように通っているのでこの数年の彼──秋晴くんに関しては、何も存じていません」

「ならっ──」

「ですが、小さい頃の彼はとても優しく親切で、件くだんの不審者のように盗ぬすみや盗とう撮さつをするような人柄とは遠く離れた子でした。だから彼が無実であると、わたしは信じます」

　毅き然ぜんとした、それでいて過度な脚色の無い言葉に、セルニアを中心に女生徒達がざわついた。

　そこで秋晴は思い出す。彩さい京きよう朋美は中等部を首席で卒業した才女で、教師からも頼りにされているらしかった。それに吉よし住ずみという名の女生徒がわざわざ朋美を探して仲ちゆう裁さいを頼んでいたことから、生徒内でもかなりの信頼があるのだろう。

　その彼女が、堂々と不審者を庇かばう発言をした。

　朋美は自分で言っていた。上育科の生徒にとって、従育科の生徒は別の人種だと。

　だからただでさえ従育科の、それも男子を庇うというのは大変なことのはずなのに。

　今この場にいる女生徒達にとって、それがどれ程衝しよう撃げきを与えることだったのか──転入をしたばかりの自分には分からない。だが、簡単に済ませられることではない、ということだけは想像出来た。

「──納得、出来ませんわ」

　ただ一人、ショックの色を隠かくせずにいるものの、セルニアだけは食い下がる。

「事実として私は辱はずかしめを受けましたわ。そう簡単に納得など出来るはずがありませんわ」

「あら、フレイムハートさんったら、秋あき晴はるくんに責任を取って婚約しろとでも？」

「そんなはずあるわけないでしょう!?　私が言っているのは、謝罪と──」

　セルニアが具体的な要求をした瞬間、横から朋とも美みの視線が飛んだ。

　秋晴はその意味をすぐに理解し、即座にセルニアへと視線を向けて、

「──あれは俺おれが悪かった。済まない」

「なんっ……?!」

　有無を言わさぬタイミングで謝られ、彼女は二にの句くが継つげなくなる。

　昔から何度となく朋美の悪戯いたずらに巻き込まれ、人ひと身み御ご供くうのように矢やお面もてに立たされ謝罪する役割を押しつけられていた身だ。謝罪が必要な時に躊ちゆう躇ちよするようなヘマはしない。……ちっともいばれるような経験じゃないが。

　しかし自分で言うのもあれだが、見た目が不良と変わらないので、素直に謝るという行動は相手に取って予想外のはず。その上今回は朋美のタイミングアシスト付きなのだから、効果は抜群。

　セルニアは完全に怒りをぶつける対象を無くし、それによって他ほかの生徒達の不審者撃げき退たいモードも解けていく。

　と、その時、抱かかえっぱなしだった少女が腕うでの中で身動みじろいだ。

「…………ふ、にゃ……？　…………ここは……？」

「お、良かった、気が付いたか」

　ゆっくりと地面に下ろして立たせると、少女は目を擦こすりながらぼんやりと辺りを見回した。まだ少しだけ病気か何かじゃないかと心配していたけど、この様子なら大丈夫そうだ。

　胸を撫なで下ろし、秋晴は一歩退しりぞいて彼女から離れる。

　そして朋美はというと、微笑ほほえましい少女の様子につられるように柔やわらかく笑んで、彼女の髪かみを優しく手て櫛ぐしで梳すいてやりながら声を掛けた。

「桜おう沢さわさん、桜沢みみなさん──お目覚めですか？」

「にゃ……ぁ、朋美ちゃん……？」

「はい、彩さい京きようです。具合は大丈夫ですか？」

「本当に大丈夫か？　急に気絶するから、驚いたぞ」

　二人がかりで呼びかけられて覚かく醒せいしたのか、みみなは瞼まぶたをぱっちり開き……

　秋あき晴はるを視認して、小さな顔を耳まで真まっ赤かに染めた。

「そっ、そのっ……みみな、男の人に抱だき付かれたの、初めてで、びっくりしてっ……」

　何な故ぜか懸けん命めいに弁解しようとするが──秋晴は何となく納得した。人は驚くと気絶するものらしい。近距離で二人、密着して一人。今日だけで三人もそういうケースに遭そう遇ぐうすれば、そりゃあ納得もする。

　珍ちん獣じゆうの生態を知ったように頷うなずいていると、朋とも美みがじっとりとした陰いん湿しつな目でこちらを見ていることに気がついた。

　唇くちびるを目立たないように動かした朋美は、

「…………………………ロリコン」

　男としての威い厳げんを全すべて打ち砕くだくような一言。

　あんまりな言葉だが反論する気力はもうない。他ほかの人には聞こえない声量だったので、もうどうでもいい。いや、しっかり傷つきはしたけれど。

　ともあれ──これで問題は全すべて解決したことになる。

　何もかもが綺き麗れいに丸く収まる雰囲気だし──

「良かった、フレイムハートさんも理解してくれると思っていました」

　丸く収まる雰囲気──だった、はずなのに。

　不意に、朋美がそんなことを言い出した。

　何も言わずともこのまま終わりそうな空気だった。それを朋美が感じていなかったなど、秋晴には到底思えない。その手の察知能力は自分よりも世渡り上じよ手うずの朋美の方が上のはずだ。

　────嫌いやな予感がする。

　名を呼ばれたセルニアも眉まゆ根ねを顰ひそめるが、意図が分からないからか疑問の視線を送りつつも言葉は返さない。

　だから続けて喋しやべったのも、当然のように朋美だった。

「何しろ秋晴くんは小さい頃から素直な良い子でしたから。わたしもしばらく会っていませんでしたし、再会した時には少し外見と雰囲気が変わっていて驚きましたけど、従育科に入ろうというのです、将来の夢も変わらないままだと思いましたよ」

「────────待て」

　にこにこと語る朋美の真意に、秋晴は気付く。他の誰もそれに気付かない。

　当然だ。この場で共通の過去を有しているのは自分と朋美だけで、それがどんな爆ばく弾だんなのかを知っているのも二人だけだ。

　ただし、その爆弾が爆発したとしてもダメージを食らうのは秋晴だけ。

「待ておい、何でそんなこと言い出す必要がある!?」

　ある意味では不審者扱いされていた時よりも最悪な状況に、秋晴は色を無くして問い詰める。しかしやはり相手は手て強ごわく、

「ほら、皆さんの誤解を解くいい機会ですから、秋あき晴はるくんが無害だということを証明する為にも、ここは一つ暴ばく露ろしておこうかと」

　朋とも美みは、やんわりと微笑ほほえんだ。それは昔と変わらぬ意地悪なものを潜ひそませた、背筋を凍こおらせるような笑みだ。

　一瞬、秋晴の脳裏に過去の様々な記き憶おくが蘇よみがえり──その為、反応が遅れた。

「ここにいる日ひ野の秋晴くんの、小学生の頃の夢は、」

　気がつけば、朋美はセルニア達に向けて爆弾発言をしようとしていて、

「待っ──」

　我に返った秋晴は、それを止めようと必死になって朋美の口を塞ふさごうとして──




　…………結果を、先に言ってしまえば。

　ほんの少し、遅かった。

　秋晴が飛び掛かるのよりも早く、朋美は大きく息を吸い込んで──




「『可愛かわいいお嫁よめさんになって、幸せな毎日を送ること』なんですから」




　────言って、しまった。

　いつまでも耳じ朶だに残るような錯さつ覚かくに、秋晴はがくりと膝ひざを着く。

　終わった。何もかも終わった。小さい時分の戯ざれ言ごとだと笑い飛ばすには遅すぎで、何より秋晴自身がちっとも笑えない。

　辺りはシンとしたまま──朋美も、セルニアも、みみなも、他ほかの女生徒達も、誰も言葉を発さない。

　それはつまり、間違いなく、確実に、言い逃れようもなく、この場にいる全員に聞かれてしまった証しよう拠こだった。

　永えい劫ごうに続くかと思うくらい長い沈黙の後、

「…………」

「…………」

「…………ですって」

「………………まあ」

「…………………………新にい妻づま……」

「…………お見送りの………………」

「……………………愛妻弁当…………」

「………………エプロンで………………」

「………………………………………………！」

「………………………………………………!?」

　あちこちから囁ささやき声が漏もれ始めて、たまに聞きたくもない単語が聞こえたりして、こっちを見る視線はやけに柔やわらかくて──

　いっそこの場で気を失ってしまいたい程の大打撃を受けた秋あき晴はるは、ぼやけた視界の中、口元を手で隠かくして笑う朋とも美みの姿を見ながら、思う。

　──最悪っていうヤツは底が知れない、と。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　心身共に疲れ果てた秋晴はいつの間にか落としていたデイバッグを探し、それから職員室に行った。そこで様々な説明を受けたが、ちっとも頭に入らなかった。

　その後、楓かえでに案内されて寮に着いたのは、もう夕方になろうという時刻。

　重い足を気力で動かし、ようやくで東館１０２号室に辿たどり着く。

「……ここ、か」

　これから自分が暮らす部屋を前にすると、期待感で少しだけ疲れが和やわらいだ。気休め程度ではあるけど、それで涙なみだが滲にじみそうになるんだから、やっぱり相当に弱っている。

　事前に聞いた話によると、二人部屋らしい。部屋数は十二分にあるけど、従育科女子は一人一部屋にする程には部屋が余っておらず、男子だけ一人部屋というのは不公平なので、空室はいくらでもあるのに相部屋なのだという。

　一応、一人では自じ堕だ落らくになる生活も、他人がいることによって張りが出る──という説明を受けた。それでもやっぱり、どうせ余っているならケチケチせずに開放してくれればと思ってしまうのは仕方ないはずだ。

　ともあれ、既に先客がいるらしい。ある程度、ちゃんとした対応をしなければ。

　秋晴はノックをして……しかし何秒経たっても返事が無かった。なので、貰もらっていた鍵で解錠し、中へ入る。

　部屋の中は意外に広かった。バス・トイレ付きで二人分の家具が入る部屋なのだから当たり前なのかもしれない。ただ、前に住んでいた寮も同じように二人部屋だったが、明らかにそこよりも広い。

　そんな快適な空間に一人、小柄な少年が立っていた。

　同性でも目を奪われそうになる美少年で、冷ややかで鋭い瞳ひとみと無造作に切られた黒く短い髪かみがよく似合っていた。

　先程見た男があまりにもアレだったので、まともそうな相手がルームメイトだということに、内心ホッとした。

　少し嬉うれしく思ったので軽く手を上げて、

「よぉ、お前がルームメイトなんだな。これからよろしく頼む」

　親しげに、とまではいかないかもしれないが、それでもちゃんと挨あい拶さつをする。数少ない同性だ、ちょっとずつでも仲良くなって、楽しくやれればいい。愚ぐ痴ちを溢こぼさずにはやってられないこの境遇なら尚なお更さらに。

　対して、先に住んでいた少年は──

「……大だい地ち、薫かおる」

　素そっ気けなく名前を告げ、細めた目でこちらを冷ややかに睨にらんで、

「先に言っておくが、僕の生活の邪じや魔まをするな」

　刺とげ々とげしい返礼をして、秋晴の横を通り過ぎて部屋から出て行ってしまった。

　まるでコミュニケーションの取れないルームメイトの行動に、しばし呆ぼう然ぜんとする。

　ややあって、

「…………なんなんだ、あいつは」

　呟つぶやいた後、走そう馬ま燈とうのように今日一日の出来事が思い浮かび、言い直す。

「…………なんなんだ、この学校は」

　自ら望んで編入をした……んだけど、渦うず巻まく不安はどうにも止められない。

　授業に参加するのは明日あしたからだ。なのに本番を前にして、もう精神的にはボロボロだった。

　とっくに忘れたはずだったのに、新たな名みよう字じを獲得し劇的な猫ねこ被かぶりをした姿で再会した、彩さい京きよう朋とも美み。

　異国の血が混まじり、恐ろしく綺き麗れいで凶きよう器き的てき髪かみ型がたをした、勘かん違ちがい甚はなはだしい暴走女、セルニア。

　小学生にしか見えない高校生。

　青せい竜りゆう刀とうを振り回す背の高い中華女。

　ナルシストバカな男。

　愛想あいそのない美少年。

　無能っぽい事務員兼理事長。

　これから、彼等と共に学院生活をしていくのだ。

「……………………人生決めんの、早まったかな……」

　つい弱気な本音を吐はいて、秋晴は盛大に肩かたを落とし、ベッドに仰あお向むけで倒れ込む。

　気怠けだるく横を向けば、窓の外に広がる美しい光景が広がっていた。

　夜の帳とばりが落ちた空には、昼の好天が続いて月や星々が見える。

「…………希望の光は……どれだー……？」

　呟つぶやいた言葉には、当然ながら誰も応こたえてくれなかった。
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　クリーム色のカーテンを開け放つと、溢あふれんばかりの陽光が窓ガラスを越えて部屋の中へと注ぎ込んでくる。

　眩まぶしさに目を細めながら、秋あき晴はるは窓を開けた。吹く風は髪かみを軽く流す程度の心地良いもので、まだ残っていた眠ねむ気けを擽くすぐる。それでも欠伸あくびをしなかったのは、空が昨日きのうにも増して良く晴れた、雲一つ無い快晴だったからだ。

「そろそろ六月だってのに、いい天気が続くな」

　まだ梅つ雨ゆ入りまで時間はあるだろうが、それでも二日続けて快晴というのは気持ちいいものだ。こう、無条件に全すべてが上う手まくいくような高揚感が湧わき上がって来る。

　今日はきっと、何かいいことが──

「…………起こんのかな」

　昨日のことが頭を過よぎると、どうにも不安になってしまう。

　そうだ、昨日も快晴だった。けど、昨日は何が起こった？

　予期せぬ再会に、判明したいくつかの事実。痴ち漢かんだ不審者だ性犯罪者だと騒がれ追い立て回された挙げ句、小さい頃の恥ずべき過去を暴ばく露ろされて──

　……なんか岩に頭を打ち付けて死にたくなってきた。

「…………昨日で厄やく払ばらい出来たと思うことにすっか」

　そう、昨日はあくまでも準備段階。

　本当の編入第一日目は、授業が行われる月曜の今日からだ。

　昨日一日で禊みそぎが済んだと思えばいい。

　今日から改めて、第二の人生のスタートだ。

　だから今日からはきっと、絶対、必ず、上手くいくに決まっている──

「っし、頑がん張ばるか！」

　気合いが入ったところで、早速着替えることにした。

　今日の遅刻は許されない。教員が、ではなくて、自分が許さない。

　私立白はく麗れい陵りよう学院高等部従育科に編入してからの初登校という、記念すべき日だ。ドタバタ悲劇だった昨日の記き憶おくを遠くに置き去りにする為にも、今日からしっかりと学び、一日も早く立派な執しつ事じになれるように…………

　と、そこまで考えて。

　秋あき晴はるは、肝かん心じんなことに気がついた。

「立派な執事って、どうやってなるんだ……？」

　勢いで編入を決めて、とんとん拍子に事が進んだので、ちゃんとしたカリキュラムは聞いていない。

　そもそも、なんだ。執事という特殊な家事手伝いな職業、日本であるなんて聞いたことがないし。

　学費と寮費用がタダ同然で、おまけにやりたいこととマッチしているからと編入したものの、本当に就職先はあるんだろうか？

　考えると不安が募つのるが……まあ、需要があるから供給があるというし、育成機関が出来るということは必要とする人間が少なからずいるはずだ。あの童顔脳天気の事務員兼理事長なら思いつきでやっちまったということも考えられるけども、そもそも発足を決めたのは経済界で有名な政治力もある前理事長のはずなので、そこは平気だろう。……たぶん。

「──とにかく、頑がん張ばっか」

　どうか平気でありますようにと短い祈いのりを捧ささげて、寝間着にしていたティーシャツをベッドに脱ぎ捨てる。

　用意されていた制服は仕立てたばかりと言うかのように紙箱に仕し舞まわれていて、開けて取り出してみると素材の良さがすぐに分かる触さわり心地だった。

　ただ、普通のワイシャツかカッターシャツかと思ったら少し違うものらしい。第一ボタンが首のところにあって、襟えりがピンと立っている。ズボンの方はと見てみると、高級感はあれど普通に黒いスラックスのようで、少し安心した。

　とりあえずその二つを身に付けて、窮きゆう屈くつな感じに眉まゆを顰ひそめつつ、上着を取り──

「ん……なんだこりゃ」

　袖そでを通したところで、気付く。どうも、ブレザーじゃないっぽい。

　腹のやや上の方にボタンがあるものの、数は一つだけ。しかも裾すそが前から後ろへといくに従って伸びるように長くなっていて、なんというかこれは……構造的にはテレビのマジックショーで見たことのある燕えん尾び服ふくに近いかも。

「これが制服、なのか？」

　まあ、従育科女子はメイド服なんてけったいなものを着ていたので、普通の詰つめ襟えりやブレザーじゃないのもある意味では納得なんだが……これが何なのか、よく分からない。執しつ事じが着るといえばタキシードのイメージがあるけど、これはタキシードともちょっと違う気がする。

　おまけに、

「……これ、ネクタイ……だよ、な？」

　黒いひらひらとしたスカーフのような感じの物体だが、たぶんネクタイのはずだ。

　ということは、これを締めなくてはならないんだろうが……普通のネクタイの締め方でいいのだろーか？　いやそれ以前に普通のネクタイの締め方も知らないので、普通に締めろと言われても出来ないかもしれない。

　とりあえず上着は皺しわにならないように気を付けつつベッドに置いて、タイを首に巻いてみる。父親が締めていた光景を思い出そうとしながらそれらしく結んで、クローゼットの横にあった備え付けの鏡の前に移動。

　鏡に映る自分を見て……秋あき晴はるは力強く頷うなずいた。

「これは、違うな」

　正解図がハッキリと頭にあるわけじゃないけど、間違いなくこれは違う。それは分かる。

　だってこんな、ぐにょっとしたものがぶら下がっているなんて、あり得ない。なんだこのやる気がどこにも感じられないツリガネムシみたいな様相は。

　これが解くのも一苦労という厄やつ介かいなことになっていて、三分近くかけてようやく首から外すことに成功した頃には折せつ角かくの新品がよれよれになってしまっていた。

　幸さい先さき悪い。けど、これをどうにかしないことには始まらない。

　もう一度、脳内で完成図をイメージしてから、秋晴は慎しん重ちようにタイを襟えり首くびに回す。

「ここを……こうか？　いや、ああなるってことは……ここか？　ここで、一思いに──」

　何度かの試行錯さく誤ご、天てん啓けいのような閃ひらめきに手を動かすこと数分。

　もう弄いじくりようがないと手を止めたところで、鏡を見ると──

「……………………これは」

　二日酔いから完全復活したティラノザウルスをイメージしてみました、と言わんばかりの躍やく動どう感かん溢あふれる形が出来上がっていた。

　これはある意味、奇き跡せきだ。やれと言われても二度と同じ作品に仕上がるとは思えない、最高にヘンテコなバランスで今にも歩き出しそうな雰囲気があるし。ある意味では大成功といえなくもない。

　──が、こんな恐きよう竜りゆう仕立てのタイのまま授業に出るのは、やっぱり憚はばかられる。それに趣味でやったと思われると少し恥ずかしい。

　解いてやり直すしかない……けど、特に間違ったつもりもないのにこうなってしまった以上、どうすれば成功するかも分からないし──

「…………ん？」

　鏡の前で首を捻ひねっているところに、ドアが開く音がした。

　秋晴が反射的にそちらを向くと、そこにはドアを閉めるルームメイトの大だい地ち薫かおるの姿があった。まだ登校時刻まで三十分以上間があるのに、もう制服に着替えた後だ。

　随ずい分ぶんと早起きなんだなと感心するが……早過ぎないか？

　起きた時にはとっくにいなかったから、今からもう二十分前には着替え終えて部屋から出て行ったことになる。あんなタキシードもどきの制服を着て散歩というのは……まあ、うん、変じゃないけど、それなりに目を引く行動だよな。……ああいや、待てよ、早朝だから出歩いている人自体が少ないから目立たないか。

　それなら別に変人扱いされることもないんだろうな、と勝手に納得して、遅ればせながら秋晴は軽く手を上げて挨あい拶さつをした。

「よぉ、早いな」

　声を掛けてから、昨日きのうの素そっ気けない態度を思い出す。無ぶ愛あい想そうで、しかも『生活の邪じや魔まをするな』とか言われた気がした。だから案の定、というか、返事は無し。

　まあでも朝の挨あい拶さつくらいされなくたってどうでもいいかと思い、気にせずに秋あき晴はるは鏡へと視線を戻す。

　やっぱりタイは活いき活きとしているものの、どうにもまずい。

　もっとピシッと、それでいてキチンと恰かつ好こう良く結びたいところだが、ちゃんと出来る自信はこれっぽっちもない。今のだって、完成するまでは割と自信があったし。

　さてどうしたもんかと、秋晴は自分用の机に向かおうとする大だい地ちを見た。

　机の上に置いてあった鞄かばんを開け、中の確認をしている大地の首の下辺りには、綺き麗れいに結ばれたタイが存在している。そのままショーケースに見本として置きたいくらいそれは整っていて、こっちの恐きよう竜りゆうもどきとは比較にならない。大したもんだなー、と思っていたら、つい感心の吐と息いきが漏もれてしまった。

　──と、その僅わずかな音が耳に届いたらしく、大地が素早い動作でこちらを向き、胡乱うろんげに目を細めて、

「……何か？」

「ん、いや。ちょっと、な」

　言葉を濁にごしつつ秋晴は、正面を向いてくれたおかげでハッキリと見て取れるようになったタイを注視する。

　どこをどうやったらあんな風になるのか参考にしようと思ったけど、流石さすがに見るだけじゃ分からない。

　これは……率直に訊きくしかないか。貧ひん相そうな想像力じゃ初体験のネクタイをどうすればどうなるのかなんて、ちっとも思いつかないんだから。他ほかに手段もないし。

　決めてしまえば実行に移すのは簡単で、秋晴は指で頬ほおを掻かきつつ、眉まゆを顰ひそめて自分を見ているルームメイトへと話しかけた。

「なあ、大地」

「……やっぱり、何かあるのか？」

「ああ、ちょっと。このネクタイなんだけどよ、どうやって結べばいいんだ？」

「……知らないのか？」

「見ての通りだ」

　昨さく夜やの態度からすれば鼻で笑われて終了かもな、と内心では思っていた秋晴だったが、そうはならなかった。

　大地は何か得え体たいの知れない物を見るような目で秋晴の胸元辺りに視線を注ぎ……小さく息を吐はいて、自分のタイに手を掛けた。

「僕が結ぶのを見て覚えろ。一回しかやらないぞ」

「おう、それでいい。助かる」

「あと、これはアスコットタイだ。ネクタイには違いないが、色々と種類があるんだ」

　それは知らなかった。蝶ちようネクタイとかなら分かるけど、やっぱりそれぞれ名称があるのか。

　少し感心しつつ、秋あき晴はるもタイを解く。変な結び方だったせいかすぐには解けなくて、ちょっともたついてしまう。

　ようやくで解ほどき、よれてしまったタイを軽く伸ばす間、大だい地ちはじっと動くことなく、苛いら々いらする様子も無く、表情を殺してこっちを向いて立っていた。ありがたいが、それはそれでちょっと怖い。

　あんまり手間を取らせても悪いからすぐに目で合図を送ると、ちゃんと理解出来たようで、大地は早速タイを結び始めた。

　こちらに気を遣つかってくれているらしく、見やすいようにゆっくりと結んでくれるそれを見て、秋晴も模ま倣ねしてタイを結ぶ。

「ここを、こうして……そこを潜くぐらせて…………っと、こっちか。んで、ここを……こうでいいのか？」

　一分強の時間を掛けて出来上がった形は、なんとか大地のタイと似たような感じになっていた。

　思っていた以上に複雑な結び方をしたが、きっと慣れていないからそう感じるだけだろう。大地はあっさりと結んだし、恐きよう竜りゆう結びよりは楽に出来たし。

　ただ、一度で覚えられたかというとかなり不安だが……まあ、一度成功したんだから、どうにかなるだろ。

　そう思い満足していたが……大地がやや眉まゆを顰ひそめじっとこっちを見ていることに、秋晴は気付いた。

　なんかヘマをしたんだろうかと思っていると、不意に大地が一歩近付いてきて、

「最後はタイを交差させてピンで留とめて固定する……けど、その前に」

「なん……？」

　疑問を口にする前に、伸びてきた大地の手がタイを掴つかむ。

　いきなりの行動で少し驚いたものの、タイを軽く引いて形を整え始めたのを見て、秋晴はそのまま任せることにした。

　折せつ角かくのサービスを邪じや魔ましちゃ悪いので、身動みじろぎすることなく、じっと自分の胸元で行われている仕上げ作業を見つめる。

　そうすると必然的に大地の顔も見えるわけだが──こうして改めて間近で見ると、本当に綺き麗れいな顔をしている。

　ちっこい顔で、睫毛まつげなんかえらく長い。眉まゆも細くて凛り々りしいし。肌はだも男とは思えないくらいきめ細かいし。

　これで弱気な性格だったらさぞかしお嬢じよう様さま方に可愛かわいがられて、調子に乗って女装とかさせられそうな気がする。化け粧しようなんかも施されて。想像すると…………駄だ目めだ、似合い過ぎ。
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　そうなると、こいつのちょっと刺とげ々とげしい態度は防波堤みたいなもんなのかもな──と推測がやや外れたところにいった辺りで、大だい地ちの作業は終了した。

　ちゃんとピンで留とめてまでくれた後、大地は数歩下がって身を離し、自分が仕上げた作品を見て小さく頷うなずく。

　やっぱり表情は薄いが、ほんの少しだけ満足げにも見える。勘かん違ちがいかもしれないが、几き帳ちよう面めんというか、もしや意外に面倒見のいい奴やつなのかもしれない。そう思うとつい、口元が緩ゆるむ。

　その反応に、大地は顔を顰しかめて視線を外してしまった。自分がしたことに後悔でも芽生えたのか、軽く舌打ちして、

「……あまり手間を取らせないでくれ」

「ん、ああ。悪かっ──」

　謝罪と礼を言い終わる前に、さっと鞄かばんを手に取り部屋から出て行ってしまった。

　秋あき晴はるはしばしドアを見つめた後で、

「……色々と難むずかしいヤツだな」

　短く感想をまとめ、自分も登校準備に取りかかる。

　ちらっと鏡で確認したところ、タイは見事な形で仕上がっていた。それだけで少し気分が良くなる。

　この調子で小さなことでも何か良いことが起こるか、そう感じられるような出来事があればいいなと思いつつ、秋あき晴はるはベッドに放っておいた上着を羽は織おった。

　今日こそは──という期待が叶かなうような、そんな気がした。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　────朝の予感は気のせいでした。

「……肩かた透すかしもいいところだ」

　既に昼休みに突入し、食堂はなかなかに賑にぎわっていた。もうなんか無む駄だに煌きらびやかで、そこらかしこから「〜でしてよ」とか「連休はタヒチの別荘に」とか「あらまあ、○○様ったら」とか、いかにも雅みやびな会話が聞こえてくる。

　そんな中、突っ伏したテーブルに話しかけるように呟つぶやいた秋晴は、冷たくも堅い木製テーブルの上で腕うでを組み、そこに顎あごを乗っけてため息を吐ついた。

　これからバリバリやってやる、と意気込んで登校し、まずは職員室に乗り込んだ。そこで自分の所属することになったクラス担任と共に１─Ｂの教室に向かったのだが。

　自己紹介の後で席に着き、それからＳＨＲを挟はさんで始まった授業は──世界史。

　ごく普通にメソポタミア文明についての授業が行われ、呆ぼう然ぜんとしている間に終わり、そして次に始まったのは数Ａで、その次は──

　結局、午前中は普通に普通の授業が行われただけで終わってしまった。

「…………執しつ事じへの道はどこ行ったんだっつーの……」

「さあ、果てなく遠くにありそうな気がするけど？」

「あ……？　…………って、お前かよ」

　独り言に思わぬ返しがあったので顔を上げてみれば、いつの間にやら向かいの席に彩さい京きよう朋とも美みが座っていた。肩かたまで伸びた薄うす墨ずみ色いろの髪かみがさらりと靡なびいているところをみると、どうやらここに来たばかりらしい。

　なのにこっちの考えを全すべて見み透すかしているように微笑ほほえみ、大きなアーモンド型の瞳ひとみを柔やわらかく細めて、小さな唇くちびるを綻ほころばせている。自分が美人だと、どんな風ふうに周りから見えるかを理解している表情だ。なんかこう、見ていてムカっとくる。

　のそりと体を起こし、ジロッと彼女を睨にらんでやる。その程度で怯ひるむような玉ではないと知っているが、今の気分だとそうせずにはいられない。

　やはりというか、朋美は余よ裕ゆうの笑みのまま、逆にジロジロと秋晴を眺めると、

「何度見ても意外ね。その制服、割と似合っているじゃない」

「ちっとも嬉うれしくねぇ」

「いやいや、本当に似合っているわ。どこの安物フィルムから出てきたのかってくらい、三流マフィアの子分っぽいもの」

　感心したような口調だが、間違いなく褒ほめていない。

　だが、内心で秋あき晴はるも『こいつ上う手まいこと言いやがった』と思ってしまった。それくらい朋とも美みの表現は的を射ている。

　色いろ褪あせた茶ちや髪ぱつで、右耳にはピアス代わりの安全ピンが縦たてに三つ並び、左瞼まぶたの上には小さな傷跡という元からの要素に、今はさらに制服が加わった状態。その制服がこともあろうにどっかのレストランのウエイターみたいな服だから、ミスマッチで、とても胡散うさん臭くさい仕上がりになっていた。

　どーしてこんな服を着なくちゃならないんだと責任者に愚ぐ痴ちを言ってやりたいが、従育科の責任者はあのメイド服を着た冷血そうな深み閑かんという教師らしい。あんな、人を殺した過去を昨さく日じつの晩飯のメニューを挙げるように淡々と言いそうな奴やつに愚痴など言ったら、どんな目に遭あわされるか分からない。寿じゆ命みようが減るような事態はなるべく避けたいから、結局黙るしかない。

　だからそっちへの文句はとりあえず保留にしておいて、まずは目の前の旧きゆう敵てきから倒そうと試みる。言ってやりたい文句の数なら朋美の方が断然上だし。

「なんの用だ、この疫やく病びよう神がみ。さっさと俺おれの前から失うせろ消えろ成じよう仏ぶつしろ」

「うーん、疫病神って言いながら成仏なんて言葉を使うのは頂いただけないわね。減点よ、ボンクラ執しつ事じ候補生の日ひ野の秋晴くん」

「──ケンカ売ってんのか、おい」

「あら、売って来たのはあなたでしょ？　わたしって買い専門なのよ。安い女じゃないから」

「…………言ってやがれ」

　吐はき捨てるように呟つぶやいて、朋美の顔を視界に入れないようにそっぽを向いてメニューを手に取り眺めた。

　忌いま々いましいが、先に敵意を向けたのはこっちだ。諸悪の根源は向こうだが。ああくそ、性別が男なら問答無用で殴なぐり倒してやるのに、なんでこいつは女なんだろう。そしてどうしてこんなに性格が捻ひねくれていやがるのか。

　腹にぐらぐらと煮えたぎるものを感じるが、これ以上朋美の相手をしていると血圧が上がるだけなので、もう無視してやることにした。さっさと昼食を選んで、さくっと食って教室に戻ろう。でないと血圧が上がって午後の授業どころじゃなくなる。無視だ、無視。

　──そう思っている秋晴をあざ笑うかのように、朋美は軽い声を紡つむぐ。

「午前中は上育科も従育科も一緒に、普通授業。そうしないとちゃんとした高校の習得科目がとれないじゃない」

「…………」

　言われてみれば確かに。

　専門学校ならともかく、白はく麗れい陵りようは私立とはいえ高校なんだから、普通科目もあるに決まっていた。色々と埒らち外がいの部分は多いが、一応は。

　しかしそんなことに気付かなかったなんて間抜けすぎる。いくらなんでもフツーは気付く。認めたくないが、浮かれすぎで空回りしていたっぽい。

　アホな自分が嫌いやになってきたので、それをポイ捨てするように意識転換。幸いなことに、気になることが目の前に一つあるし。

　秋あき晴はるは手ぬぐいでほっかむりしている不審人物を見るような感じの目を、向かいに座る幼おさな馴な染じみへと向けて、

「つーかお前、何で俺おれがそのことでヘコんでたって知ってやがるんだ？」

「そりゃあ、ね。午前の間、ずっと隣となりで微び妙みような顔したり頭抱かかえたりしていられたら気になって仕方ないじゃないの。それでまあ訊きこうとしたところにあの呟つぶやきよ、ピーンときたわ」

　んな馬鹿な。普通、それだけでピンと来るはずがない。やっぱりこの女は悪あく魔まか妖よう怪かいか、とにかく怪しげな人じん外がいの眷けん属ぞくだ。だから人のことを弄もてあそぶことを生業としているんだろう。ああそうだ、そうに違いない。きっと影は尻尾しつぽ付きで、ケタケタ笑いをしているんだ。

　そんな性しよう根ねが捻ひねり曲がった悪魔女には関わっちゃまずい。下げ僕ぼくにされるか餌えさにされるのがオチだ。

　そう、秋晴は思っているのに、

「それにしてもあなた、どうして時間割も知らないのよ？　深み閑かん先生は教えてくれなかったの？　ルームメイトの子は？」

　こっちの気を知らないのか、朋美は話しかけてくる。……いや、知っててわざと話しかけてきている可能性もあるな。

　無視──しようかとも思ったが、そんなことをしてもネチネチと苛いら々いらを募つのらせる言葉を速射されるだけの気がした。

　秋晴は眉み間けんに皺しわを寄せ、テーブルに肘ひじをついてそっぽを向いた。素面しらふではやってられないが、未成年の上に学院内でしかもまだ昼という状況下なので、忌いま々いましいが理性的に答えてやる。

「……あのメイド服の先生は無能事務員に訊けって言っていたが、昨日きのうは色々とありすぎて聞き忘れちまったんだよ──誰かさんのせいでな」

　当然、『誰かさん』のところを強調し、横目で朋美を睨にらむ。

　だが人の過去を晒さらしやがった腹黒のミス厚こう顔がんは、優ゆう雅がな笑みを口くち端はを吊つり上げるように微かすかに変えて、

「あら、痴ち漢かん扱いされていた不審者を救ってあげた女神様しかいなかったはずだけど？」

「言ってろ、性しよう悪わる。……とにかく、昨日は余よ裕ゆうが無かった。んでもって、あいつとはろくに話も出来てない」

　苦々しく唇くちびるを噛かみ、親指を外側に向けて右の方にいる男を指す。

　銀製のトレイを持った、秋あき晴はると同じく従育科制服を着た小柄な少年。かなり速いのに動きは滑なめらかで、しかも背筋は心しん棒ぼうが通っているようにピンと伸びているのに堅い印象は薄いという、独特で朋とも美みとは違う種類の美しさのある歩き方をしていた。

　──ただし、性格はあまり真まっ直すぐじゃなさそうだけど。

　従育科生徒の義務という給仕役をこなしている大だい地ちは、相変わらず親しみやすさがどこにもない仏ぶつ頂ちよう面づらだった。いかにも事務的にやってますみたいな雰囲気がある。まあ、確かにあんまり楽しい仕事とは思えないから仕方ないか。

　一週間毎ごとに交替でやるので、来週は自分もあれをやらないといけない。想像してみると……うん、営業スマイルって言葉が空々しく思えるような表情でやっているだろうな。

「あいつって……へえ、大だい地ちくんがルームメイトなんだ。いいわねぇ、秋晴。彼のファンは上育科にも多いのよ？」

「それを聞いて俺おれが喜ぶとでも思うか？　面つらは普通でいいから、もっと愛想あいそのいい奴やつが同室の方が嬉うれしいっつーの」

「そんなに冷たいの？」

「教室で目が合った時、見事にシカトされたしな。休み時間に話しかけようとしたら、察して逃げやがるし……」

　偶ぐう然ぜんにも同居人となった大地は自分と同じ１─Ｃの所属だった。まあ、一学年につき三クラスしかないのだから高確率で同じクラスになるんだろうけども。

　悲惨なことに、朋美の奴やつも１─Ｃ。それも隣となりの席。あの事務員が変な気を回したか、もしくはどっかの神様の嫌いやがらせに違いない。

　それにもう一人、これまた厄やつ介かいな奴が──

「フフン、貧ひん相そうで粗そ野やな転入生と話をしている物好きな上育科の生徒がいるから誰かと思えば……彩さい京きようさん、貴女あなたでしたの」

　考えていた矢先、当人が現れた。

　金色に輝く二つの立派なドリル──じゃない、縦たてロールの髪かみをした、白はく皙せきで蒼あおい目の高たか飛び車しや女。ハーフかクォーターかは知らないが明らかに白人系の血が入っていて、容姿だけなら文句なしにかなりの美人といえる。……が、性格に難なんがありすぎるので、積極的に関わりたくないというかむしろ避けたい。

　なのにこいつも同じクラスだったりするから、やっぱり神様に嫌きらわれているっぽい。

　今け朝さ、自己紹介をした時にこっちを親の敵かたきでも見るような目で睨にらんでいたセルニア＝伊い織おり＝フレイムハートは、高圧的な態度に棘とげを潜ひそませて、朋美の背後で笑みを浮かべていた。

　一方、朋美の方は着席したまま振り返り、「あら」と小さく呟つぶやいてから、

「誰かと思えばフレイムハートさんでしたか。わたしよりも先に教室を出て行ったので、もう食事中かと思っていました。もう食事は終わったんですね。お腹なかを空すかせた犬や馬じゃないんですから、早食いは良くないと思いますけど？」

「ッ、誰が犬や馬ですって!?　まだ食べ始めていませんし、そもそも注文した料理は届いていませんわよ！」

「あら、それじゃあフレイムハートさんは食事前に欠食児童のように物欲しそうな顔でうろうろと彷徨さまよっていたんですか？　あまり行ぎよう儀ぎ良い行動とは言えませんよ？」

　すらすらと詩を朗読しているかのような響きだが、かなり酷ひどいことを言っている。しかもピンポイントでムカっと来るような局地戦用の毒どく舌ぜつだ。澄すました顔で微笑ほほえんで、どうしてあんなことが言えるのか。人間って不思議だ。

　ドリル女が顔を真まっ赤かにして激げつ昂こうするのも、まあ仕方ない。あれで怒らないのは聖人にでも祭り上げられそうな人格者くらいだろ。

　性格の悪い奴やつっていうのはやっぱ敵に回したくない。かといって味方にもつけたくないが。昨日きのうのように最悪の形で弄もてあそばれて終わるのがオチだし。

　現在のターゲットにされているドリルはどんな反応をしているのかというと、わなわなと唇くちびる を震わせて、これでもかというくらい目の端はしを吊つり上げていた。ただしそれでも蒼あおい瞳ひとみは綺き麗れいで美人には変わりないのだから、容よう姿し端たん麗れいっていうのは得だ。怒る様が見苦しくないのは、傍観者としてはいいことだと思う。

　そんな状態で、それでも必死に自制するようきつく拳こぶしを握り締めている。たぶん、食事前に立ち歩くという自分のマナー違反の行動を指摘されたこと自体は正しいので、勢いに任せて反論出来ないんだろう。

　そこだけ切り取るとなんか立派に思えるが、傷つけられたプライドは何かへと憤いきどおりをぶつけずにはいられないと、表情が語っている。

　なんというか、お嬢じよう様さまっていうのは難なん儀ぎな生き物だな──

　そう、他ひ人と事ごとのように思っていた秋あき晴はるだが。

　不意に、セルニアの鋭く細められた瞳ひとみが自分へと向けられて思考が止まった。

　──ヤバ、と反射的に目を逸そらそうとして、

「ちょっと、そこのボンクラ庶しよ民みん！」

　…………遅かった。

　秋晴は軽く肩かたを竦すくませて、

「……なんだよ」

「貴方あなた、この私が中傷されているというのに、何をのんびり傍ぼう観かんしているんですの!?」

「いや、んなこと言われても」

「黙りなさい！　彩さい京きようさんとは知ち己きなのでしょう?!　ならば連帯責任ですわっ」

「うっわ、物もの凄すごい無む茶ちや言うなお前……」

　なんか凄い暴論を吐はかれてしまった。このドリルは外国製らしいから、やっぱりこれは文化の違いというやつなんだろうか？

　そんな独走をされてもついていけないのでぼんやり眺ながめていると、セルニアはぶるんぶるんと盛大に髪かみを揺らし詰め寄ってきた。

　キッ──と鷹たかのような目つきで秋あき晴はるを見下ろし、

「従育科の生徒にお前呼ばわりされる程、私は気安い存在ではありませんわ！　セルニア様と呼びなさい！」

「うっわ様付けかよ。それはお前、いくらお嬢じようだからつっても痛々しいって」

「なっ、私のどこが痛々しいというんですの?!　それにお前と呼ぶなと言ったばかりですのに、何ですの、その態度は！」

「あー、はいはい…………ったく、うるさいドリルだな」

「誰がドリルですって!?　言わせておけば、粗そ野やな下げ人にんの分ぶん際ざいで……！」

「……あぁ？　誰が下人だ？」

　そんな言い方をされると、流石さすがに少しむっとくる。

　秋晴は険悪に目を細め、座ったままの低い位置からセルニアを睨にらみ上げた。それなりに迫力があるはずなのは、街まち中なかで正しよう真しん正しよう銘めいの不良共の相手をしていた時の経験で知っている。それに、昨日きのうは特に凄すごんだわけでもないのに数人に卒そつ倒とうされたし。

　──ただ、昨日のことを言うならば。

　目の前にいるドリル女は盛大に人のことを不審者扱いして、おまけに襲いかかって来た。

　そして今日も、全く怯ひるむことなく、たっぷりと量感のある胸を押し上げるように腕うでを組んで、秋晴のことを視線で射抜かんばかりに睨み返して来た。

「下人は下人、従育科の生徒には──特に貴方にはピッタリの呼称ですわ。私達上育科の生徒達が支払っている膨ぼう大だいな金額の寄付金で養われ、教育を受けている従育科の生徒はそれ相応の身分を弁わきまえるべきですもの。身の程を知りなさい」

　その言葉に、秋晴は表情を変えずに内心で『やっぱりか』と納得する。

　従育科の生徒はタダで学院に通え、寮費まで白はく麗れい陵りよう持ちだ。当然ながらどこからか金が回されているし、それはきっと寄付金だろうと予測はしていたが、これで確定した。

　疑問を解く手助けに感謝。

　けど、まあ──それはそれ、これはこれ。

「身の程を知れ、だぁ？　お前こそ分かってんのか？　寄付金を払ってんのはお前個人じゃなくて親だろうが」

　勘かん違ちがいで増長されてたまるか、という想いがあった。

　従育科の生徒は確かにタダで授業を受けられるし寮にも住めるが、その代わりに数々の奉仕活動が義務付けられている。働いて返す──というには全然足りないだろうが、それでも労働して権利を守ることには変わりない。

　上育科の生徒は、確かに学費も寮費も払って、おまけに寄付金まで払っている。

　ただし、それは親が払っていることで、本人が自じ腹ばら切っているわけじゃない。

　寄付金のお陰、というのは事実。だから席を譲ゆずったり多少の融ゆう通ずうを利かせたりするのは、まあ構わない。

　だが、さぁ崇あがめろ讃たたえろ敬うやまえと言われても、そんな気になれるかって感じだ。

　他ほかの生徒がどう思っているかは知らないが自分はこう思っていると、暗に込めて。

　対するセルニアはボリュームのある縦たてロールを一ひと撫なでし──

「小こ賢ざかしいですわね」

　不敵に、微笑ほほえんだ。

「なら貴方あなたは、女王は国を統すべる者と敬意を払えても、その子し息そくである王子王女には平民同様の対応を取るとでも言いまして？　戴たい冠かんしていなければ、国政に関わるまでは礼を尽くす対象にはならないと言いますの？　──愚おろかしいですわ」

「…………」

「この私の身に流れる血、フレイムハート家は王族には及ばないものの、歴れつきとしたイギリス貴族の血族──それも伯はく爵しやく家けに連なる、堂々たる名門でしてよ？　私もいずれは高貴なる血の義務に従い、『紅あかき羽根の水鳥』の紋もん章しように相応ふさわしい殿との方がたと結ばれ次代以降への繁栄に身を注ぐでしょう。それが貴族の務めですもの」

　朗ろう々ろうと、謡うたうように。

　綺き麗れいで、優ゆう雅がで、余よ裕ゆうある微笑ほほえみがむかつくくらいよく似合う。

「上に立つ人間には才覚と、庶しよ民みんには不要な努力が必ひつ須すですわ。生まれが違い、育ち方が違い、目指すものも違う──ならばそこに格差があるのは当然でしょう？

　ええ、確かに寄付金を払っているのは私個人ではなく、家が出していますわよ？　けれどそれはフレイムハートの名に相応ふさわしい人間を育てる為であり、当然の必要経費ですわ。そしてこの学院が多額の寄付金を得られたのは、私という人間がいるからこそ。同時に、名家の令れい嬢じようが育つに相応しい環境だからですわ」

「…………ほぅ」

「私は、私達はどこに出ても恥ずかしくない令嬢となるべく教育を受けていますわ。そして従育科は私達に仕える人間となるべく育てられるのです。ならば貴方が私に傅かしずき、頭こうべを垂たれるのは当然でしょう？　同じクラスに編入されたからといって同格を気取り、あまつさえ勘かん違ちがい甚はなはだしい指摘をするなど言語道断ですわ！」

　ピシャリと言い切って、セルニアは口元にどうだと言わんばかりの満足げな微笑を浮かべた。

　それに対し、秋あき晴はるは、

「…………確かに、な」

　認めた後で、頷うなずいた。

　セルニアは勝ち誇ったように腕うでを組んだまま胸を張り、「フフン」と笑う。

　──いや、正直なところ驚いた。朋とも美みにああも簡単に言い負かされていたから弁が立つタイプじゃないと思っていたが、どうやら認識を改めないといけない。

　こいつはきっと、正しよう真しん正しよう銘めいの『名家の令れい嬢じよう』なんだろう。自分の家に、自分自身に誇りを持ち、揺るがないだけの教育を受けている。だからこそああも滔とう々とうと語ることが出来るのだろう。なるほど、確かに生まれも育ちも違うと納得出来る。

　あんな凶きよう器きみたいな髪かみ型がたで自己主張の激しい、喧やかましいだけの女かと思ったら、大間違いだった。……いや、バカには違いないんだろうけど。

　本音を言えば、見直した。

　ただし──ちょっとばかり甘あまいけど。

「お前の言い分は分かった。確かに我ながら、アホな突っかかり方をしちまったな」

「それが理解出来たのなら早急に謝罪を述べなさいな。跪ひざまずいて、己の身の矮わい小しようさを改めて感じ入るがいいですわ」

「けど、お前は大事なことを勘かん違ちがいしてる」

「……なんですって？」

「寄付金を払っているのは学院にであって、俺おれ個人にじゃないだろ。確かに俺はお前等らの家が払ってくれる寄付金のおかげで従育科に通えるが、その従育科の方針広告や生徒手帳には『従育科の生徒は上育科の生徒に服従せよ』なんてどこにも書かれてない。強要された覚えもないしな。

　授業中の訓練っていうんならその時は従ってやる。だがな、平時から俺がお前に──いや、お前等に下げ人にん扱いされる義理なんてないんだよ。従わせたいなら認めさせてみろっての」

「……なっ…………なんですって……?!」

　まあ当然のことではあるが、セルニアは肩かたを震わせて顔を紅潮させる。言い負かしたつもりだったんだろうから、そりゃあむかつくだろう。

　ついでに「へぇ……なかなか頭回るじゃない」と小さな声が聞こえて来たが、秋あき晴はるはそちらを見ることはしなかった。誰の発言かは声で分かるし、顔を見れば『元げん凶きようはお前だろ』と言ってやりたくなる。

　けど、既に眼前には一人、飢うえた獣けもののような殺気を放つ女がいるので、ひとまずそれは止めておく。

「──屈くつ辱じよくですわっ！」

　ダダダンッ、とその場で強く床ゆかを踏みしだき、セルニアは巣を荒らされた火吹き竜りゆうがいたらこんな感じじゃないかというくらいの勢いで秋晴を睨にらんできた。興味を引かれてこっちに注目していた生徒は例外なくびびっている。

　感染するように、食堂全体がざわつく。渦か中ちゆうの真まっ只ただ中なかにいるのはあんまりいい気分じゃないが──腹黒幼おさな馴な染じみを相手にするよりずっと分かりやすくて、少し楽しい。

　だから秋あき晴はるも、悪戯いたずらを仕掛ける子供のような気持ちになって立ち上がる。

「暴れんなよオジョウサマ。食事中のヤツもいるんだ、埃ほこりを撒まき散らすような真ま似ねすんな」

「黙りなさい屁へ理り屈くつ男っ！　昨日きのうから何度となく私に逆さからって……何なんですの、貴方あなた!?」

「俺おれはむしろお前の髪かみ型がたに何なんだって言ってやりたいっての。今日も相変わらず掘り易やすそうなドリルぶら下げて。ここは工事現場じゃねぇぞ」

「ッ、また私の髪を……許せませんわ！　そもそも昨日のことだって許した訳じゃありませんもの！　私の胸をあんな乱暴にっ！」

　余計なことを思い出したようで、セルニアは昂たかぶるままに自分の胸を鷲わし掴づかんだ。

　そうするとただでさえ制服の上からでも分かる大きさのそれが、くっきりと形を変えて──見ている方が恥ずかしくなり、顔が熱くなってしまった秋晴も声を荒げ、

「しつこいっての！　事故だったんだからさっさと水に流せよ！」

「事故ならば済むとでも思って!?　加害者側には賠ばい償しよう責任はありましてよ?!」

「勘かん違ちがいして突っかかってきたのはお前だろうが!!」

「私の落ち度だと言いますの?!　こ、これだから粗そ野やな男はっ、あんな、あんなことをしておいてっ──」

「だからっ──！」

　気がつけば言い争いはヒートアップしていて、目の前で細い肩かたを怒いからせている金きん髪ぱつドリルのお嬢じよう様さまが引いてくれることは……期待出来ないっぽい。瞳ひとみには爛らん々らんと炎ほのおが灯ともっているし、何よりも醸かもし出している雰囲気が『殺やったる』と言っている。

　とはいえ、こっちが引くのも癪しやくだ。引いた途と端たんに百の言葉で畳たたみ掛けられるのは火を見るより明らかだし。

　けど……このままだと収まりがつかない。

　藁わらにも縋すがる気持ちで、というか藁程度の期待しか出来ないから念の為、ちらちらと朋とも美みへ視線を送る。しかし案の定、朋美はにこにこと笑っているだけだった。よくよく見てみれば目元がほんの少しだけにやけている。やっぱりこの状況を楽しんでいるんだ、この悪あく魔ま。

　やっぱり自力で何とかするしかないのか──と、諦あきらめに似た覚かく悟ごを決めた、その時。

　不意に朋美の表情が強こわ張ばった。

　同時に、

「きゃうぁ〜〜〜〜〜っ!?」

　そんな悲鳴がどこからか聞こえて来て、秋晴は反射的にそちらを振り向くと──

　メイド服を着た少女がいた。

　いた、というか、盛大にずっこけていた。

　万ばん歳ざいをするように両りよう腕うでを振り上げた形で勢いよく前へと身を投げ出した少女は、べちゃっ、と床ゆかに落ちる。

　その際に脛すね辺りまで丈たけのあるスカートが捲めくれ、ふわりと空気を孕はらみ、背中側に落ちた。

　すると隠かくれていた両足が、細い割に女の子らしい丸みを帯びたふくらはぎを覆おおう白のタイツが、柔やわらかそうな太ももを扇せん情じよう的てきに彩る同色のガーターベルトが、順に露あらわになり──
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「…………ぁ？」

　バッチリ最後まで確認して、なんだか少し荒すさんでいた心が癒いやされたような感じになったところで、秋あき晴はるはあることに気がついた。

　すぐ前では慌あわてた様子のセルニアが身を翻ひるがえし、周囲の女生徒が悲鳴に似た声をあげている。

　何かがおかしい、と思った瞬間──ようやくそれに気がついた。

　転んでしまった、メイド服の少女。

　彼女の前に伸ばした腕うでと手の形は、まるで何かを支えていたようだった。

　────何を？

　考えるまでもなく、それはすぐに判明した。

　嫌いやな予感に顔を上げれば、そこに三つの影。

　今まさに中身を溢こぼさんとしているカレーポットと、焼き立てっぽいナンが二枚載のった皿と、漆うるし塗ぬりらしき艶つやのトレイ。

　それが見事に、このままだと自分を直撃するコースで飛んでいた。

　空中で溢こぼれ出始めたカレールーはやや水っぽい感じがする。そういえば朋とも美みが『日本風のカレーもある』と言っていた気がするが、あれは野菜を煮込んだ日本風のカレーとは違う気がする。インド風かタイ風かは分からないが、何となくどちらかっぽい。ナンがあることも考慮すれば、インドカリーかもしれない。やっぱり辛からいんだろうな、と他ひ人と事ごとのように思って、いやいや他人事じゃないなと思い直す。

　何な故ぜなら──もう避けられない。

　顔を上げたその時、既に三つの影は目の前にまで迫っていた。飛び退のくどころか、顔を逸そらすことさえ難しい距離だ。

　ダメ押しで、飛来するカレー＆ナンがあり得ないくらいゆっくりと迫るのを見て、ふと悟さとってしまった。交通事故の瞬間に時間が遅く感じるってこういう状態なんだろう。

　迫っているのは死ではなく熱あつ々あつの料理っていうのが微び妙みようだが。

　なんか情けないなと思い、口元が歪ゆがんで半笑いになって──




　まず、ナンが顔面に着ちやく弾だんした。




　ぽふっ、と顔の上に乗っかるような感じで、大した衝しよう撃げきも無い。

　鼻と半開きだった口から小麦の焼けた香ばしい香りなんかもして、『あれ？　もしかしてこれ大したことにならずに済むかも？』と思、

「────ッ！！？」

　次の瞬間、凄すさまじい熱さに激しく頭を仰のけ反ぞらせる。

　時間差で焼き立ての熱々っぷりが顔面に襲いかかってくるなんて反則過ぎる。ホッとした瞬間を狙ねらいすましたようなタイミングに、アメコミのマッチョな敵に殴なぐられたようなリアクションをしてしまう。

　その勢いでナンは吹き飛ぶようにどこかへと消えて──




　間かん髪はつ入いれず、カレーが顔へと降り注いできた。




　さらりとした水気の多いそれは、ナン以上に──

「…………………………ぁ」

　違う、訂正。

　ナンとは比べものにならないくらい、

「熱ぁぅぁああああああああああああああっっっ！？！！？」

　これは────────死ねる。

　なんというか言葉に出来ないくらいの熱さで、マグマを浴びたらこれくらい熱いんじゃないかっていうくらいで、今までに経験のしたことのない圧倒的な熱量で、そんなものを顔面にいや顔面だけじゃない頭から胸元までクリティカルに食らって、おまけに結構な量を口に入れてしまって、さあ果たしてどうなるでしょうかって感じで──

「ぁづっ、あ、痛ッ!?　い、ぃっ、辛から…………、ぃがっ?!」

　灼しやく熱ねつのファーストインパクトの後、次に来たのは皮ひ膚ふが破は裂れつするんじゃないかと思うくらいの痛さで、しかも熱あついのも継続中で、なんか毛穴から脳まで届いちゃってるんじゃないかというくらい頭が刺激されまくっている。

　おろし立ての制服に染み込んでいるのも激ヤバで、カレーを吸い肌はだにぴとっと張り付いたシャツはとんでもない凶きよう器きに変へん貌ぼう中。極悪な熱さを常時伝えて来ようとするシャツを脱ぎ捨てようと必死でもがくけど、首まできっちりボタンが留とまっているせいで一ひと筋すじ縄なわではいかず、それでも絞こう殺さつされかかっている被害者のように床ゆかを転げ回りながらも襟えり首くびに指を突っ込んで──

　その時、二次災害が起きた。

「ぎぁっ!?　ぐ、目、めぇっ──!?」

　最悪なことに、肌を伝ってカレーが目に入った。

　眼球っていうか網もう膜まくっていうかとにかく繊せん細さいな部分がえぐえぐしい刺激を受けて、熱くて痛くてしかも痒かゆいという拷ごう問もんに、今度は全力で目の辺りを手の甲こうで擦こすってしまう。

　そうしても痛みは一向に和やわらがず、それどころか喉のどから肺にかけての圧迫感が──

「んぐぁっ!?　げほっ、が、げはっ！　っく、は、げほっ、ごはっっ!?」

　唾つばが気管に入ってしまったのか、激しく咳せき込んで──最初に呑のみ込んだカレーの一部が胃液と共に逆流した。

　食道と口こう蓋がいを灼やきながら上がって来た何だか辛から酸ずっぱい液体を、最後の一線である『人としてやっちゃまずいだろそれは』という意地だけで、吐はき出さないように呑み込もうとして、

「〜〜〜〜〜〜っ！！？」

　半分だけ成功して──状況はむしろ悪化。

　爽さわやかで高級感と紅茶の香り漂ただよう空間での吐と瀉しやは何とか堪こらえることが出来た。

　しかしその代だい償しように口の中で行き場を失った酸性の液体が鼻び腔こうを襲う。

　刺激に弱い粘膜が強烈な攻撃に晒さらされて激痛を生み、あまりの衝しよう撃げきに秋あき晴はるは床ゆかに倒れたまま目を見開いて痙けい攣れんしてしまう。

　熱い、痛い、辛いのトリプルパンチは強烈で、しかもちっともレベルダウンしない。波状攻撃は威力を増す一方で、『ギブ！　ギブだから！』と心の中で訴えてもまるで聞き入れられることはなく、その上気絶したくても鮮しん烈せんな刺激がそれすら許してくれなくて……

　──ああ、だめだ、これは、死ぬ……

　藻も掻がき苦しみながら、むしろいっそ早く止とどめを刺してくれと思うまで、そう時間はかからなかった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……くぁー…………悲鳴を上げたのなんていつ振りだろ……」

　シャワーで体の泡あわを流しながら、秋あき晴はるはため息混じりに呟つぶやいた。

　食堂での騒動の後、朋とも美みに連れられる形でよろよろのまま第二校舎にある男子更衣室に来てシャワーを浴びていたのだが、やっと落ち着いてきた。

　鼻の頭がヒリヒリと痛む。どうも軽い火傷やけどになってしまっているようだった。まあ、この程度で済んだのは不幸中の幸いかもしれない。

　なにしろ──熱あつかった。もうとにかく熱かった。

　しかも転げ回っているうちに椅い子すやらテーブルやらに手足をぶつけていたらしく、痣あざになっている箇所もある。

　朋美の指示ですぐさま消火活動の如ごとく水がぶっかけられたらしいが、体感時間だと十分くらいは地じ獄ごくを彷徨さまよっていた。熱いだけでも充分なのに、カレーが口と鼻に入って粘ねん膜まくがえらいことになったんだから、ちっとも大げさじゃない。一度ゲームに負けて辛から子したっぷりのベビーシューを食べたことがあるが、あれはまだまだ緩ゆるい罰ばつだったんだなぁ……と、しみじみと理解させられた。そんな理解したくなかったのに。

「あー……それにしても酷ひどい目に遭あった」

　まだ鼻の奥がジンジンするし、声もちょっと枯かれている。今日中に治るかどうか、不安なところだ。

　しかし多少の痛みや不自由は我が慢まんしないと。きっと、そろそろ予鈴が鳴る頃合いだ。そうすれば午後の授業が──従育科の授業が始まるのだ。

　白はく麗れい陵りようは普通の高校よりも休み時間が長いので、まだ昼休みは終わっていない。なので今のところ、授業に遅刻せず参加出来そう……なん、だが……

「着替えもないしタオルもないし……どうしたもんか」

　コックを捻ひねり、シャワーを止める。しかし呟いた通り、体を拭ふく物はどこにもない。

　ここに連れて来てどこぞへと消えた朋美は、何らかの着替えを用意してくれるに違いない。とんでもなく悪趣味なヤツだが、非道ではないしお節せつ介かいなところもある。その点は買ってもいいと思う。

　ただし、用意するのにどれくらいかかるのかは不明。

　せめてタオルだけでもあればいいんだけど、見当たらない。シャンプーとトリートメント、それにボディソープは常備されていたものの、スポンジやタオルの類たぐいはどこにもなかった。

　仕方ないのでボディソープを掌てのひらに垂らし、それを両手で擦こすり軽く泡あわ立だてて肌はだに塗るように体を洗ったので、今更現れてもがっくりくる。

　他ほかに余計な設備も見当たらない。仕切りで左右五つずつ、計十個に区切られただけの狭せまいシャワー室なので、何かあるならすぐに分かる。

　ただし、白はく麗れい陵りようのカラーはここにも溢あふれていた。

　何な故ぜだかコックは勇ゆう猛もうなライオンの顔を象かたどっているし、シャワーノズルは金色だし、壁にはどこかの国の絵が描かれていた。確かヴェネチアだったか。有名な都市だから何とか分かるが、ここはシャワー室であって水の都じゃない。むしろ男が汚よごれを洗い流す所で、優ゆう雅がさとは程遠い場所だ。

　とりあえず学院側は金をかけるポイントを考え直せ。本格的に色々と間違えすぎだ。

「……ま、向こうにはあるだろ」

　繋つながっている更衣室の方なら、タオルの一枚や二枚あるに違いない。

　運悪く朋とも美みと鉢はち合あわせにならないように祈いのって、さっさと向こうで物色を──

「……あのぉ〜」

　目め隠かくしと仕切りを兼ねた板で覆おおわれた個人スペースから出ようとした瞬間、その声は聞こえて来た。

　中央の通路に足を伸ばしかけていた秋あき晴はるは、慌あわてて足を引っ込めて、さっと瞬時に手で胸と股こ間かんを隠かくす。そうしてから目隠しの板の存在を思い出して、恥ずかしさに頭から水を被かぶりたくなった。どこの生きむ娘すめだ、今の反応は。

　掌てのひらに心臓がバクバクいっている鼓こ動どうを感じながら、まあ落ち着けひとまず落ち着け──と自分に言い聞かせる。そうだ、落ち着け。別に悪いことをしていた訳じゃない。

　……とりあえず、シャワー室は湿度が高く声が反響するけど、今の声は女の出したものだ。それは分かった。しかも朋美とは違う、知らない誰かの声だ。……いや待てよ、朋美がわざと声を変えてこっちが慌あわてふためく様さまを見て楽しもうとしている可能性も、無くは…………って、無いよそんなの。ああ駄だ目めだ、本当に落ち着け。クールになれ、自分。

　頭がくらくらするくらい、とてつもなく居心地が悪い。素すっ裸ぱだかでいることが原因なんだろうが、疾やましいところは塵ちり一つとしてないはずなのに、追い詰められたような焦しよう燥そう感かんが湧わいてくる。

　こんなに追い込んでくれやがった奴やつは誰なんだろうと、仕切り板の横からそぅっと頭だけ出し、更衣室へと繋つながるドアを見てみる。

　案の定、ちゃんと閉めておいたはずのドアはほんの少しだけ開いていた。

　そこからこっちと同じような感じで、白いヘッドピースを付けた黒い頭が遠慮がちに覗のぞいていた。

「……誰だ？」

　ヘッドピースから、従育科の女子だと見当はつく。けど、従育科の女子に知り合いはいないし、誰なんだかさっぱり分からない。

　不安が増大する中……おずおずと、ドアの向こうから顔まで出てきた。

　やや垂れ目気味で、その割に大きな瞳ひとみ。小顔ではないがほっそりとした輪りん郭かくで、人によって綺き麗れい系か可愛かわいい系かの評価が分かれそうな、曖あい昧まいな美人だった。

　やっぱり見覚えのない顔に、疑念たっぷりに訊たずねてみる。

「…………誰だ？」

「あのぉ、先程は本当に……本当に、すみませんでした！」

　反響する声に、耳を押さえた秋あき晴はるは顔を顰しかめつつ考える。

　先程は？　すみませんでした？

　初対面のはずなのに謝られ、しかも接触済みらしい。となると──あれか。

「さっきの、カレーをぶちまけた？」

「そ、そうです。その、１─Ａ従育科の四し季き鏡かがみ早苗さなえといいます。こ、この度は、何と言うか……お悔くやみ申し上げます……」

「あ、いや、どうもご丁てい寧ねいに──って、違う、それは主に通つ夜やや葬そう式しきで使う言葉だ！」

　まだ心臓は飛び跳はねて冷静になれていなかったせいか、ノリ突っ込みみたいな形になってしまった。凄すごい恥ずべき行為をしてしまった気がして、濡ぬれている体が汗ばむ。

　にしても、言葉に迷ったからといってそのチョイスはどうなんだ。下へ手たをすれば、わざとカレーとナンの爆ばく撃げきを食らわせたんじゃないかと勘かん繰ぐられるかもしれない。

　テンパっているのは何となく分かるが、あのズッコケっぷりといい、この会話といい……

「やだもうっ、私ったら失敗ばっかりで……今までも皆さんに迷めい惑わくばかりかけてしまって、それでも紙かみ一ひと重えで人的被害は無く……はなかったですけども最小限で抑えられていたのに、ついにこんな大失敗を……」

「……そこまで悲観せんでも」

「いいえっ、転校生さんにとんでもないことをしてしまいました……ああ、御お髪ぐしがすっかりカレー色に染まってしまって……！」

「いやこれは元からだから」

　律りち儀ぎに秋晴が突っ込んでやると、四季鏡というメイド少女はハッとした表情になり、

「そ、そうだったんですか!?　私、てっきりカレーのせいだって、私のドジで下品な色になってしまったのだとばかり……」

「…………おい」

「あっ……!?　その、違います！　私、良い色だと思います！　転校生さんにはピッタリの色だって…………って、これじゃあまるで転校生さんがお似合いの下品野や郎ろうだっていっているみたいに!?」

「…………………………おい」

「か、重ね重ね本当にすみませ──んぎゅっ!?」

　一人で勝手に暴走した四季鏡は、猛もう烈れつな勢いでドアに頭突きを食らわせて呻うめく。ちなみにドアは湿気に強いステンレス製で、それなりに痛そうな音がした。

　頭突きによってドアが開かれ、全身が見えるようになったメイド服姿の四し季き鏡かがみ早苗さなえをまじまじと見つめながら……秋あき晴はるは、確信する。

　間違いない。彼女はとんでもないドジだ。しかも天然っぽい。

　絵に描いたようなドジっぷりに半ば感心しつつ額ひたいを抑おさえて蹲うずくまる彼女を見ていると、その視線に気がついた四季鏡は慌あわてて立ち上がった。涙なみだ目めのままなので、まだ相当に痛いらしい。

　なんだかちょっと可哀相かわいそうな感じがして……秋晴は気付いた。

　瞳ひとみを潤うるませている彼女を見ていると、何な故ぜか心臓がちくちくと針で突かれたように落ち着かない。自分は何も悪くないはずなのに、『あれ？　もしかして俺おれのせい？』と、勝手に罪悪感が生まれてくる。

　これはかなり厄やつ介かいかもしれない。朋とも美みとはまた違う種類の魔ま性しようだ。

　どうにも居たたまれない感覚に、秋晴は彼女から視線を逸そらして、濡ぬれた前まえ髪がみを手持ち無ぶ沙さ汰たに弄いじくりつつ、

「いやまあ、あれは何っつーか……ぼけっとしていた俺おれも悪かったんだから、そんな気にすんなよ」

「そんなことありません！　あれは全面的に私が、焦あせっちゃって自分の足に躓つまずいちゃった私が悪いんです！」

　四季鏡は心の底から自分が悪いと思っているらしく、せっかくの好都合な水に流す発言を全力で否定する。

　しかしそんなことをされても、困る。凄すごく困るし、心臓を攻撃している心理針が、まち針からアイスピックにグレードアップしてしまう。

　秋晴はちゃんと分かっているのだ。

　あれは確かに彼女のミスだ。そこは間違いない。

　けれど、前にいたセルニアはちゃんと回避に成功している。

　四季鏡早苗というドジっ娘こ台風を事前に知らなかったから反応が遅れた──それはまあ、確かにあるだろう。

　けど──それ以外もある。

　普段の自分ならば、セルニアが回避行動を取ったあの瞬間に上空から迫る危険を察知していたはずだ。そして驚きながらも避けることが──最悪でも直撃だけは無かったはずだ。

　なのに現実には直撃した理由が、そんな、スカートの中に気を取られていたとか、初めて見たガーターベルトが素す晴ばらしかっただとか、間かん隙げきを縫ぬうように見える太ももがどうだとかさらには────などと、絶対、口が裂さけても言えるわけがない。

　ただし目め敏ざとい朋美はそれに気付いていたようで、水をぶっかけた後に耳元で「秋晴も男の子ねー」と冷めた声で囁ささやいてきやがった。反論は、勿もち論ろん出来なかった。




　そんなこんなで、健全な男なんだからスカートが捲めくれたら見るしかないじゃないか、などと人としてどうかと思われるような言い訳もしたくない。加害者は確かに四し季き鏡かがみなのかもしれないが、事実が知れれば悪とされるのは理不尽にもこっちになるという自覚がある。

　なので……そんな、『マリアナ海かい溝こうよりも深く反省しています』と言わんばかりの目をされると、良心が痛む。

　じわりと滲にじむ汗に急せき立てられるように、秋あき晴はるは、

「いやまあなんっつーか、ほら、今はもう何とも無いわけだし。避けられなかった俺おれが間抜けだったって説もある気がするわけだ。まあ、過ぎたことだし、別に気にしてないし、こうして謝ってもくれているんだしよ。ここらで手打ちにしないと切りがないっていうか、いつまでもこんな所にいるのもあれだし、もうこの辺で終わりに…………？」

　適当なことを交まじえつつ捲まくし立てていたが、その最さい中ちゆうに四季鏡の姿を見て──ふと、違和感を覚えた。

　彼女をちゃんと見るのはこれが初めてだが、何かおかしい気がする。ぶつけて少し赤くなった額ひたいも、おさげにした髪かみも、メイド服も──いや学校でメイド服なんてバリバリにおかしい気もするが制服なんだから白はく麗れい陵りように限っては──おかしくない。

　じゃあ何が、と思索に入ろうとした矢先。

　もじもじと体をくねらせた四季鏡が口を開いた。

「……やっぱり、けじめって大事だと思うんです。だから私、せめてもの償つぐないを、と思いまして……」

「…………償い？」

　何のことだろうと首を傾かしげるも、彼女の手に何かが握られていることに気付き──

　秋晴の頬ほおが露ろ骨こつに引きつった。

　四季鏡早苗さなえを見て感じた違和が、ようやく分かった。

　数十分前、彼女が転んだ姿をバッチリ見ている。白いパ──じゃなくて、白いガーターベルトとタイツを穿はいていたのを。

　なのに今、丈たけの長いスカートから覗のぞいている足は、剥むき出しの素足になっている。

　そして手に持っているのは──黄色のスポンジ。

「私、そそっかしい上に特技もないですし、出来ることなんて殆ほとんど無くて……」

　何でタイツを脱ぐ？　その手のスポンジは？

　疑問の言葉が秋晴の脳内で渦うず巻まく中、四季鏡早苗は頬を赤く染めて──告げた。

「ですからっ、せめてお背中を流させていただこうと！」

「いや待てその着地はどう考えてもおかしいだろっ!?」

　叫んで、焦しよう燥そう感かんに駆かられるままに説得の言葉を探す。

　しかしアンサーが見つかる前に、メイド服の四季鏡は恥ずかしそうに俯うつむき加減になりながらもシャワー室に入ってきた。

　──まずい。ぺたぺたぺたという足音が、割と美人な同級生がメイド服で体を洗おうとするこのシチュエーションが、バクバクと心臓の鼓動を加速させる。

　全裸でほぼ初対面の女性と急接近するような度胸なんてこれっぽっちもないので、必死に股こ間かんを手で防ぼう御ぎよ。追い込まれた草食動物のようにあわあわと狼狽うろたえて、

「おい、待てっ、落ち着いてよく考えろよ!?　俺おれはもういいって言ってんだから、それでいいじゃんかよっ。つーか背中を流すって、そんな服で、しかも誰もいないっつーのに──背中流すって！」

「平気です、これでも母と姉の体を洗って褒ほめられた経験がありますから！　一応、自信があるんですよっ」

「俺が懸け念ねんしてんのはそこじゃねぇぇぇぇぇぇっ?!」

　まるで話が通じないまま、足音はすぐ傍そばまで迫っていた。

　落ち着きなく足踏みしながら、秋あき晴はるはどこかから逃げられないかと必死になって探す。シャワー室から出るには更衣室と繋つながっているドアを使う以外にはなく、そこへ辿たどり着く為の通路は中央──今正に四し季き鏡かがみ早苗さなえが歩いているやや狭せまい一本しかない。

　それでも足あ掻がくように、何かないか、どこかないかと視線を走らせ──ハッとする。

　スペースを区切る、仕切り板。目め隠かくしの要素が強いのか、それは肩かたから膝ひざくらいまでの高さしか存在しない。

　この下を潜くぐって隣となり、もしくはもう一つ隣のスペースまで移動することで背中を流すことを使命と感じている節ふしのあるメイド少女をかわせば、更衣室に逃げられる。その過程で色々と……尻しりとか見られてしまうかもしれないが、それくらいで済むならまだマシだ。もっと見られたくない部分があるし、それ以上に本当に背中を流す展開になったらヤバすぎる。

　だって背中を流すってことはつまり、スポンジ越しだろうけど触さわられるってことで、『気持ちいいですかー？』とか『痒かゆいところとか、あります？』とか訊きかれるかもしれないわけで、背中だけで終わらずに違う場所まで洗ってしまう展開になる可能性も、ほら、無くは無いわけだし、そうなると──

　自分の理性を信じたいところだが、この状況下に置ける男の忍耐力が如い何かに頼りないものかを残念ながら知っている以上は、信じきることが出来ない。

「は、恥ずかしいですけど……観念してくださいっ！」

「無理だっっ!?」

　もう迷っている時間は無かった。

　秋晴は身を屈かがめ、タイルへと視線を落とし、

「────ぁ」

　あることに気づき、顔を青ざめさせる。

　隣となりのスペースのタイルは、濡ぬれていなかった。

　水が流れて濡れているのは、シャワーを使ったこのスペースだけだ。

　その証しよう拠こに、迫る足音は丸みを帯びたものではあっても水気を感じさせるものじゃない。

　複数人がシャワーを使用していたならば満まん遍べんなく濡れていたかもしれないが、残念ながらここを使ったのは自分一人。

　さて──持っていた料理に意識を集中させていたとはいえ何もないところで豪ごう快かいに転んだ彼女が、突然変わる足裏の感触と、水によって滑すべりがよくなった床ゆかに際して、どうなるか？

　秋晴の脳内では、満場一致で同じ結論に達した。

　即ち──

「か、観念してくれたんですねっ」

　思考に意識を奪われている僅わずかな間に、ついに四し季き鏡かがみ早苗さなえが正面に現れてしまった。

　動かずにいたことを勘かん違ちがいしたらしく、彼女はほんの少し嬉うれしそうに、しかし大おお袈げ裟さなくらい頬ほおも耳も真まっ赤かに染める。

「ちっ……」

　違う、と言う間もなかった。

　頬を赤く、しかしやる気十分と言わんばかりに一歩踏み出した彼女は、

「それでは、早速ご奉ほう仕しを────っきゃぅぁ!?」

　見事に、ずるっと足を滑すべらせた。

「やっぱりそうなんのかよ?!」

　その展開を予測していた秋あき晴はるだったが、次の展開までは読めていなかった。

　足を滑らせて転ぶなら後ろ向きに、尻しり餅もちをつくような形で──と、勝手に思っていた。

　だが四季鏡は、何な故ぜか前向きに倒れ込んだ。

　ちなみに倒れ込む方向には秋晴がいて、

　その前には目め隠かくしの意味を強く持つ仕切り板があり、

　どんな星の巡めぐりなんだか、四季鏡早苗はそこに頭から突っ込んだ。

「ふぎゅのっ!?」

　間抜けな悲鳴に、秋晴は顔を引きつらせる。

　同情──とは違う。

　何しろ、四季鏡が強烈な頭ず突つきをカマした仕切り板は、蝶ちよう番つがいを支点に勢いよく動いて、

「ぇ──ぐおぁっ?!」

　見事に、中ちゆう腰ごしになっていた秋晴の側頭部を打ちつけた。

　スピードの乗った一撃は本気で痛くて、おまけに不充分な体勢で食らってしまったので、もろに体がぐらついた。

　ヤバイ、と思った時には既に視界は急速に上へと流れ、左足が宙を泳いでいた。予想だにしなかった一撃に対応出来ずに大おお袈げ裟さなくらい足が滑すべり、後ろ向きに傾かたむく。

　それでも最後の足あ掻がきで、何とか倒れずに済むよう無我夢中で右手を伸ばして── 掌てのひらに触ふれたものを掴つかむ。

　細い何かを掴んで、それを支えに倒れるのを防ごうとして──

　そこでようやく、秋あき晴はるは自分の手が何を掴んだのかを見て取った。

　そして瞬時に後悔する。

　なんつー余計なことをしてしまったんだと、心底から。

　咄嗟とつさに掴み、体勢を立て直すべく力を入れて引っ張ったのは……同じく倒れそうになっていた四し季き鏡かがみの左手首だった。

「ふぇぇっ!?」

　悲鳴をあげ驚きよう愕がくに目をまん丸くした四季鏡は、秋晴に向かって勢いよく倒れ込んで来た。

　ああもう最悪だこん畜ちく生しよう──と世界を呪のろいながら、秋晴は目を瞑つむる。

　そして見事に、重なるようにして倒れ込んだ。

　衝しよう撃げきは思ったよりも軽く、それでも尾びてい骨こつを打ってしまったので痺しびれるような痛みが走る。おまけに上から覆おおい被かぶさるようにして四季鏡早苗さなえの体が乗っかると、肺から空気が絞しぼり出されて情けない声を漏もらすことになってしまった。

　しかし次の瞬間、

「っ……!?」

　口、というか顔面を丸ごと包み込むように、ふにゅっとした何かに押し潰つぶされた。

　謎なぞの攻撃だか現象だかのせいで、声どころか息を吐つくことすら出来なくなる。

　いったい何が、と思った時、上の方から声が聞こえてきた。

「い、たた……肘ひじと膝ひざ、打っちゃったみたい……」

「〜〜〜〜〜っ?!」

　そのどこか抜けた声で、秋晴は事態を把は握あくした。自分の呼吸を阻そ害がいしているものが何なのか、ということを。

　柔やわっこくて、布地越しに熱と弾だん力りよくが伝わって来て、頭の中にＥとかＦのアルファベットが浮かぶ。どれくらいあれなのかは分からないけど、とにかく大きくてなんかいい匂においがして──いやそんなことより塞ふさがれている鼻と口が、息が、

「っ、っ、〜〜〜っ！」

「ぁふ、やっ、くすぐったぃ…………あっ!?　ご、ごめんなさいっ！」

　タイルをバンバン叩たたいて必死にアピールしたのが良かったのか、四季鏡は体を起こしてくれた。空気が吸えて、おかげで天国が遠のいた。ダメな意味じゃなくて、本気の天国が。……いや多少残念がっている自分がいることも認めざるを得ないけども、そのまま死んでもいいとはちっとも思わない。

　ただ、安あん堵どの息を吐はくには早い。

「──おい」

「はい？　も、もしかして私、重いですか!?」

「いや大して重くは……じゃなくて、いいからどけっ」

　上半身を起こした四し季き鏡かがみは、秋あき晴はるの上に座ったままなのだ。しかも下腹部の辺りに腰こしを落としている状態で。

　腹筋で感じる感かん触しよくがヤバイ。一部は布地を通してだが、太ももの辺りは剥むき出しになっているらしく温かな肉感がダイレクトに伝わって来ていて、しかも布地越しの部分だってその布地の正体が何かを知っていればとても落ち着いていられるようなものではなくて──

　とにかく、これは、ダメだ。視覚的にはスカートで隠かくれていてその部分は見えないものの、見えないからこそ感触が色々と想像を沸わき立ててヤバイ。

　視覚でいうと他ほかにも、下から見上げる形でメイド服の同級生が自分に跨またがっている自体がヤバイ。濡ぬれていた自分の体に密着したせいで、胸の辺りが水気を吸って肌はだに張り付くようになっているのがヤバすぎる。というか、あれは本当にどんなサイズか。ひょっとすると昨日きのうのセルニアよりも……なんて考えてしまうくらい破壊力のある大きさで、そんな兵器を装備している上に昨日のドリルとは違い、恥ずかしげに頬ほおを染めてこちらを見ているのだ。

　腹部から濡れた自分の体を温めるように伝わってくる四季鏡早苗さなえの体温が、異様に熱っぽく感じる。

　脇わき腹ばらを挟はさみ込むように密着している太ももの感触が、彼女の恥じる表情を艶なまめかしく見せている。

　厚みのある唇くちびるから漏もれる吐と息いきが、異常なくらい聴覚を刺激する。

　垂れ目気味の茶ちや褐かつ色しよくの瞳ひとみは潤うるんでいるように見えるのは、湿度が高いからだろうか？

　全すべての要素が脳のう髄ずいから下半身にかけてを欲情に染めようとしているようで、クラクラする。

　脳がパンクしてしまいそうなくらい、ぐるぐると高速旋せん回かいする葛かつ藤とうが秋晴を悩ませる。落ち着け、と何度自分に言い聞かせようとしても、回路が焼けて暴走したモーターのようになっている頭はちっとも沈静化してくれない。

　落ち着け、まず落ち着け。思考が変な方向に走りすぎだ。本当に落ち着け。今もなんか知らないが堪こらえようとしているのにも拘かかわらず一方では変な妄もう想そうが展開されているし。『こんなの駄だ目めだ、早くどかないと』『……どかないと、駄目なんですか？』『え……だって、こんなのまずいだろ』『わ、私は、その……あなたとなら、このまま……』──ってなんだその勝手な思い込み。ドジで天然で胸が大きいからって、そんな展開になるほど現実は甘あまくないって。

　なのに脳の反対側では、もういっそここまで来たら済なし崩くずしで若者特有の思春期における過ち的な行為をしてしちゃえばいいんじゃないとか、ふらふらっと情欲に突き動かされてしまえばいいじゃないとか、理性をぶち殺す反抗勢力が膨ぼう大だい中ちゆうだ。

　何だかいい匂においがして、リアルすぎる肉感があって、ぐらぐらと頭の奥の方を刺激して、挙げ句に『都合良い展開もあるかもしれない』とか揺らいでいる。どれだけ性た質ちが悪いんだ、十代思春期の性欲は。

　天使と悪あく魔まがタッグを組んで誘惑してくるビジョンを脳裏に浮かべながら、秋あき晴はるは体の奥の方から込み上げてくる衝しよう動どうを必死に無視。

　そして事態の緊急性を理解していないらしい四し季き鏡かがみに向かって、叫んだ。

「とりあえずそこからどけっ！　なるべく目を閉じるとか手で隠かくすとかして見ないようにどいてくれ頼むから！」

「あの、見ないようにって何を……？　それに先程から何かこう、お尻しりに当たって──」

「だから局地的にヤバイからどいてくれっつってんだよ?!」

「そ、そうですか。でも私……姉から『女が一度マウントポジションを取ったら目的を果たすまで降りてはなりません』と教わっているので──ここは一つ姉の教えに従って、何としてでもお背中をお流ししようと思います！」

「マウント取っている限り絶対に不可能だろうがっ!!」

　どこまでもボケたことを言う四季鏡に、秋晴はもう唾つばを飛ばして叫ぶ。

　なんでこうも白はく麗れい陵りようの女は突っ走りたがるんだ。一生懸けん命めいにブレーキを踏んでるこっちの努力はどこまでも無視ですか。ああもう頼むから、それで済むなら土ど下げ座ざするから、とにかくどいてくれないと、一刻も早くこの幸せなタイトロープから降りないと、本当に──




「──何をしている？」




　ブリザードですら切り裂さけそうな声だった。

　それを誰が発したものなのか分からず、秋晴は首をもたげ、四季鏡の後ろにいる人物を確認しようと──ただし心の中では『出来れば精神的疲労が原因の幻聴でありますように』と懸けん命めいに祈いのり、もうどうせだから全部ドッキリということで済ませてくれとか、人生のリセットボタンはどこに売っているんだろうとか、そんな益やく体たいもないことばかりを考えて──恐る恐る、そこに誰もいないことを期待しながら振り向いて、

「……もう一度訊きくが、何をしているんだ？」

　──幻聴じゃありませんでした。

　腕うで組ぐみしてこちらを見下ろす制服姿の大だい地ち薫かおるが、そこにいた。ただでさえ怜れい悧りな顔を冷たく厳しく、機械人間がいたらこんな感じかと思わせる表情にして。

　なのに耳たぶまで朱色に染まるくらい顔は真まっ赤かになっていて、しかも濡ぬれないようにと素足になっているのが不ふ釣つり合いすぎる。そわそわと絡からませあった腕うでを動かしているのも、今までと大分ギャップがある。
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　そんな楽しげな大だい地ちの様子が……今の秋あき晴はるには笑えない。いや笑えるなら笑いたいが、とても笑える状況じゃない。

「彩さい京きように頼まれて着替えとタオルを持ってきたらシャワー室のドアが開いているから、何かと思えば……どういうことなのか説明しろ。返答次第では教師に報告する」

　報告、という単語に秋晴は固まってしまう。

　報告？　この事態を？　どんな風に？

　どう転んでも絶体絶命の境遇になることは間違いない。何も疾やましいことはしていないはずなのに、ただ不幸が重なっただけなのに、それはキツすぎる。

「これはっ──」

「違う、日ひ野のには訊きいてない。四し季き鏡かがみに訊いているんだ。……説明してくれ」

　正当な言い分を述べようとした瞬間、大地に遮さえぎられる。

　秋晴は祈いのるような気持ちで、大地の登場に驚いているのか目をパチクリさせている四季鏡早さ苗なえを見つめた。大おお袈げ裟さなフォローはいらない。ただ有ありの儘ままを話してくれれば、自分が被疑者になることはないはずだ。押し倒している状態なら最悪だったが、押し倒されている状態だ。まだ希望はある。

　そして四季鏡は、たどたどしい口調で……言った。

「あの、私、彼に迷めい惑わくを掛けてしまったので、お詫わびに背中を流そうとして……そうしたら、その──引き倒されて」

「大事な部分をスッパリ省略するんじゃねぇっ?!」

　思わず叫んだ秋あき晴はるは、大だい地ちの目に侮ぶ蔑べつの色が浮かぶのを目め敏ざとく発見。

　ヤバイ、完かん璧ぺきに誤解されている。あれは人として下げの下げと判断した相手を見る目だ。

「ち、違うぞ!?　いや嘘うそは言ってないが、俺おれは転びそうになった彼女を助けようとして、」

「そうですよ、転校生さんは悪くないですっ。私に……そう、目を閉じて早く動けって！」

「だからなんでお前は誤解を生む言い方ばっかするんだ!?　わざとか?!　それはもうわざととしか思えないからわざとだよな?!」

「そ、そんな、私……違います！　私は誠心誠意、転校生さんにお詫わびをしようと思って、だからその……ご奉ほう仕しに！」

「今この状況で『ご奉仕』とか言っておいて何がわざとじゃないって言うん────」

　カレー以外の原因で目を真まっ赤かにしてドジメイドに猛もう抗議をしつつ、陪ばい審しん員いんの反応が気になった秋晴はちらりと大地の方を見て、




　いつの間にか、大地の横にスーツ姿の女性がいることに気がついた。




「…………どう、して……あんたが、ここに……？」

　泣き笑いの表情を強こわ張ばらせて訊たずねると、昼ドラ視聴真まっ最さい中ちゆうの主婦並みに目を輝かせた天てん壌じよう慈じ楓かえでは、興奮気味に応こたえた。

「だって、男子更衣室から女の子の声がするんですもん。鍵も開いていたし、わぁい何が起きているのかしらと来てみたら──」

「……違うぞ？」

「そしたら、服を着たままの薫かおるさんがいて、しかもやっぱり明らかに女の子な声がして、凄すごく気になるから近付いてみたら──」

「…………違うからな？」

「そしたらそしたらっ──秋あき晴はるさんが女性上位なポジショニングで、青少年の妄もう想そうを実現させちゃったようなことを！」

「だから違うって言ってんだろうが────っ!?」

　何かもう人生リセットしたいと思うくらい追い込まれた秋晴の、悲痛な魂たましいの叫びがシャワー室に響き渡った。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「…………………………最悪だ」

　ベッドに俯うつぶせになって枕まくらに顔を押しつけたまま、秋あき晴はるは万ばん感かんの思いで呟つぶやいた。

　最悪──これ以上に適した言葉があるだろうか。

　まさか昨日きのうよりも今日の方が厄やつ介かいな事態になるだなんて、これっぽっちも思っていなかった。

　シャワー室にて四し季き鏡かがみが馬乗りになった状態で大だい地ちと楓かえでに発見された、あの後……思い出したくないくらい、情けない事態になった。

　まず、はしゃいでどうしようもない楓の口封じを試みた。しかし立ち上がろうとすれば素っ裸で有ありの儘ままの自分を見られてしまうため、大地にタオルを要求。同性の裸体なんぞ見たくないと思ったようで、熟うれた林檎りんご並みの顔色のまま大地は無言でバスタオルを持って来て投げ渡してくれた。ついでに蔑さげすみ１００％の視線もくれた。

　それから何とか四季鏡を宥なだめ賺すかして上からどかし、バスタオルで大事なところを隠かくして楓と大地を説得し、そこでさらに話をややこしくする四季鏡マジックに遭あい、挙げ句の果てには絶対零れい度どの威圧感を醸かもし出す従育科責任者の深み閑かんが現れて──

　結局、誤解を解くだけでかなりの時間を食った挙げ句、罰ばつとしてグラウンドを二十周する羽目になった。しかも大地が持ってきていた着替えというのがジャージだったから、この流れは謀はかられていたんじゃないかと疑いもした。

　罰を受ける謂いわれなんかない、んなもんやってられるか──とは言えず、半ばヤケで走ることにした。ちなみにグラウンドは陸上競技用の、一周が八百メートルという立派なコースだった。つまり二十周で十六キロ。なんかもう、素直に死ねる距離だ。

　途と中ちゆう何度もぶっ倒れそうになりながら、よれよれで完走をして……

　その頃にはとっぷりと日が暮れていた。

　当然、授業には出られなかった。

　ついでに夕飯も食い逃した。ただでさえ昼飯にありつけなかったのに。

「…………腹減った、けど……食う気しねぇ……」

　胃がギュルギュルいっているが、今食べれば確実に吐はく。長距離専門の陸上部員でもないのにいきなり十六キロも走ったんだから当然だ。

　完走出来たのが不思議なくらいで、妙みような充実感がほんのりとある。

「……んなことで充実感を覚えてどうするんだ、俺おれよ」

　自分への突っ込みも弱々しい。元気はどこまでも絞しぼりつくされている。

　それにしても、その理由が罰ばつを受けたからっていうのが虚むなしすぎだ。今日は転校初日で、記念すべき初授業だったのに。執しつ事じへの第一歩だったはずなのに。千里の道も一歩から、とはいうが、だからといってマジで長距離走ってどうするんだ。

　思い返せばその分だけ鬱うつになれそうな記き憶おくに押し潰つぶされそうになる。

「……あー…………何やってんだ、本気で……こんな……こんなことの為に……」

　せめて少しでも発散しようとしているのか、単に弱気になっているだけなのか、自然と口からぼやきが漏もれた。

「…………昨日きのうが…………あれで……今日が、これで……」

　泣き言だし、格好悪いし、んなこと言っても何の意味もない。

「なんだろ……向いてない、とか…………そういうレベルの話でもない、し……」

　それでも呟つぶやいていると、何となく気持ちが落ち着いて──

「──うるさい。静かにしろ、変質者」

　隣となり。ベッドとベッドの間にあるカーテン越しに、大だい地ちの険けわしい声が舌打ち混じりで聞こえて来た。

　いくら何でも傷ついているルームメイトにそれはないだろ、と思いながら、秋あき晴はるは、

「…………すみません」

　反射的に、勢い無く謝罪してしまう。

　いつものように反論する気力なんか、一ミリも残ってない。

　俯うつぶせのまま両りよう腕うでで枕まくらを抱だくようにしながら、秋晴は思った。というか、理解した。

　負け犬って、こういうことをいうんだなぁ……と。

　涙なみだの気配が込み上げてきて、もうこのまま泣き寝入りしてしまおうかと目を閉じる。

　心の安あん寧ねいは、最も早はやこのベッドの中にしか──

「湯ゆ浴あみもせずに寝る気か。不ふ埒らちで、不潔で、変質者で、こんな男と一緒に暮らさないといけないなんて──」

「……………………すみません風ふ呂ろ行ってきます……」

　なんだかもう本格的に泣きたくなりながら、秋晴は体を起こした。

　どうやらこの学院に安らげる場所はどこにもないと、今更のように悟さとる。

　俺おれは一体、何をしにここに入ったんだろう──というのは、たぶん今一番考えてはいけないことだと思いながら、のろのろとした動きで秋晴はベッドから降りて、大浴場に行くべく歩き出す。

　風呂に入って、それからゆっくり寝て……そうして起きた時、この陰いん鬱うつな気持ちが綺き麗れいさっぱり無くなっていることを願う。

　それと、明日あしたは少しでも執しつ事じになる為っぽいことを学べるように──とも。




　ちなみに、翌日。

　その願いは叶かなうことになった。

　ただし、やっぱり平へい穏おんは品切れのままだったが。
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　彩さい京きよう朋とも美みの朝は、とにかく重い。

　まず午前六時に大音量の目覚まし時計がけたたましく、それも三つ同時に異なる場所からやかましいハーモニーを奏かなで、意識を無理矢理に覚かく醒せいさせる。

　防音の行き届いた上育科の寮でなければ隣りん室しつから苦情が来て当然の音量に、朋美はのそのそと体を起こして、気合いだけでベッドから降りてロッキングチェアに腰こし掛かける。寝ね惚ぼけ方が酷ひどい時はうっかり転げ落ちてしまうこともあるので、これがなかなか油断出来ない作業だったりする。

　椅い子すに深く腰掛けたまま、ゆっくりと、部屋の空気を体に馴な染じませるように深呼吸。ちなみに、その時の姿は誰にも見せられない。

　何しろ、腕うでは力なくだらりと垂れて、背中は椅子からずり落ちるように丸まって、口は半開きになっている。しかも最悪なのは、徹夜で深酒した翌日のＯＬでもこうはならないというくらい、死んだ目をしていること。一度母親にこの時の顔を写真に撮られ、確認したことがあるけど──あれが自分だなんて、絶対に信じたくない。

　ともあれ、誰にも見せられない姿を衆しゆう目もくに晒さらすことは絶対に避けなければならないので、早起きをして椅子の上で軟体動物の様ようにぐったりとし、根負けした目覚ましが止まり、代わりにタイマーが作動して鳴り始めるお気に入りの洋楽を聞きながら、体が起きるのを待つ。

　六時半になると、やはりタイマーが作動してテレビが点つく。それを合図に朋美はロッキングチェアからのろのろと立ち上がり、顔を洗いトイレを済まし、ミルクと砂糖がたっぷりのカフェオレを飲んで一息吐ついて──

　そうしてようやく、『目が覚める』。

　白はく麗れい陵りようの中等部に入って寮暮らしをするようになってからほぼ毎日の習慣となっている朝の手順で、しかし辛つらいことには変わり無い。慣れても、それは我が慢まん出来るようになったというだけで、ちっとも楽にならない。

　なので今日も、

「うー……しんど…………今日、は……火曜……？」

　お嬢じよう様さまの仮面を被かぶった自分しか知らない人達の前では決して出さない低い声で、まだ覚おぼ束つかない頭を軽く振って少しでも正常稼か働どうへ近付けようとしながら、今日一日のスケジュールを確認する。

　午前中の普通科目は──問題なし。ロッカーに教科書を置けないのは本当に面倒臭くさくて嫌いやだけれど、仕方がない。少しでも品行方正なお嬢様を演じて見せなくてはいけないのだから、我慢しないと。

　それから午後は…………やや気が滅入る内容だった。考えるだけで胃の辺りが重くなり、ややげんなりとしてしまう。

「うーん……そろそろストレスが溜たまってきたかなぁ……」

　呟つぶやいて、朋とも美みは姿見の前に移動。

　今日も相変わらずスッキリとした小こ綺ぎ麗れいな顔がそこにあったが、目元が少し暗く感じた。ストレスのせいかもしれない。

　化け粧しようでそれを誤ご魔ま化かす算段をしながら、髪かみを梳すきにかかり──ため息を吐つく。

　もうすぐ梅つ雨ゆに入る。ここ数日は晴れていても、髪の纏まとまりの悪さで雨の気配が近いと分かる。実際に雨が降れば、ブラシをかける時間を少し長くしないといけない。いっそナチュラルにウェーブをかけてみる、という手もあるけど、そうするにしてもやはり時間はいる。早起きは必ひつ須す事項となるわけだ。

　考えるだけで気が滅入ってしまい、朋美は表情を曇らせ……しかしすぐに、鏡の中の自分を強く睨にらみ付けた。

「……負けてられないよね」

　低血圧にも、梅つ雨ゆの湿しつ気けにも、ここでの生活にも──

　そして、再会した幼おさな馴な染じみにも。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「──ちょっと待ってくれ」

　思わず制止の声をあげて、秋あき晴はるは目の前にいるメイド服の女教師を見つめた。

　それに応こたえるように、従育科専任教師である深み閑かんは眼鏡めがねの奥で鋭い目を光らせて、こちらを一ひと睨にらみしてきた。無む駄だに威圧感のある視線に怯ひるみかけ、しかしすぐに『いやいやここで臆おくしてどうする』と踏ん張り、そっと恐怖心を嚥えん下かする。

　黙って引き下がっていては疑問が解決しない。というか、黙ってこの状況を受け入れられるような深い懐ふところと狂った常識は持ち合わせていないので、言うしかない。

　散さん々ざんな昨日きのうが終わり、火曜日になった今日。着ているのはカレー塗まみれになった制服じゃなくて、替えの新しい制服だ。替えの制服が五着もあるなんて聞かされたら、普通なら無む駄だ遣づかいだろそれはと思ってしまうところだが、今ばかりは別だ。流石さすがは白はく麗れい陵りよう、と褒ほめ称たたえてやりたい。カレーで黄色くなった制服はかなり嫌いやなので、素直に感謝。

　替えを貰もらうついでに、タキシードもどきの制服がモーニングコートという物だと教えられた。ちなみにその相手は楓かえでで、事務員というやつは意外に仕事が多いんだと、少し驚いた。単にこき使われているだけの気もするけど。

　兎とにも角かくにも、新しい制服で、無事に午前の授業をこなし、昼休みも上う手まくやり過ごした。

　ようやく訪れた、従育科の授業時間────だと、いうのに。

「……説明してくれ。意味不明過ぎるぞ、これは」

　思わずそう言ってしまうくらい、状況は壊かい滅ぎ的てきだった。

　だというのに自分以外の他ほかの従育科生徒達は、無反応ではないがあまりショックを受けたような感じじゃない。それが秋あき晴はるにはむしろおかしく見える。

　だって、そうだろう？

　男子も女子も制服を着て、ずらっと並んで。

　これから訓示でも聞かされるんじゃないかという整列っぷりで。

　なのに居る場所が────プールって。なんだそれ。新あら手てのギャグか。

　……いや、正直おかしいとは思っていた。昼食を早々に切り上げて向かった従育科用の教室の黒板に『運動施設エリア・温水プールに集合』と書かれていたのを見た時から。まだ場所がよく分からなかったので他の生徒の後を付いて行きながら、温水プールにたどり着いても他の生徒達が服を着たままプールサイドに並ぶのを見ながら、ずっとおかしいとは思っていた。思わない方がおかしいはずだし。

　快晴だから気温はそこそこ高いとはいえ、まだ六月にもなっていないのに訪れることになった白はく麗れい陵りようのプール施設は、やっぱり豪ごう華かだった。というか、季節なんて関係ない。何せ全天候使用可能な屋内施設の温水プールだ。

　それだけでも十二分に立派なのに、直線距離五十メートルで八レーンという広さ。それだけじゃなくて飛び込み用のプールがあって、さらに何な故ぜか円形の底が浅いプールもある。ちょっとした水遊びをする為にしつらえられたのかもしれないが、学校の施設ということを考えれば間違いなく要いらない。ここは中等部と高等部の生徒が使うプールであって、幼よう稚ち園えん児じや小学生はいないんだから。

　……というか、極めつけにはプールサイドにデッキチェアが並んでいるし。おまけにドアの向こう、ガラス越しに見えるのは休きゆう憩けい所じよのようなロビーで、そこにバーカウンターらしきものまである。トロピカルジュースでも振る舞ってくれるっていうんだろうか。その為に人件費が使われていると思うと、なんか泣きたくなる。学費を払わなくていい身分でそんな風ふうに感じるのはおかしいかもしれないけど……庶しよ民みんなので。

　そんな感じで無む駄だに豪ごう華かな白麗陵主義丸出しのプールに圧倒されているうちに、始業のチャイムは鳴り、深み閑かんが現れた。

　もしかしてプール掃除を授業の一環でやらされるのかと思ったが、プールはちゃんと水が張ってあるし、そもそも着替えをしていない。

　何をやるのか分からない。ただ、分からないなりに嫌いやな予感だけは猛もう烈れつにしていたので、秋晴は先制で質問を投げかけたのだ。

　周りの生徒がやけに反応薄いのも気になるけど、あまりそっちに意識をやっていられない。

　何しろ質問をした相手は、自分の目の前にいるのは、視線一つで気の弱い人間なら降伏させエンスト気味の心臓を止めかねないくらい強烈な、絶対零れい度どの眼力を持つクールビューティーだ。何となく気を抜いたら殺やられそうな予感すらある、危険な女だ。

　それに……編入試験の時に初対面を果たしているけど、その時から『深み閑かん』という名しか教えられていない。名みよう字じなのか名前なのかもハッキリしないし、本名なのかも分からない。

　分かるのは長身の大人おとなびた美人で、細いフレームの黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの向こうにある切れ長の目に見つめられると寒さむ気けがするくらいの威圧感があることだけだ。メイド服を着ているのにスーツで固めた秘書よりも理知的な印象があるし、シニョンっぽく後ろで纏まとめた髪かみ型がたも美容院に行ったばかりのように綺き麗れいだし、とにかくどこにも隙すきがない。

　あの理事長兼事務員の楓かえでと足して二で割ったらいい具合になりそうだが、そんなことを考えていると知れたら死なない程度の拷ごう問もんにかけられてしまいそうなイメージがあるので、絶対に言えない。

　そのクールなメイド教師は視線を秋あき晴はるに注いだまま、無表情に小さく一つ頷うなずいた。

「編入した貴方あなたはガイダンスを受けていませんでしたね。本当ならば昨日きのう、授業の後にキチンと説明する予定でしたが──」

「うっ……」

　特に責める言葉を吐はかれた訳でもないのに、秋晴は息苦しさを覚えた。心臓や胃の辺りが重くなったような気もするし、これが罪悪感ってヤツなんだろうか。

　しかも本能的なものか、目を逸そらしたくなるが……それは何とか堪こらえる。怖いけど、もしそんなことをしたら本当に説教されそうな予感がした。冷血代表な教師に説教をされるキツさは、図らずも昨日きのう体験してしまっている。

　もうあんな経験は御ご免めんなので、秋晴は奥歯を噛かんでメイド服の女教師を見返した。

　その判断が正しかったかどうかは分からないが、深閑はそれ以上追及の言葉を続けず、左の人差し指で眼鏡を軽く押し上げて、

「……いいでしょう、手短になりますが、この場で説明します」

「た、助かり、ます……」

　普段は年上だろうと教職相手だろうと敬語を使わない秋晴だが、今だけは使わざるを得なかった。……というか、ビビって自然と口から出ていた。果てしなく情けない。

　気のせいか、周囲にいる他ほかの奴やつ等らから醒さめた目で見られているような感覚もあるし。その不良スタイルは見せかけだけかよ、なんて囁ささやかれている気もする。たぶん自意識過剰の被害妄もう想そうなんだろうけど、なんかこう、心にちくちくと来る。

「──では、日ひ野のさん」

「な……なんっすか？」

　一人勝手にネガティヴモードへと走りかけていたところに不意打ちのように呼ばれたので、ちょっとビビりながら応こたえると、

「従育科の男子は執しつ事じ、女子はメイドを目指して教育を受ける──では、執しつ事じとはどんな役職だと思いますか？」

「……？　なんっつーか、家政婦と秘書を合わせたようなもんじゃ？」

「そうですね、それが一般的な認識です。しかし本来、執しつ事じを英訳すればバトラー──その語源は『ボトラー』、つまり役割は酒類の管理をする使用人です」

「へぇ……」

　思わぬトリビア発言に、秋あき晴はるは小さく感嘆の声を漏もらす。それはちっとも知らなかった。執事をバトラーというのは知っていたが、まさか酒の管理なんて端は役やくを任されていたとは。

　……が、メイド服の教師はそんな思考を読んでいるかのように、

「ちなみにバトラーは重要な役割です。酒さか蔵ぐらの管理だけでなく様々な雑務にも従事し、他ほかの使用人を使う立場でもあったのですから。特にディナーの席では食卓の配置や装飾、ワインを注ぐなどの気配りと紳しん士しらしい振る舞いが求められるのですから、それなり以上に責任のある役職といえます」

「……なるほど」

「ですが、バトラーよりも上の役職があります。英語でいえばスチュワード、日本語では家か令れいと呼ばれる役職です。使用人の中では一番上の存在で──現代人の感覚でいえば、雇われ店長、といった感じですね。それくらいの権限はあったと言われています。

　他ほかにもフットマンやヴァレットなど、家の規模によっていくつかの種類、妥だ当とうな人数によって使用人は構成されていました。女性の使用人も同じく、です」

　すらすらと、淀よどみなくアンチョコを見ることもなく説明する深み閑かんの姿は、流石さすがに従育科教師のトップに立つだけはあると思わせるだけの説得力がある。

　そんな彼女が、一つ息を入れて……間を置いてから、言い放った。

「そして従育科が目指す執事、メイドとは──それら全すべてを兼ね揃そろえた、私的な秘書に近い管理職です。具体的には使用人の纏まとめ役、そして主人の要望に出来うる限り応こたえ、必要とあらば公私に渡り助言もしなければなりません。広い知識と教養がなければ心こころ許もとなく、細かな配慮が出来、健全で強きよう靭じんな肉体も必要とされるのです」

「…………なんだそのハードルの高さ……」

　秋晴は呆ぼう然ぜんと言ってしまい、それから胸中でそれも無理ないだろと自己弁護してみる。

　だって、深閑が言っていることはつまり、リーダーとしての資質が必要とされて、アドバイザーでもあって、おまけに気が利くボディガードでもあれ──と、そういうことだ。

　単に世話役というか、私設秘書みたいなことをするのが執事だと思っていたのに。大外れではないけど、想像を遙はるかに越える難なん易い度どだ。

　しかし、言われた通りの想像をしてみると……なんっつーか、とんでもなくハイスペックだな。どっかの社長になるとかプロスポーツ選手になる方が簡単なんじゃないかと思うくらいに。

　もしかして冗じよう談だんなのかと思いつつ深閑を見て────悟さとる。

　眼鏡めがねの奥は少しも笑っていない。あの目は本気な目だ。あの目のまま『死にたくなかったら靴くつを舐なめなさい』とか言われたら、本職のヤクザでも実行してしまうんじゃないかというくらいに真剣そのもので、堅かた気ぎの人間とは思えない威圧感がある。

　メイド服を着ているのに癒いやしとは正反対のオーラを放つ教師は、生徒全員を見渡すように視線を這はわせ、

「貴方あなた達は現在成長期です。身体的な意味だけでなく、精神的にもです。この時期に鍛きたえられた若人は、世間一般が不可能だとすることでさえ可能とするだけの力を得ることが出来ます。世界の頂点に立つのは──今、努力する人間です」

　冷えた、しかし不思議と誠意が込められていると分かる声が響いた後、プールサイドは静まり返り、生徒全員が息を呑のむように張り詰めた空気を纏まとっている。

　ただ、秋あき晴はるだけが例外だった。

「……いや、執しつ事じやメイドを目指すのに世界目指してどうすんだ？」

　我慢出来ずに突っ込みを入れると、素早く深み閑かんが睨にらんで来る。ギン、という効果音が聞こえてきそうなくらいの眼まな差ざしで、物もの凄すごく怖い。

　思わず体を強こわ張ばらせると、視線を外さぬまま深閑が目を細める。それが『余計なことを言ったら潰つぶしますよ』と言っているような気がして、体温が二度ばかり下がったような感覚に襲われる。ゴルゴンの目で見られるとこんな感じかもしれない。

　もしかしたらそんな脅きよう迫はくめいた意図は全然無かったのかもしれないが、逆さからえば間違いなく痛い目を見ることだけは確信出来てしまった。そりゃもう、震えが来るくらい。

　刑事さんが不ふ貞て不ぶ貞てしい態度の犯人に向けるような強圧的な視線は数秒続き──いい加減耐え切れそうになくなってとにかく謝ろうかとした矢先、ようやくで深閑の視線は逸それ、もう一度生徒の顔を見回すように動いた。

「以前にも言いましたが──貴方達は将来、主人を決め、仕つかえることになります。そしてその時、何が必要になるか分かりません。ですからこの学園にいる間に出来る限り知識を得て、取れるだけの資格を取り、心身を鍛きたえておくことが重要になるのです。

　仕えるということは即ち、彼かの人の傍かたわらに立ち、助力するということです。いざという時、自らの力の無さを悔いることなど無いよう、教養を身に付け、研けん鑽さんを積み、経験を深めるように。

　──分かりましたか？」

　誰も返事はしなかった。

　しかし誰もが理解を示したことが、空気で分かる。

　冷や汗を掻かいていた秋晴は少し置いてきぼりを食らいつつ…………けど、一方では胸の奥で燻くすぶっていた部分に火が点ついたのも感じる。

　かなり無茶苦茶言っている気がするが、この雰囲気は好みだ。余計なことを考えなくて済む。集中してとにかく学べば希望する将来への道が開けるというシンプルさが性しように合っているし、教える側も真剣だということが伝わってくるのでやる気も上がる。

　生徒の総意を確認したように深み閑かんは頷うなずいて、

「──それでは少し開始が遅れましたが、授業を開始します」

「…………」

　もう誰も無む駄だ口ぐちを叩たたいたりはしない。元々生徒側は秋あき晴はるしか話していなかったが、他ほかの生徒も耳を傾かたむける集中具合は段違いになっている。

　世界戦を前にした日本代表以上の纏まとまりで、静かな熱気が溢あふれんばかりだ。これ以上はない状態かもしれない。

　秋晴も背筋を伸ばし、これから深閑の口から伝えられる授業内容をしっかりと最後まで聞き届けようと意識を集中して──

「本日からの内容ですが、題して『困った時のいん・ざ・ぷーる☆初級編』です──総員、そのままプールに入りなさい」

「なんだそりゃあっっっ!?」

　沈黙は不可能だった。というか、突っ込めと言われたようなもんだ。

　数秒前の心地良いやる気の燃焼なんて、去きよ年ねんの残りの花火に火を点つけたような燻くすぶり方をして消えた。水を掛けられるとはこのことか。プールなだけにか。笑えないっての。

　なんでこう突とつ拍ぴよう子しのないことを言い出すのかと深閑の正しよう気きを疑いつつ、秋晴は勢いのままに質問を飛ばした。

「服着たままプールに入るって……それとさっきの話と、どう関係あるっつーんだ?!」

「従育科の授業は、座学も実技訓練も制服のままで行うのが基本です。いざという時、一々着替えてなどいられないでしょう？　示じ現げん流りゆうの修練にも似たような逸いつ話わがあります」

　確か薩さつ摩まの方にそんな流派の剣術があることやその逸話は秋晴も知っているが、それだけで納得出来るはずがない。なんだ、服着たままプールって。示現流の開祖は平へい服ふくでの修練を奨しよう励れいしたはずで、『モーニングコートやメイド服を着たままスイミングした方が良いよ』とは言ってないはずだろ。

「つまり、です。大切な主人がクルーザーから落ちるようなことがあったとしましょう。テロリストによって船が乗っ取られ、やむなく脱出するシチュエーションでも構いません。共通するのは一秒を争う事態──その時に脱衣の暇など無い、ということです。服を着たまま泳ぎ、安全な場所まで運ぶなり救助を待つなり出来なければ、その時に後悔するのは貴方あなたですよ」

「いやそんな時来ないだろ普通!?」

「普通でないことが起こる、それが上流社会です。常識に囚とらわれていては成長は無く、またいざという時に備えてこそ一流の執しつ事じ、一流のメイドです」

「けどよ──」

　どう考えてもおかしい授業内容と深閑の説明に、尚なおも食い下がろうとして──

　その時、秋あき晴はるはようやく気付いた。

　眼鏡めがねの向こう、深み閑かんの目は細められ、いつの間にかその手が自分の胸倉を掴つかもうと伸びていることに。

「さあ──『いざ』という時です」

　その言葉に、背に猛もう烈れつな悪お寒かんが走り──




　次の瞬間、秋晴の体はプール目掛けて、高々と放り投げられていた。




　んな馬鹿な、と突っ込む暇は、どこにも無かった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　午前の授業が終われば、その日の上育科必ひつ修す科目は終了。

　現国や英語といった一般教養は午前だけで、午後は選択授業オンリー。それも必修はないので、やりたくなければそれでいいというフリータイムの始まりだ。

　選択出来る授業には変なものもあり、その一つに茶会がある。燕えん翠すい楼ろうという名の茶会専用の建物で行われる、ただ単に食後の一時を紅茶など飲みつつ世間話をするだけの、これが授業だとは白はく麗れい陵りよう以外では認められないこと請うけ合いの内容だ。

　朋とも美みは茶会を選択していたが、その理由は他ほかの生徒とはちょっと違う。

　単に紅茶を飲みながらゴシップや自じ慢まん話ばなしに花を咲かせたい生徒達とは違い、『この雰囲気に溶け込み、少しでも親近感を得る』という目的を持っての授業選択をしていた。むしろそんな目的が無ければ茶会なんて選択しない。

　元が一般庶しよ民みんなので、白麗陵の空気は三年経たっても肌はだに馴な染じんでいないのだ。

　例えば、この燕翠楼。いくつも重なった燕つばめの巣をイメージして作られたという建物で、あちらこちらに翡ひ翠すいが輝いている以外はそこそこ落ち着いた雰囲気があるが、当然のように高級建材を使用して建てられている。四層に渡るオープンテラスは一番下の層でも地上十メートルの位置にある。その上の層は一回り小さな造りで、さらに七メートル上。

　通り抜けるだけの内部には、ここ半世紀で評判になった有名画家の絵が飾ってある。それも当然レプリカではなく、本物。テラスに出たら見られないっていうのに、とんだ無む駄だ遣づかいだ。

　大体にして燕翠楼自体、何期か前に卒業した生徒の親が建築会社社長兼デザイナーで『娘むすめの入学記念に』──と寄き贈ぞうしたという、とてもとてもありがたい建物なのだから、呆あきれてしまうのは当然かもしれない。

　まあ、燕の巣といえば白っぽい透明の高級食材、なんてイメージしかない金持ち連中からすれば、それなりにナイスなネーミングと思うのかもしれない。ただし庶民出身の朋美としては、日に本ほんにこんな白くて豪ごう華かな燕つばめの巣があるわけないでしょ、と突っ込みたい。けど、野や暮ぼだし非難されるだけだと理解しているので、笑顔の裏に隠かくすしかないわけだ。

　そういった感じで個人的には色々と含みはあるものの、燕えん翠すい楼ろうは四層の、お茶を愉たのしむ為だけのスペースとして存在していた。

　今朋とも美みがいるのは上から二層目の、五十人程度が席に着くことの出来る階だった。当然のようにエレベーターでここまで来て、それなりに話の傾向を把は握あくしている数人のクラスメイトと共に席に着けば、やはり当然のようにメイド服を着た女性が近付いて来る。

　彼女はまず、形式通りの一礼をして、

「お嬢じよう様さま方、本日はどのお紅茶をご所しよ望もうでしょうか？」

　そう訊たずねて来るわけだ。朋美としては「適当によろしく」でいいのだが、白はく麗れい陵りようの生徒としてはＮＧだ。

「私はトルコ紅茶を……そうね、今日はミルクティーで」

「わたしはディンブラを、ストレートで頂いただきますわ」

「なら私はダージリンのファーストフラッシュを。同じく、ストレートにしますわ」

　友人達は次々と、気分に合わせて銘めい柄がらを告げていく。

　あまり迷っているのもみっともないので、朋美は僅わずかな時間だけを置いて、

「わたしはアッサムの……そうね、セカンドフラッシュをストレートで」

　それで全員が希望を言ったので、メイドさんは微笑ほほえみを浮かべて「畏かしこまりました」と頭を下げ、一度建物の中へと消える。

　ちなみにここにいるメイドは学園で雇った人達で、二学期以降は従育科の生徒が混ざるということだった。ちゃんと準備期間をおいて、教育が済んでから実践というわけだ。

　それは正しい判断だ。単に紅茶を淹いれるだけ、などと考えている生徒も多いだろうが、すぐに愚おろかな思い込みと知ることになる。

　紅茶を淹れるのにゴールデンルールがあることくらいは知っているだろうし、一度覚えればそれほど難しいものでもない。だから簡単──などと思ったら、大間違い。

　朋美は経験で知っている。普通に麦茶や炭酸入りのジュースを飲んで育ち、母の再婚を機に上流社会に加わることになった経けい緯いから、色々と勉強したのでそれをよく理解している。恐らくは、ここでのほほんと紅茶を飲むだけのお嬢様方よりも。

　確かにゴールデンルールに則のつとり淹れるのは難しくないが、肝かん心じんなのは複数の種類の異なる紅茶を同時に淹れる、ということだ。

　今のように、ここのお嬢様達は自分の好みで注文する。同じ物を頼むことより、わざと違う物を頼む場合が多い。

　茶葉のサイズによって蒸らす時間も適正温度も変わるからその把握もしておかなければならず、茶葉を濾こして注ぐポットも温めておく必要がある。一度に数種類やらねばならないので、そのタイムラグも蒸らす時間として計算しなければならない。

　そんな面倒臭くさいことを、最短時間でやらねばならないのだ。

　銀のトレイに載のって運ばれて来たポットを見ながら、自分ならやっていられないなと思う。後で焼き立てのスコーンを運んで来るのも彼女の仕事だし、頃合いを見て二杯目を注ぐ為にも注意は怠おこたれないわけだ。

　友人達が他愛たわいもない話を始めたのでそちらへと注目しつつ、朋とも美みは秋あき晴はるのことを考えた。彼が苛いら々いらと紅茶を淹いれる様を思い浮かべると──面白いくらい、似合わない。嫌いや々いやでやっている姿が見えるようで、少し楽しくなる。

　同じ小学校に通っていたのは三年生までで、その頃の秋晴は華きや奢しやで引っ込み思案な男の子だった。クラスに仲の良い女子が何人かいて、彼女等とあやとりをしたり絵を描いたりして遊ぶ姿を見た記き憶おくがある。かと思えば少年らしくサッカーや野球といった運動も好きだったようで、男子の輪からも外れることなく、しかし中心ではなく脇わきを固める感じでグループに溶け込んでいた。

　なので男女の隔へだたり無くクラスの中心に位置していた朋美にとって、『弄いじくりやすい男子』という印象が強く、度々からかっていたし、泣かせたことも何度かあった気がする。

　まさかこんな所で再会するとは思わなかった。それは凄すごい驚きで、怖くもあり、嬉うれしくもある再会だった。

　……にしても、よくもまあ変わったものだと感心する。

　背は平均より高いし、体格はやや細身だが筋肉はそこそこありそうだったし、何と言っても目つきが物もの凄すごく悪くなった。昔はあんな、髪かみを茶色に染めて耳に安全ピンを刺すような子じゃなかったのに。あれじゃどう見ても不良だ。

　なのに従育科に編入してくる辺り、根っこの部分は変わっていないらしい。お人好しな世話好きで、からかい甲が斐いのあるところがとてもいい。

　慣れなければいけないとはいえ、こんな風ふうに可愛かわいらしいお嬢じよう様さま方に囲まれて無む駄だ話ばなしをしているよりも、秋晴の傍そばにいた方がずっと面白いだろう。

　確か今日の午後、プールの一部が従育科の授業で使われると、昼休みに相席した隣となりのクラスの子が話していた。何をするのかは分からないけれど、二コマ分の授業時間をただ泳ぐだけで終わらせるとは思えない。

　きっと、見ているだけで楽しくなるような面白いことをやるに違いない。そう思うとわくわくして、すぐにでも行きたくなる。

　──けれど、どうやってこの場を抜け出すか。

　一時間足らずのお茶会だが、その後の予定が無い場合は延長戦に突入することが多い。さしたる理由もなく退席すると、後でまた色々と言われる羽は目めになる。個人の感情としてはそう気にならないが、イメージ戦略としてはマイナスだ。

　どうしたものだろう、と朋とも美みが思し索さくに浸ひたっていると、

「──ここ、宜よろしくて？」

　後ろから聞こえてきた声に、反射的に振り向く。誰かは見ずとも分かっていたが。

　どこか高圧的な、それでも気品溢あふれる物言い。このお嬢じよう様さま揃ぞろいの白はく麗れい陵りようでも五本の指に入る名家の長女は、やっぱり今日も絡からんできた。

　朋美が言葉を返す前に、同席の友人がにこりと微笑ほほえみ、

「どうぞ、歓迎しますわ。丁ちよう度ど一席空あいていましたし、そこにお着きになるのがセルニア様なら断る理由なんてどこにもありませんもの。ねえ、皆さん？」

　他ほかの友人が口々に『ええ』とか『勿もち論ろんです』とか言うので、勿論朋美も断りはしない。

　セルニア＝伊い織おり＝フレイムハート。イギリス貴族にして世界規模で不動産業を営む富ふ豪ごうの家に生まれた長女で、見ての通りそこいらのモデルが裸足はだしで逃げ出したくなるような美人。秋あき晴はるは『ドリル』なんて言い方をしていたけど、ボリュームのある金きん髪ぱつを縦たてロールにしたその髪かみ型がたはよく似合っている。まあ、確かにドリルにも見えるけど。

　重要なのは──自分とセルニアが、とても良好とはいえない関係だということ。

　けれど今ばかりはその登場を嬉うれしく思い、朋美は見せかけだけではない微笑みを浮かべた。

　よくも良いタイミングで来てくれたものだ、と。

「ごきげんよう、フレイムハートさん。丁ちよう度ど良かったわ、あなたにお話があったんです」

「……？　珍しいこともあるものですわね。貴女あなたから話だなんて……」

　寄って来るのはいつもセルニアの方で、難なん癖くせをつける為というのが大抵だ。だから必然的に口論にもなるし、そんなことばかりだからただの世間話をしていても何となく喧けん嘩か腰ごしになってしまう。

　犬けん猿えんの仲、と朋美は思っているが、周りには仲なか睦むつまじいという印象らしい。とても納得いかない。

　けど、そのおかげで今はやりやすいというのも、事実。

　どうせ今日も何かねちねちと言いに来たに違いないセルニアは、予想だにしていなかっただろう先制攻撃に整った眉まゆを顰ひそめている。

　とても分かりやすい反応で、朋美としても簡単に済んでいい。

「昨日きのう、秋あき晴はるくんが少し失礼な言い方をしていたみたいですから。友人として、代わりに謝罪したいと思いましたので……」

「……謝罪？　貴女が、あの下げ人にんの代わりに、ですの？」

　ますます疑わしげに眉み間けんに皺しわを寄せるセルニアに、朋美は僅わずかに頭を下げて見せた。演技で頭を下げるくらい造ぞう作さもない。ちょっと不満だけど、それもこの後の展開の為と思えばいくらでも我が慢まん出来る。

「彼は……そう、まだここに慣れていないものですから。でも、悪い人じゃないんですよ」

「……フン、どうだか。分かったものじゃありませんわね」

「ええ、すぐに理解して貰もらえるとは思っていませんよ。だから──」

　にこりと、出来る限り親しげな笑みを浮かべて。

「少し、観察しに行きませんか？　真しん摯しに授業を受ける姿を見れば、伝わるものがあるかもしれませんから」




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　放り込まれたのが温水プールだというのは、果たして不幸中の幸いと言えるのだろうか？

　急に冷たい水に浸つかれば心臓に悪いし、プールサイドに真っ逆さまに落ちるよりは、そりゃあずっとマシだっただろう。

　けど、盛大に咳せき込こむ羽は目めになったのは……不幸中の幸いで済ませられるのだろーか？

　そんな自問をしつつ、秋あき晴はるはよたよたとプールの中を歩いていた。

　一歩一歩、踏みしめるようにして、両りよう腕うでも大きく振って。

　そうでもしないと、水中で、しかも抵抗バッチリな上に重くなった衣服を着たまま歩くのは難しい。ちょっと気を抜いただけで簡単にバランスを崩くずしてよろけてしまう。

　当然だが、泳ぐのはさらに難なん易い度どが上だった。放り込まれた後、試しにちょっと泳いでみたが、クロールなんて出来たもんじゃない。あっという間に両腕に疲労が溜たまり、情けないくらい簡単に息が上がってしまった。

　平泳ぎも浮きにくくて大変だったけど、クロールよりは幾分マシ。

　そんな発見が出来ただけでも成果はあったのかもしれないが、普通なら全く以もつていらない発見だ。少なくとも嬉うれしい発見じゃなかった。むしろ頷うなずいた後、軽くブルーな気分になれる。

　というか、筋肉痛で死にそうな時にやるようなことじゃないっての。なんかもうあちこちが痛いわ怠だるいわで、十分と経たたずに歩くだけでもやっとの状態になって、今はもうかなりよろよろでちょっとの油断が水没を生む感じになっている。

　他ほかの奴やつ等らはというと、まだ泳いだり潜せん水すいしてみたり、色々と試している。一応、男子は左寄りのレーン、女子は右寄りのレーンに分かれて。

　豪ごう快かいに秋晴をプールに投げ込んだ後──深み閑かんは他の生徒に対し『では、各自思うように鍛たん錬れんを始めてください。勿もち論ろん、準備運動は怠おこたらないように』と言って、今は監視台に座っている。特に指示をするつもりはないらしい。準備運動なんてする暇も与えられ無かった身としては文句の一つや二つや三つは言いたいが……まあ、うん、どうせまたプールに叩たたき込まれるだけだろうから、止やめておこう。今同じことをやられたら、疲労も手伝って溺おぼれるかもしれないし。

　それにしても体が重い。昨日きのうの長距離走で筋肉痛になっただけじゃなく、体力も削けずられていたのがこうして歩いているだけで実感出来る。泳ぎ続けるなんてとてもじゃないが無理な話なので、筋肉を解ほぐすようにゆっくりと歩いて、服を着たまま水中で動くのに慣れる努力だけしか出来ない。

　それでもかなりしんどい。足があまり上がらなくなってきたし、呼吸も少し乱れているし。ただ歩いているだけで、しかも温水とはいえ水の中で、炎えん天てん下かに登山をしている訳でもないのに、こうも辛つらいとは思わなかった。

　突とつ拍ぴよう子しもないアホなことをさせやがると思っていたけども、下へ手たな筋トレより地味にキツイ。もう何十分こうしているのかは分からないけど、もうそろそろ限界が近いかもしれない。

　まあ、ゆっくりとした運動なので今すぐに倒れるようなことも無いから、とりあえず指示があるまでは続けようと、歯を食いしばって手足を前に──

「そんな気張ってもしゃーないで？　適当なところで休まんと」

　不意に横手から陽気な声が聞こえて、秋あき晴はるは眉まゆを顰ひそめてそちらを見た。

　いつの間に寄って来たのか、すぐ横に二人、男子生徒がいた。どうやらその内の一人、オールバックに銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねを掛けた方が声の主らしい。そこそこ容姿は整っているけど、にまにまと口元が緩ゆるんでいて……なんかこう、殴なぐりたくなる。

「……何だ、お前」

「いやいや怪しいモンとちゃうで？　ほら、一緒に整列してたやん。すぐ後ろにいたやんか。もしかして気付かんかったん？　うわぁ、そいつはショックや……！　まだオーラが不足しとるなんて！」

　なんだか妙みように忙せわしなく身振り手振りをして、違和感のある関西弁で捲まくし立てる。思わず無視したくなるところを堪こらえ、秋晴はジロジロと遠慮無く観察した。

　モーニングコートを着ているから従育科の生徒には違いないんだろう……けど、なんつー胡う散さん臭くさい奴やつだ。漫まん画がとかだとこういうタイプが実は食わせ者の実力者だったりするけど、こいつは違う。絶対違う。むしろ小こ者ものっぽい匂においがする。

　後ろに控えている小柄な男子生徒がおっかなびっくりという具合で様子を窺うかがっているのも含めて、かなり怪しい。

　だからつい睨にらんでしまうと、オールバック男はにやりと笑った。

「そんな怖い目ぇせんでもちゃんと自己紹介くらいするわな。オレは轟とどろき慎しん吾ご、八月八日生まれのナイスガイや。身長は百七十一センチで体重は男の子のヒミツ、視力良しで見た目もええっちゅう、正しよう真しん正しよう銘めいのナイスガイや！」

「慎吾君、ナイスガイって二回も言ってるよ？」

「ミケのアホっ、そこは突っ込みポイントなんや！　いかにも間違いを指摘しましたー、なんて感じやのうて、もっとこう、どっかーんと笑い取れるように言わんかいっ！」

「ご、ごめんなさい……？」

「ああもうそこで謝られたら空気が冷たくなるやんかっ?!」

　一人騒がしくドタバタと暴れる轟とどろきはとりあえず放置することにして、秋あき晴はるは歩みを止めずにもう一人の小柄な男子の方を注視する。

　濡ぬれた前まえ髪がみは眉まゆに掛かる程度なのに対し、後ろ髪がやや長めで、中学生に間違われそうな童顔をしていた。まあ、ここには一昨日おととい出会った小学生にしか見えない上級生もいるくらいだから、これくらいなら全然許容範囲だ。むしろ普通っぽくて安心する。

　女子にからかわれ易やすそうな感じの気の弱そうな目も、声変わりはどうしたんだと思うようなボーイソプラノの声も、今までに見てきた奇人変人お嬢じよう様さまに比べればどうってことはない。……いやまあ、そんなのに慣れるのは割とまずい気もするが。

　このまま黙ってうっとうしい関西弁を聞いているのも嫌いやなので、秋晴は矛ほこ先さきをこっちへ向けることにした。

　向こうは向こうで秋晴の視線にすぐに気付き、その意図も理解したかのようにすぐに口を開いて、

「あの、僕は三さん家け満みつるって言います。その……よろしくお願いします」

「あぁ、よろしくな。……んで、そっちの関西弁男」

「おっ、なんやなんや？　このナイスガイに質問かいな？」

「初対面だから今は我が慢まんするけども、その調子で騒ぎ続けたら容よう赦しやなくぶん殴なぐるから。覚えておいてくれると助かる」
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「いやいや助かるって、どんなシチュエーションやねんな、それ」

「主に、警察の事情聴取か裁判の時だな」

　質問があったので秋あき晴はるが具体的に答えてやると、流石さすがに轟とどろきは 唇くちびるを結んで押し黙った。冗じよう談だんで言ったつもりだけど、向こうがどう取るかは勝手なのでわざわざ教えてはやらない。それに一ミクロンも本気の部分が無かったかと問われれば、その答えはノーだし。自分ではあんまり手が早い方ではないと思っているけど、こう、癇かんに障さわるので。

　まあでも、ひとまず黙ってくれたので、一応は会話のキャッチボールが成立するということだろう。いつかは殴なぐってしまいそうだけど。

　安心するにはちょっと早いが、ここでの男友達の存在は貴き重ちようだから、あんまり邪じや険けんにして関係を悪くするのも面倒だし、別にお喋しやべりな男が嫌きらいというわけでもないし。そのうち慣れるかもしれないし。

「……で、轟だっけか。もしかして、ここに入学する為に関西から来たのか？」

　そんな淡い期待をひっそりと胸に抱いだいて秋晴が話しかけると、居心地悪そうに小刻みに肩かたを揺らしていた轟は満面の笑みを浮かべた。話題を振られたのが嬉うれしいのか、それとも喋っていいと理解したからなのか。恐らく後者っぽいが、どうにしろ扱いやすい奴やつかもしれない。

「ちゃうよ。実はオレ、生まれも育ちも茨いばら城きやねん」

「……じゃあなんで関西弁？」

　ひょっとして両親がそっち出身なんだろーか、と秋晴が予測していると、轟はチチチと人差し指を横に振って、

「決まってるやん。キャラ立てや、キャラ作りの一環や！　今日きよう日び、顔がいいだけの男じゃモテへんねん。インパクトも薄いねん。友達も出来へんねん」

「……お前、今さらっと自分は二枚目発言しただろ」

「気のせいやって！　まあそれは置いといて、こっからが肝かん心じんな話や。オレらはいずれどっかの主人に仕つかえるべく頑がん張ばるわけやけども、その候補者はここの生徒かその縁えん者じやっちゅう可能性が高い。それは理解しとるよな？」

「まあ、な」

　ここで三年間を過ごし、いざ就職となった時。教師がつけるだろう成績も参考にはなるだろうが、実際にはどれだけ使えるか分からない人間を雇やとうのは冒険になる。大学に行かないとしたら、まだ未成年。それを、将来性を見込んで雇い入れるのは……まあ給料の額にも依るだろうけど、ちょっと腰こしが退ひけても仕方ないな。

　けど、同じ学まなび舎やで過ごして、その目で実力の程を見てきた本人──もしくはそいつから評判を聞いた人間ならば、冒険の部分は最小限で済むはずだ。

「せやから少しでも印象を強うせなあかんと思うてな。いかにも執しつ事じっちゅうオールバックと銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねに、違和感バリバリの関西弁──このミスマッチが受けんねん！」

「……そうか」

「あ、ちなみに眼鏡めがねは伊だ達てなんよ。この似え非せ関西弁は、適当にお笑い番組見て覚えたんや」

　道理で言葉遣づかいもアクセントもおかしいはずだ。ひょっとしたら、いやいやひょっとしなくても、頭の方もおかしいかもしれないけど。

　一応納得は出来たが、それは轟とどろきの喋しやべりに関してだけであって、インパクト云うん々ぬんに関してはかなり懐かい疑ぎ的てきだ。こいつの場合、明らかにマイナスイメージにしかならないだろ。上育科のお嬢じよう様さま達が冷ややかな、或いは珍ちん獣じゆうを見るような生暖かい目をしてこの似非関西弁男を見ている光景が目に浮かぶ。

　まあ、わざわざ指摘なんかしないけど。何となく轟の言い分は建前っぽく聞こえ、本当は単に楽しいからやっているだけに思える。それならば邪じや魔まするのは野や暮ぼってヤツになる。

　だから秋あき晴はるは一つ頷うなずくだけで留とどめることにした。本気だとしても、それはそれで。

　ただ、うざいことに轟の喋りは留まることを知らなかった。

「それにしても、転校生なぁ。ええな、転校生！　注目の的やん。めっさ噂うわさされてるやん。羨うらやましくてしゃーないわ。それにジブン、彩さい京きようの姫ひめさんと知り合いなんやって？」

「あー、まぁな」

「ごっつい縁えんやないか。これを羨ましがらんでどうせえっちゅーねん！　あの彩京やで!?　日本どころか世界規模で大活躍のコングロマリットの頂点に立つ、彩京の一人娘むすめやで!?　それだけでも十二分に羨ましいっちゅうに、あれだけの美人で、しかも成績は抜群ときとる。そんな子とお近付きになれるだけで勝ち組やがな！　ミケもそう思うやろ?!」

「ええっと…………ちょっと羨ましいかも」

　照れるようにして三さん家けまで同意した。なんというか、監視台にいる深み閑かんよりもこいつの方がメイド服が似合いそうだと思うくらい、はにかんだ笑みは愛らしい。轟が『ミケ』と呼んでいたのは名みよう字じの読み方を変えているんだろうとは予測していたけど、どうやらそれだけじゃないようだ。子猫のような愛あい玩がん動物らしさがあるのでしっくり来る。

　とはいえ、二人の意見にはこれっぽっちも同意出来ないけど。彩京がどれだけ大きくて朋とも美みがどれだけ人気者だろうが、だからといって過去が変わるわけでもないし。今も昔もひたすら厄やつ介かいなヤツだから、むしろお近付きになりたくないっての。

　何にも知らない奴等は気楽でいいなぁ、と思いながら秋あき晴はるは嘲あざ笑わらうように口元を歪ゆがめる。

「朋美のヤツは昔の知り合いだが、別に知り合いだったからって良いことなんかねぇぞ」

「んなわけあるかいな。あれだけの美人やで？　っちゅうかジブン、セルニア嬢じようとも随分と仲よさげだったやないか。昨日きのうの昼休み、見とったで」

「……あれを見てどの口でそんなこと言いやがる」

　どこからどう見ても険けん悪あくそのものか、もしくはその後の流れも含めて冗じよう談だんのキツイコメディにしか思えないはずだ。伊達眼鏡でなく、ちゃんとレンズに度を入れた方がいい。もしくは脳の検査をするべきだ。

　……まあでも、轟とどろきの脳内フィルターがイカれていてセルニアと仲良く見えたというのなら、羨うらやましく思う気持ちも多少は分からなくもないと、秋あき晴はるですら思う。

　髪かみ型がたはともかく、輝くような質感の金きん髪ぱつと、それに似合うだけの美び貌ぼうとスタイルをセルニアは兼ね揃そろえている。頭の中身はちょっとばかり変な回路が埋うまっているみたいだが、直情的な性格は嫌きらいじゃない。朋とも美みのように魔ま女じよめいた陰険さがないだけ、百倍マシだろう。

　ただし、それは向こうがこっちを敵視していなければ、の話だが。自分のことを嫌い、見み下くだすような女を相手に見返してやりたいとは思っても、あえて仲良くしようとは思わない。そんな面倒なことはしたくない。

　そんなことより、今は白はく麗れい陵りようでの生活に慣れる方が大切だ。

　まずは授業をちゃんとこなせるようにならないと──と、改めて思った時、秋晴はあることに気がついた。

　話しかけてくる時、確か轟の奴やつは──

「なあ、もしかして個人の判断で休んでいいのか？」

「おう、そやで。オレらもそろそろキツイし、こうして休きゆう憩けいの誘いに来たんや」

「それは……いいけども、大だい地ちの奴は誘わないのか？」

　言って、秋晴は一人黙々と一番端はしのレーンで泳いでいるルームメイトを見やる。

　服を着たまま、しかも見ている限り大地の奴は泳ぎっぱなしだというのに、そこそこ速い。それに安定感のある泳ぎだ。

　……ただし、なんか妙みような泳ぎ方だけど。小学生くらいの時、バラエティ番組で『甲かつ冑ちゆうを着たまま泳いでみよう！』といって戦国時代の人に倣ならい芸人が挑戦する企画があった気がするが、その時に見た泳ぎ方に似ているように感じる。あいつはどこの時代の人間なんだろう。

　ぼんやりとそんな感想を抱いだいていると、

「大地なぁ。アレは無理や、協調性っちゅうもんがないねん。それに休きゆう憩けいせんでもまだまだ持つやろうし。背の丈たけはミケよりちっこいのに、なんかおかしいわ。背中にニトロでも積んでるんとちゃうか？」

「いやニトロ積んでもスタミナには関係ないだろ」

　反射的に突っ込みを入れると、轟がにやりと笑った。乗せられたのが何となくむかつくが、三さん家けの奴が済まなそうな顔をしているので殴なぐるのは止めておく。

　大体、漫まん才ざいなんてやっていられないくらい疲れている。

　秋晴は端はしまで着いたところで折り返すのを止やめて壁に寄り掛かると、轟と三家も似たように横に並んで休み、そこでようやく一息ついた。

　……が、轟のにやにや笑いは止まらない。

「それにな、大地を誘ってもしゃーないねん。前にも誘ったんやけど、理解してくれへんかったんや」

「……は？　理解？」

　言っている意味が分からず、秋あき晴はるはつい聞き返してしまった。

　そして轟とどろきは、待ってましたと言わんばかりに右手で水面を叩たたいた。

「そや！　見てみぃ、あのクラスメイトの勇ゆう姿しを！」

　促うながされ、秋晴は泳いでいるメイド服群に目をやる。

　休んでいる生徒が半分くらい。クロールで泳いでいるのが一人。平泳ぎが四人。後は歩いている。勇ましいというか、真ま面じ目めに頑がん張ばっているのが見て取れる光景だ。けども、あれがどうしたっていうのか、まるで分からない。

　秋晴が眉まゆ根ねを寄せていると、ぬっと肩かたに腕うでが回された。言うまでもなく轟のもので、明言するまでもなくうざったい。

　が、苦情を言う前に浮かれた声が耳に届いた。

「見たまえよ、あのスカートのひらひらを。平泳ぎの、蹴けりをする度にふわっと広がる魅み惑わくの布地を」

「……お前、なんか喋しやべり変わって──」

「ほら今っ！　見事にふわって！　おみ足が！　ガーターまで見えたで?!　ああっ、惜しい!?　もう少しで奥底に潜ひそむ神秘が垣かい間ま見えたというのに……！」

　興奮しながら話す轟の言葉通り、確かにスカートはクラゲのようにひらひらふわふわと不安定に広がったり足にまとわりついたりしていた。ちらちらとニーソックスに包まれていない太もも部分が、見えて、しまったり──

　ふわっと布地が泳ぐ度に、こう……言い様ようのないときめきというか、もしかしたらもしかしてしまうんじゃないかとか、ダメな思考で脳内メモリが占せん領りようされてしまう。

　さっきまでそんなことに気付かずにいたが、一度気付くともうダメだ。どうしても平泳ぎしている子に目線がいってしまう。あれか、ロールシャッハか。騙だまし絵か。見方が変わるとそう見えてしまうのか。純粋な少年の心はすっかり染められてしまったのか。

「あおぅっ……惜しい！　つーか何で見えへんねん！　白の誘ゆう惑わく地帯が！　さっきなんて一生懸けん命めい潜せん水すいしてたっちゅうに見えへんねんで!?　物理法則以外の何かが働いてるんとちゃうんか!?　鉄のカーテンってあれのことかいな?!」

「……慎しん吾ご君、真ま面じ目めに訓練していると思ったら、そんなことを……」

「ミケのアホちん！　そんなこととはなんや!?　人類の、男の、誰もが夢見るシチュエーションやないかい！　そこで動かんといつ動くんや！　男にはパンツの為に命を賭かける瞬間が一度はあるんや！」

　興奮した轟が何だかとんでもないことを言っているが、秋晴は突っ込めない。昨日きのう、うっかり下着に気を取られて回避行動が遅れて地じ獄ごくを見た身分なので、突っ込む資格はない。むしろジクジクと胸が痛かった。もしかしてこいつと同類なのかと思うと、遠くにいる両親に謝あやまりたくなる。

　ただ──全く同じ人種ではない証しよう拠こに、似え非せ関西弁のエロハンターが気付いていない事実に、秋あき晴はるはもう気付いていた。

「ああもうっ、切ないくらい際どいなぁ！　コツはあれや、一度プールサイドに上がった女の子が水に入る時、空気を孕はらんでスカートが広がる、あの一瞬や！　あの時に潜水しとれば、もうこれは間違いないで?!　おおっと、これは覗のぞきとちゃうで!?　オレは単に熱心な態度で訓練に臨んだ結果、つい女人サイドへ潜水してしまったナイスガ──ぃぶふぉっ?!」

　強烈にアホな熱弁だったが、最後まで言い切る前にどこからともなく飛んできたビート板がこめかみに直撃。

　轟とどろきは名前の通り轟ごう沈ちんし、水面下へと消えていった。

　秋晴はやれやれと首を振り、それから下げ手しゆ人にんを見やる。ビート板を投げた人物が先程からこちらを注視していたのは知っていたので、確認は楽だった。

　監視台に座るメイド服の教師は、絶好調に冷ややかな目で轟が沈んだ辺りを見て、

「轟さん、不ふ埒らちな考えは止よしなさいと言ったはずです。セクハラは立派に犯罪です」

　それはそうだが、果たして体罰は看み過すごしていいのかどうか、悩むところだ。まあ今回は間違いなく轟が悪いので、見て見ぬフリ。実際、ちょっと前から休きゆう憩けいしている女生徒の目が痛かったし。

　三さん家けも同情するつもりが無いのか、ふぅ……とため息を吐ついて、ぽつりと呟つぶやく。

「それにしても凄すごいなぁ。ビート板は軽いし空気抵抗を受けると予測出来ないあらぬ方向に飛んでいっちゃうのに、的確に慎しん吾ご君に当てるなんて。……凄いなぁ」

　そう言って、何な故ぜだか熱い吐と息いきを吐はいた。やっぱり、こいつも何か間違っている。まともな男子はいないのか、白はく麗れい陵りよう。自分もその一員っていうのはかなり嫌いやだ。

　まあ、そんな暗い未来ばかり見ていても仕方がない。自分だけは真人間でいようと誓ちかい、秋晴は気を取り直すべく話題を変えた。

「……しかし、大だい地ちほどじゃないにしても、お前等も体力あるよな」

　それはふざけた態度の轟や小柄な三家だけでなく、女生徒も含めてだ。昨日きのうの一件が尾を引いているとはいえ、女子はスカートがひらひらして泳ぎにくいというハンデがあるはずだから、やっぱり体力面でやや負けているように思える。

　特に部活をしていた訳じゃないが体力にはそこそこ自信があったので、この現状には素直に驚いた。メイド服が実は強化スーツなんじゃないかと馬鹿なことを考えてしまう程に。

　その疑問に答えてくれたのは、照れ笑いを浮かべた三家だった。

「僕達、二ヶ月の間、殆ほとんど毎日体力作りさせられていたから……うん、だからこれくらいはね。深み閑かん先生に鍛きたえられているんだから」

「そやなぁ。鉄ゲタ履はいて走らされたり、米こめ俵だわら担かついで長距離歩かされたりしとったしなぁ。すぐにあっきーもこれくらい出来るようになるで」

「……誰があっきーだよ」

　変な愛称で呼ぶ轟とどろきを睨にらむが、真顔で指差されてしまい、秋あき晴はるは舌打ちをして黙り込む。大体こいつはいつの間に浮上したのか。ぽたぽたとオールバックにした髪かみの毛から滴しずくが落ちているものの、まるでダメージが無いように見えた。

　馬鹿って思いの外強いんだなぁ……、と感かん慨がい深く思い、納得する。

「ってことは、あれか。基礎体力作り以外はしてないのか？」

「ちゃうよ。入学前に二週間合宿があってな、そこでしごかれたんや。そう、メイドさんにしごかれたんよ！」

「うざいぞセクエロボケの関西もどき」

「セクエロ?!　しかももどき?!　なんやその新ジャンル!?」

「合宿ではね、歩き方や食事の運び方、それに礼とご用聞きの仕方だけしか習わなかったんだ。それをひたすら、二週間。軍隊の新兵訓練ってこんな感じなのかな……って思ったくらい、厳しかったよ」

「なるほどな……それで、後はひたすら体作りか」

「そう、体作りや。本当にしたかったのは、まあ燃えたぎるような青春の発露っちゅーか、健全なオトコノコのミッドナイトトライアルなんやけど、同じ寮に住んでいても夜よ這ばいのチャンスが──」

「だからね、こんな僕でも体力だけはついたんだ。頑がん張ばれば、秋晴君もすぐに追いつくと思うよ。僕よりも背が高いし」

「だといいんだけど、な。まあ、頑張るしかない訳か」

「な、なぁミケ？　あっきー？　無視って深刻ないじめとして思春期のトラウマになるっちゅう話なんやけど、そこんとこどう思う？」

　何な故ぜかぷるぷると指先を震わせる轟は蚊か帳やの外に放っておいて、秋晴は考える。

　やはりというか、二ヶ月の遅れというのは小さくないらしい。高校から野球を始めて甲こう子し園えんを狙ねらう──というのに比べれば全然マシだが、きっとここにいる奴やつ等らは、昨日きのうやった拷ごう問もんのような走り込みを二ヶ月の間耐えて残った面子メンツなんだろう。その成果が見事に出ているわけだ。

　しかし……鉄ゲタに米こめ俵だわらに、着衣水泳。どこまで本気なのかいまいち分かりづらいメニューなのに、それでも立派に成果が出ているのがかなり不思議だ。これが世に知れたら、真ま面じ目めに科学論ろん拠きよに基づいたトレーニングをしているアスリートがふて腐くされかねないな。

　そんなことを、我関せずと一人黙々と泳いでいる大だい地ちを見ながら思っていると、

「ん……あれ？」

「どないしたんや、ミケ。ようやくジブンのやっとることが幼気いたいけな心を剣けん山ざんで刺しとるっちゅうことが理解出来たんか？」

「そうじゃなくて……あれ、見てよ」

「んなどうでもええような反応を──って、おぉっ?!」

　二人のやり取りに、秋あき晴はるも遅ればせながら気がついた。

　轟とどろきと三さん家けが見ている方向を、他ほかの女生徒達も何人か注目している。

　それはプールへの出入り口で、そこから知った顔がこちらへ向かって歩いている、ということに。

「朋とも美みに、ドリル女……」

　他に数人、どこか落ち着きのない様子で後を付いて来ている上育科の女生徒がいるが、とりあえずそれは無視しても良さそうだ。

　問題は、どうしてここに朋美が来たのか。しかもセルニアと一緒に。その点に尽きる。

　なんだかまた妙みような厄やつ介かい事ごとに巻き込まれるんじゃないかと、背筋が震える。轟の奴やつは軽々しく言っていたが、トラウマっていうのはこういうことを言うんだ。特に嫌いやな予よ兆ちようはないのに、朋美が近付いて来ただけで体が怯おびえている。昔とは違って男女の体格差が出た今でも尚なお、牙きばを剥むかれたら敗北必至という妙な確信があるくらい、心と体に負け犬っぷりが染みついているのがよく分かる。

　どうにかならないものかと思いながら、秋晴はとりあえず無条件で萎い縮しゆくしそうになる心を反骨精神で奮ふるい立たせ、朋美達の様子を見守る。

　彼女等は監視台の近くまで来ると、頭上で座る深み閑かんへと向けて、代表をしてかセルニアが口を開いた。

「私達、授業の様子を見学に来ましたの。別に、構いませんでしょう？」

「勿もち論ろんです、フレイムハートさん。他の方々も、どうぞ気を楽に。私は監視の役目がありますので案内等は出来ませんが、ご自由になさって構いませんので」

　それまでと変わらない無表情と丁てい寧ねいな言葉遣づかいの深閑だが、秋晴は少し不思議に思った。堅い印象が強いこの教師なら、上育科のお嬢じよう様さま方が相手だろうと、授業の邪じや魔まになりそうなのでお引き取り願うものだとばかり思っていたのだが、実際には寛かん容ように許可を出した。

　どうしたんだろうと首を捻ひねり……割とすぐに理解に至った。スポンサーの娘むすめで、しかも将来的には雇用主になるかもしれない彼女達なら、授業を見て成果を知るのも当然の権利なわけだ。さっき戯たわむれ混じりに轟が言っていたのはこういう事態もあるからか。

　しかしまあ、こっちの心情からすれば鬱うつ陶とうしいだけだけど。真ま面じ目めに取り組んでいるように見える内容ならともかく、服を着たままプールで泳いでいる姿を見られても、なあ。からかわれるネタが増えるだけの気がする。

　現に、朋美の奴やつは微笑を崩くずしていないものの、こっちを向いたセルニアの顔には嘲あざ笑わらうような色が浮かんでいやがるし。プールの中にいる以上仕方ないとはいえ、文字通り見下されているのが腹立たしい。

「……なんや、気にくわんな」

　まるで同調するように轟とどろきがそう言ったので、秋あき晴はるは思わず隣となりを見てしまった。ちょっと意外な発言だ。何となく、相手が美人なら多少性格が悪かろうがへらへら笑っているタイプだとばかり思っていたのに。

　──しかし、おかげで少し頭が冷えた。自分以外の人間が気分を害しているのを見たのが良かったらしい。

　こういう場合、ちょっとでも冷静な方が宥なだめる役回りにならないと。

「まあ落ち着けよ、轟。お前の気持ちは分かるが……」

「落ち着いてなんていられへんわっ！　こんな口く惜やしいことがあるかいな!?」

　そう言って、轟は忌いま々いましげに朋とも美みやセルニア達を見上げる。

　秋晴はそんな轟に共感しつつ、落ち着かせようと肩かたを軽く叩たたこうと──

「なんで水着とちゃうねん!?　上育科のお嬢じようなんやから、こう、隠かくす気があるのか無いのか分からんギリギリ感漂ただよう水着での登場ちゃうんぐほはぁっ?!」

　全部を言い終わる前に、今度は鞭むちのように撓しなったコースロープが飛んできて、なんだか魂たましいの叫びっぽい妄もう言げんを垂れ流す馬鹿の頭を殴なぐり倒した。見るまでもないが、黄と青のカラフルなコースロープを辿たどってみると、監視台に座る深み閑かんの手元に行き着いた。まあうん、そうだろうと思ったけど。

　それにしても、まるっきりちっとも共感していなかった。少しでもこの似え非せ関西人に仲間意識を覚えた自分が恥ずかしい。

　それはまあ確かに、セルニアなら際どい水着も似合うだろうし、そんな格好で登場されたら今まで蓄積していたイメージ負債を帳消しにしてしまっていただろうけど──違う、そういうことじゃない。危険なことに、どうやら轟のエロ思想に毒されかけているっぽい。由ゆ々ゆしき事態だ。轟め、なんて迷めい惑わくな奴やつだ。あとで絞しめておこう。あのオールバックをオランダ国旗みたいな色に染めてやれば気が晴れるかもしれない。

　──と、秋晴がそんなことを思って身み悶もだえしている間に、ぺたぺたという音が近付いていた。顔を上げて現実を直視すれば、朋美達はすぐそこまで来ている。

　さて、どう対処したもんだか。ちらっと三さん家けを見てみれば、明らかに緊張したように頬ほおを紅潮させて表情を硬くしていた。復活した轟は髪かみ型がたを整え眼鏡めがねをかけ直し、なんだか余よ裕ゆうっぽい雰囲気を醸かもし出していたが……手が滑すべって眼鏡を水中に落とす辺り、こいつも緊張しているらしい。

　相手が上育科だからって緊張することはないと思うが、他ほかの生徒はそうもいかないらしい。……まあ、朋美が相手なら違う意味で緊張することになるんだけど。

　凶きよう悪あくなトラウマを植え付けてくれた元げん凶きようは、プールの端はしで固まっているこちらから二メートル程ほど離れた所で止まり、もう見慣れた作り笑いをした。

「ごきげんよう、秋あき晴はるくん。少し見学しに来てみたんですけど、休きゆう憩けい中ですか？」

「あー、そんなところだ。だから見て楽しいようなことはないから、さっさと帰って茶でも飲んでる方がいいと思うぞ」

「忠言はありがたいんですけど、お茶はもうしてきたの。まだ授業はしばらく続くみたいですし、いつまでも休憩している訳ではないでしょう？　だから少しくらい退屈でも平気だから、気にしないでね」

　丁てい寧ねいな言葉遣づかいに柔やわらかな物もの腰ごしだが、秋晴には『あんまり退屈させたら承知しないわよ』と言っているようにしか聞こえない。それもたぶん、勘かん違ちがいじゃないし。

　ただこうしてプール際でいるだけでも眠ねむくなるくらい疲労が溜たまっているというのに、さてどうしたもんだろうと考えていると、やおら高圧的な声が降ってきた。

「フン……彩さい京きようさんがどうしてもと言いますので来てみれば、プールで水遊びですの？　それも服を着たままだなんて、正気を疑いますわ」

　腕うでを組んで失笑混じりのセルニアは相変わらずの物言いだったが、秋晴もその気持ちはよく分かるので、あえて反論はしない。どう考えてもこれは遊んでいるようにしか見えないだろうし。やっている方は割とキツイけど、そんなことはまず伝わらないだろうし。

　それより少し気になることがあるので、そっちを注意することにする。

「どうでもいいけど、お前、それ以上こっちに来るなよ」

「…………なんですって？」

「あー、なんだ。これは善意で言ってやってるんだ。そんなドリル尖とがらせてないでちゃんと忠告に従った方が身の為だ」

「あっ、貴方あなたまたしても私の髪かみをっ──！」

　瞬時に怒りゲージが満タンになったらしく、セルニアが大おお股またでこっちへ来ようとする。ついでに、さっきまでそわそわしていた轟が息を呑のんだ。

　折角注意してやっているのに、どうしてこの女は善意を無む下げにするのか。こうなるなら黙っておいた方が良かったかもしれないが、まだ間に合いそうだと判断し、

「お前、俺おれ等らがどこにいるか分かってんのか？」

「………………何を言ってますの？」

「いや、何をって言われるとちょっと困るが……強いて言えば、彼ひ我がの位置関係か？　高低差の方が正しいかもしれないけども」

　分かりやすく言ってやったつもりだが、足を止めたセルニアの眉み間けんに皺しわが刻まれただけだった。これでもまだ婉えん曲きよくだっていうのか。

　代わりに轟があからさまに慌あわてて肩かたを掴つかんできて、

「あっ、あっきー何言うとんねん?!　もうちょい、もうちょいやのに！　もうあと七センチで、今度こそ──」

「けどよ、知らずにいて見ちまったら、きっと後で気付いた時に難なん癖くせつけられるぜ？　どっちかっつーとマイナス要因の方が強くないか？」

「アホや、あっきーはアホや！　男の子なら刹せつ那なの欲求に従えや！　保身なんて三途さんずの川に浸つかりながら考えればええねん！」

「……僕はちょっと、それは遠慮したいかなぁ……」

「ミケまで!?　ええい、おのれら揃そろいも揃ってタマ無しかい……！」

　ヒートアップしている轟とどろきに、状況が理解出来ずに狼狽うろたえ始めたセルニアと、もうこのままだと埒らちが明かない。

　これ以上は付き合いきれないので、秋あき晴はるはさっさと種たね明あかしすることにした。

「なあ、セルニア」

「っ……な、何ですの？」

「あともう一歩でもこっちに近づいたら、そのスカート丈だけだと中が見えるぞ」

「なっ────!?」

　そう聞いた途と端たんにセルニアは盛大に後ずさった。やっぱ気付いてなかったか、迂う闊かつな奴やつめ。

　顔を羞しゆう恥ち心しんで赤くして、スカートの前を両手で下に引っ張るようにして押さえる姿は……何というか、なかなかに可愛かわいい。今までがつんけんした態度だっただけに。
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　だからついむくむくと悪戯いたずら心ごころが刺激され、秋あき晴はるはにやっと口くち端はを吊つり上げて笑い、

「そうだな、授業中だからそれっぽく言ってやると……要いらぬ進言かもしれませんが、ドリルのお嬢じよう様さま、もし他者に下した穿ばきを見せびらかすような露出癖ぐせが無いのであれば、それ以上前へ行かぬ方が良いかと申し上げます──ってとこか」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいというか、からかっているようにしか聞こえないはずの言葉を紡つむぎ出して、秋晴は僅わずかに頭を下げて見せる。どうせなら格好良く深々と礼をしてやりたいところだが、胸の辺りまで水位があるので残念ながら出来なかった。

　でもまあ、上々だろう。言葉遣づかいはもっと勉強が必要かもしれないが、目的が目的なので、今はこれで十分なはずだ。

　現に──セルニアは怒いからせた肩かたを震わせて、存分に眉まゆを吊つり上げて、今にも破は裂れつしそうな風船を連想させるくらいにメーターが振り切れて見えた。

　ちなみにそんな彼女のやや後ろにいる朋とも美みは、にこやかな表情のまま片手で口元を隠かくしている。上品な仕種しぐさに見えないこともないが、あれは意志の力だけでは堪こらえられないくらいどうしようもなく笑ってしまうのを隠かくしているだけだな。声をあげないだけ大したもんだと言うべきかもしれない。まあ、他ほかのお嬢様方はしきりに瞬まばたきをしたりぽかんと口を開けたりして、ちっとも笑っていないけど。

　それにしても、怒ど髪はつ天てんを衝つかんばかりの金きん髪ぱつドリルの迫力は大したもんだ。気が弱そうな三さん家けは言わずもがな、さっきまで脳がピンク思考で埋うまっていた轟とどろきさえ怯おびえたように身を引いているし。

　大した剣けん幕まくだが……いい加減、もう慣れた。真まっ直すぐに気持ちをぶつけて来られるのは嫌きらいじゃないし、いざとなればプールの真ん中辺りに避ひ難なんすればいい。流石さすがのドリル女も制服を濡ぬらしてまで追っては来ないだろうし。

　そんな風ふうに若じやつ干かんの余よ裕ゆうを持っていると、セルニアはわなわなとスカートを掴つかむ両手を震わせて、臨りん界かい点てん突破の瞬間を迎えて口を開け、




　──突然ひらひらと降って来た赤い薔ば薇らの花びらに、出すはずの怒声を失った。




　秋晴も目をパチクリさせて、頭上を見上げた。

　外なら分かるが、ここは温水プールの施設で、屋内だ。いくら突風に煽あおられても薔薇の花びらが舞うなんて事態が起こるはずがない。

　…………自然現象ならば。

　何となく、こんなことに覚えがある。

　この白はく麗れい陵りように来た初日、華か美びに、派手すぎる演出で、無む駄だな登場をした男がいたことを。

「…………これは……」

「まさか……」

「また彼が……でも、どこから……？」

　そしてどうやら他ほかの生徒も思い当たる人物がいるようで、キョロキョロとあちこちへ視線を彷徨さまよわせ──

「ふっ……君達が捜さがし求めているのは、薔ば薇らの如く咲き誇る夢かな？　それとも、水際を謳うたう妖よう精せいかな？」

　プールに響く演技臭くさい声に、秋あき晴はるは当て勘かんで振り向き、見上げ、

「それとも──薔薇よりも妖精よりも美しい、この、風かざ祭まつり灯とう一いち朗ろうかな？」

　飛び込み台に立つ、意味不明なことを言っているハイクラスのナルシストを発見した。

　薔薇の花を指に挟はさみ込み、それを地上へと差し出すように腕うでを伸ばして、何な故ぜか目を閉じ微笑を湛たたえている男が、一人。ちなみに上育科の男子制服は浅あさ緑みどり色いろのブレザーで、今あいつが着ているフラメンコでもやるのかと言いたくなるようなひらひら装飾の開かい襟きんシャツに白のベルボトムという勘かん違ちがいファッションじゃない。……つーか、あれを着こなしているっていうのはある意味凄すごい。見上げているこの角度じゃ靴を履はいているかどうかは分からないけど、どちらにしても変人査定がこれ以上プラスされることはないくらい、もう完かん璧ぺきに出来上がっている。変態として。

　地上十メートルの飛び込み台からわざわざ薔薇の花びらを散らしたのも、この大だい吉きち野や郎ろうに間違いなかった。

　でも、ここに来る途中に薔薇の花なんて植えてなかったはずだ。プールサイドにも勿もち論ろん無い。ということは、あれか。わざわざこの為に、自分を演出する為に摘つんで来たのか。それでもって、花びらを抱かかえたままひっそりと、誰にも見つからないように上った、と。

「…………随分と突き抜けた馬鹿がいたもんだな」

「まあ、そやな。いつものことやから、オレはもう慣れたけども」

「……いつものことなのか？」

　つまり、前回現れたのも、偶ぐう然ぜんではなくて狙ねらってやったということか。

　目立ちたがりなのは分かったけど、そこにかける努力が凄い。まるで尊敬は出来ないが、凄いことは認められる。ただし、絶対に友達にはなりたくないが。

　そんなことを思いながら、秋晴は飛び込み台を見上げ続けていた。

　この後、どういう展開になるか──何の自じ慢まんにもならないけど、何となく想像はつく。たぶん他の生徒もそうだろう。

　幅数十センチの板の上にいる風祭は、何な故ぜかその場でくるりとターンを決めて、

「落ち着きたまえよ、諸君。諍いさかいは醜みにくく、品格を貶おとしめる……それだけではないよ。怒りは、ストレスは、肌はだにも悪い。折せつ角かくの美を無む惨ざんなものとするのは罪悪ですらある。だからこそ人生には余よ裕ゆうが必要なのさ」

　よく分からない演説を始め、

「学院生活に置いてどうしようもなく蓄積する鬱うつ憤ぷん──それに対する最高の治療法は、心を洗い褪あせた色彩を取り戻させるだけの力を持つ、美の結晶に目を注ぐことなのだよ。そして諸君は幸運にも、究極ともいえる美の結晶を、既に知っている……」

　ふわっ──と慈いつくしみを込めたかのような動作で手に持っていた薔ば薇らを前へ投げ、自らの体を掻かき抱いだくようにして……

　次の瞬間、身に纏まとっていた衣い装しようは両の手で剥はぎ取られた。

　どうやら仮かり縫ぬいのように簡単に破れるようにしておいたらしく、下にはちゃんと水着を着ていた。ただしＶ字型のビキニ、しかも金色でラメ入りという、とんでもないセンスの水着だったが。

「そう──それは、この僕！　風かざ祭まつり灯とう一いち朗ろう！　さあっ、精神を病み荒すさんだ今を生きる哀あわれな同どう胞ほう諸君、この僕を見たまえ！　この、美の女神すら嫉しつ妬とさせる、果て無き宇宙を含めようとも頂点に立つのは変わろうはずもない、僕の姿を────!!」

　叫ぶようにして言い終わると、風祭は軽く膝ひざを曲げて身を沈め──飛んだ。

　両りよう腕うでを胸の前で交差させ、伸しん身しんのまま横に縦たてにと回り……綺き麗れいに、頭から着水した。

「…………」

　秋あき晴はるはぽかんと口を開けてそれを見ていることしか出来なかった。ナルシズム全開で突とつ拍ぴよう子しもないことをやる癖くせに、体は鍛きたえているらしく見事な飛び込みだった。綺麗だった、と言ってやってもいい。

　けど、頭から突っ込んで、大丈夫だったのだろうか。それ以前にあいつの頭は大丈夫なんだろうか。色々と心配になる。

　なかなか浮いて来ない風祭に、慌あわてたように朋とも美みとセルニア以外の見学組が飛び込み用のプールへと寄って行く。まあでも、あいつは大丈夫だろう。ああいうタイプは死んでも死なないだろうから。

　それよりも、

「……完かん璧ぺきに気が削そがれちゃったみたいだね」

　三さん家けが小さく呟つぶやいた通り、爆発寸前だったセルニアは、脱力気味にとても微び妙みような表情をしていた。覇は気きは無くなり、けれど燻くすぶった怒りはまだあるらしい。

　けど、勢いがついている時にならともかく、一度水をぶっかけられた花火にまた火を点つけるのは難しいはずだ。どうしようもないのか、なんかこっちに助けを求めるような目をして居たたまれない雰囲気を醸かもし出しているし。

　同情に値するが……ここで燃料を注いでやるのも、なんか違う気がする。可哀相かわいそうだけど、もう放っておこう。

　方針を決定した秋晴は、朋美へと軽く手を挙げて、

「……じゃ、俺おれは練習に戻る」

「……はい、頑がん張ばってください」

　朋とも美みの方も笑みを微び妙みように濁にごらせて、そう返した。この展開には不満があるんだろうけど、そこは空気を読んで、無理に自分の望む方向には持って行こうとしない。そんな態度に好感が持てるといえばそうだけど、セルニアと一緒に現れた時点でこいつが一枚噛かんでいるのは理解しているのでプラマイゼロだ。

　少し長く休んでいたのですっかり衣服の重さを忘れていた手足がなかなか言うことをきいてくれずに苦戦しつつ、とりあえずコースを何往復かしようと頑張って歩く。ちらりと後ろを見てみれば、轟とどろきと三さん家けはまだ端はしにいて、プールサイドの朋美とセルニアへ何やら視線を送ったり逸そらしたりしていた。話をしてみたいけど何を言えばいいのか分からない、ってところだろうか。ただ、あの様子だと諦あきらめて泳ぎ出すのも時間の問題だな、きっと。

　ちなみに、大だい地ちは我われ関せずといった感じで泳ぎ続けていた。本気で化け物じみた体力だ。

　何かコツがあるのかもしれないが、やっぱり基本的には鍛きたえるしかないだろ。一いつ朝ちよう一いつ夕せきで出来るとは思えないし。

　一人そう納得して、秋あき晴はるは地道に頑張るべく、しんどいと訴えている手足を大きく振るようにして水を掻かき分けて歩き──

「では、そろそろ次の段階へ移行します」

　ようやく真ん中くらいまで来た時、そんな声が聞こえて来た。

　それが深み閑かんのものだと分かったので、秋晴は立ち止まり、彼女の姿を探す。いつの間にか監視台から消えていて、プールの入り口付近にいた。

　瞬間移動でもしたのかという驚きがあったが、それ以上に気になることがある。

　次の段階、というのも確かに気になるが、それ以上に……




　──あの、メイド服を着た教師が握っている、壁からにょきっと生はえている真まっ赤かなレバーは何ですか？




　なんかもう嫌いやな想像しか引き出してくれないレバーの存在に、秋晴は頬ほおを引きつらせるしかない。レバーに手を掛けているメイド教師は相変わらず無表情だけど、心なしか口元が緩ゆるくなっている気もするし。バラエティ番組で何度も似たような光景があった気もするし。

　──落ち着け。まだそうなると決まった訳じゃない。プールで泳いでいるのは若手芸人じゃなくて従育科生徒なんだ、面白展開なんて必要ないはずだ。ただでさえ着衣遊泳なんて色いろ物ものめいたことやらされているんだから、もう十分だって。

　そうして『何でもいいから予想が外れますように』と祈いのる中、

　深閑の手は力強くレバーを下ろし──




　堰せきが決けつ壊かいしたかのように、怒ど濤とうの勢いでプールの水が流れ始めた。




「おいおいおいおいマジでマジにそうなるのかぶぉぁっ?!」

　立っていることが困難なくらい水の勢いは強く、速い。それも単純に一方へ流れているだけじゃなくて、奔ほん流りゆうしたまま右へ左へと、或いは渦うず巻まくように──もう滅め茶ちや苦く茶ちやだ。なんだこれ、壊こわれた洗濯機の中ってこんな感じか？

「おいっ、これはどういうっ……?!」

「『氾はん濫らんした川で溺おぼれてしまった主人を助ける』というシチュエーションの、第一段階です」

「これがかよっ!?　しかも第一って?!」

「次の段階では実際に人形を抱かかえて岸に上がるまでを行って貰もらいます。まずは一人でプールから出る、このミッションをクリアしてください」

　とんでもないことをさらっと注文してきた。

　あのメイド教師に原稿用紙十枚に渡る文句を浴びせてやりたいと思いながら、秋あき晴はるは口を固く閉じて、必死に手足を動かす。

　気を抜くと流されてしまうくらい水の流れは急で、今は一刻も早くプールサイドに辿たどり着かないとヤバイ。流れに逆行しなくてもいいなら、まだ何とか泳げる。ただし数分後も同じ事を言えるだけの体力が残っているかどうかと問われれば、かなり自信が無い。

　苦難を共にしている他ほかの生徒も同じだろう。ギャーキャーと悲鳴は聞こえるが、ＳＯＳは聞こえない。

　というか、救援を求められても困るし、むしろヘルプが必要なのはこっちだし。

　運悪く中央付近まで来ていたし、体力も残り僅わずか。

　ぐにゃぐにゃと変化する流れを上う手まく掴つかんで、波乗り感覚でスピードに乗って泳ぎ、端はしまで辿り着かないといけない。ただでさえ波打つ水面から顔を出して息をするだけでも辛つらいのに、そんな芸当をこなさなければならないなんて、割と死ねる。

　けど、出来ないと本気で死ねる。

　あらぬ方向に体が流され、顔に水がかかり、肺が圧迫されて、それまでの風景ががらりと姿を変えて……これで落ち着いていられる人間の方がおかしいってくらいハードな状況だ。

　慌あわてに慌て焦しよう燥そう感かんにどっぷり浸ひたりつつ──それでも、秋晴はほんの少しだけ余よ裕ゆうを取り戻しつつあった。

　川と違いここはプールで、この急流も機械で作られたものだ。どの辺りでどんな流れになるかはまだ掴めてないけど、体は対応し始めている。プールの底と垂直に足を伸ばせば何とか立つこと出来るし、状況にも段々と慣れて来た。

　この調子で、体力が削けずられて底をつく前に動けば、何とか──

「わきゃあぅあ〜〜〜〜〜〜〜〜?!」

「なっ──!?」

　希望の直後に聞こえて来た悲鳴に秋あき晴はるが振り向く間も無く、背中に何かがぶつかって来た。その拍子に足を滑すべらせてしまい、しかもタイミング悪く水流で体が傾かたむいた。

　体が浮く感覚に一気に焦あせりが増すが、問題はそれより、

「こ、の…………誰がっ……!?」

　ぶつかって来た何かが首にしっかりと絡からみついて、ぴたっと背中に密着している。おまけに後頭部に息がかかって、それが人だと教えてくれる。顔が見えないから誰だかは分からないけど、この感かん触しよくは間違いなく女生徒。

　──というか、滅め茶ちや苦く茶ちや相手に心当たりがあった。

「けほっ……たっ、助けてください〜！」

「や、やっぱりお前か!?」

　密着されて振り向けないが、声だけで確信が持てたのでその必要もない。

　昨日きのう、散々ハプニングを巻き起こした四し季き鏡かがみ早苗さなえは、今日も絶好調にトラブルを運んで来たらしかった。……なんだろう、迷めい惑わくすぎて泣けてくる。

　ただし今は泣いている暇なんてこれっぽっちもない。

「おいっ、落ち着け！　泳ぐのはキツいかもしれないけど、溺おぼれる程のもんじゃない！」

「だだだ駄だ目めなんです、私っ！　泳げなくて！　ビート板が、流されてっ、溺おぼれちゃいますからぁ……!?」

「いや俺おれも溺れるっつーの──くっ、足！　足を絡からませるなって!?」

　もう離さないと言わんばかりに四季鏡の体が絡みついてきて、秋晴は本格的に慌あわてる。こんな緊急事態じゃなければ、服を着たままじゃなければ、今の状態は死んでもいいと思えるくらい幸せなのかもしれないけど、一歩間違うと本気で死ぬ。全く洒落しやれにならない状況だ。

　懸けん命めいに腕うでをばたつかせてバランスを維持しようと藻も掻がくが、一度崩くずれた体勢で四季鏡というオプションが付いている状態だとなかなか上う手まくいかず、何度か水を飲んでしまう。

　恐きよう慌こう状態に近い四季鏡が腕に力を込めてくるから首は絞しまるし、奔ほん流りゆうが落ち着く気配もない。

　このままだと、本気で──

「何をしてますのっ!?」

　空気を切り裂さくような切迫した声に、秋晴は目だけ動かしてそちらを見る。

　プール際で、声の主であるセルニアが怒っているのか焦あせっているのか分からない吊つり上がった目をして、そこに立っていた。

　その手に持っている物を見て──思わず、ナイスだと叫びたくなった。

　何な故ぜならセルニアが抱かかえているのは、船や港で見かけるような、救命浮き輪だ。あれさえあれば、四季鏡が引っ付いているこの状態でも何とかなる。

　崖がけっぷちの場面で現れてくれた光明に、秋あき晴はるは本気で感謝を抱いだき…………凍こおり付く。

　体を捻ひねり、遠心力を最大限に利用したフォームで浮き輪を放るセルニアの姿が目に入ったからだ。なんというか、『救命浮き輪投げ』という競技があるなら国際強化選手に選ばれるんじゃないかと思うくらい見事な投げっぷりで、それ故に呼吸が止まるくらいの恐怖が襲いかかって来た。

　放たれた浮き輪は、ほぼ真まっ直すぐにこちらへと飛んで来る。このままだと直撃コースだ。

　……ちなみに。一度触さわった事があるから知っているが、救命用の浮き輪は、割と固い。重量もそこそこある。

　それをノーバウンドで届くように、しかも正確な狙ねらいで投げたセルニアの技術は驚嘆に値するし、拍手してやってもいい。

　──ただ、まあ、なんっつーか。

　四し季き鏡かがみがまとわりついているこの状態だと、避けることは不可能なわけで。

　猛もう烈れつな勢いで迫り来る救命道具に、秋晴はそっと目を閉じた。

　──直後、見事に額ひたいへヒットして、そのままプールへと沈むことになった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　目を覚ました秋晴は、一瞬、自分がどこにいるのか分からなかった。

　だから当然のように椅い子すに腰こし掛かけ、文庫本を捲めくっている幼おさな馴な染じみの姿を見て、素朴な疑問を口にした。

「ここ、は……？」

「あ、目が覚めたの？　どこか痛むところは？」

「無い、けど……」

「なら良かった。ちなみにここは保健室ね」

　そう言われ、ようやく自分の身に何が起きたのかを思い出す。

　つまりあの後、溺おぼれたところを救出されて、ここに運び込まれたというわけか。

　すぐに理解出来なかったのは、寝ね惚ぼけていたせいだけじゃないはずだ。だって、ふかふかで寝心地がいいベッドと天てん井じように吊つるされているシャンデリアを見て一発で保健室を連想出来たら、それはむしろどうかしている。しかもベッドはアラビア風ふうの天てん蓋がい付きだし。

　本当に金が余っている学校だなと呆あきれつつ、秋晴は上半身を起こして腕うでを上にやって背筋を伸ばす。

「くっ…………あー、くそ、怠だるい……」

「よっぽど疲れていたのね。気絶は切っ掛けで、今まで寝ていたのは疲労が原因らしいわよ」

　朋とも美みの言う通り、体の節ふし々ぶし、特に足がかなり怠い。昨日きのう今日で心身共にボロボロになったせいだろう。

　ぼんやりする頭を振り、それから隣となりのベッドを確認。誰もいないのを見て、

「四し季き鏡かがみは？　あいつは無事だったのか？」

「うん、無事よ。心配して泣きじゃくる彼女を落ち着かせるの、ちょっと大変だったんだから。後で顔を見せておきなさいね？」

「……ああ、そうする。それと、あー……なんっつーか……」

　秋あき晴はるは言葉を選ぼうとして、しかしなかなか思いつかない。

　自分が今服を着ていないというアクロバティックな件に関して、どう訊きけばいいんだ。

　直球で『なんで俺おれ、服着てないの？』と言えばいいのかもしれないが、とんでもなく抵抗がある。もし聞きたくない事実を教えられたらどうすればいいのか。知らない方が幸せということもあるし、でも知らないと気になるし──

　そんな葛かつ藤とうで悶もん々もんとしていると、不意にクスクスと朋とも美みが笑い出した。

　何がおかしいのだろうと思い秋晴が視線をやると、

「安心なさいな。あなたの服を脱がせたのは、従育科の男子達だから。それに、素っ裸じゃないはずよ。誰のかは知らないけど、トランクス穿はいているから」

「……それは何より…………って、何でお前が知ってる!?」

「ふふー、何ででしょう？」

　悪戯いたずらっぽく笑う朋美に対し、今すぐ掴つかみかかりたい衝しよう動どうに駆かられ……何とか、制する。

　落ち着け。ここで何かしたら、それこそ『襲われた』とか言われかねない。思わせぶりなことを言うのはこいつの特技というか、性しよう分ぶんだ。わざわざ乗って、さらなるピンチに自分を叩たたき落とすようなことをしてどうする。

　体力的にも精神的にもごっそりと削けずり取られた後だっていうのに、これ以上の消しよう耗もうはごめんだ。玩具おもちやにされるのはせめて元気な時にしたい。どうにしろ嫌いやなのは変わりないけど。

　はぁ……、と秋晴は大きくため息をついて、それからがしがしと頭を掻かく。まだ湿しめっているのを指の腹で感じながら、まだにまにましている朋美を見やった。

「……で、何か用かよ？　わざわざ起きるまで待ってたんだ、何かあるんだろ？」

「うん、ちょっとね。昔のよしみで朋美さんからありがたーい忠告と、聞きそびれていたことを訊こうと思って」

　それだけだと要領が掴つかめず、秋晴は眉み間けんに皺しわを寄せる。

　朋美はそんな反応すらも楽しむように目元を緩ゆるめ、

「秋晴さ、ちょっと目立ち過ぎ。まあ、わたしと一緒にいるから──っていうのも少なからず影響しているんだろうけど、それにしても、よ。編入したばかりなのに、上育科一年で一、二を争う有名人に目を付けられてどうするのよ？」

「誰だその奇人は。……ああいや、何となく見当はつくけどよ」




　脳裏に浮かぶのは金色のドリルと、紅べに薔ば薇らの勘かん違ちがいダンサー。

　それを肯定するように朋とも美みは頷うなずいた。

「セルニア＝伊い織おり＝フレイムハート。本ほん籍せきはイギリスのクォーターで、大した血筋のお嬢じよう様さまよ。わたしやあなたとは生まれも育ちも違うわ。資産規模はかなりのものだし、寄付金も相当の額だったらしいわよ。成績もトップクラスだし、文句の付け所はあの髪かみ型がたくらい？　ま、似合っているけどね」

「ふぅん……で、あのナルシスト野や郎ろうは？」

「風かざ祭まつり大だい吉きち。自称・風祭灯とう一いち朗ろう。ただの頭がハイビスカスなナルシストってだけならいいんだけどねー……実家は医療業界でワールドクラスの知名度を誇るし、親しん戚せきには衆議院議員もいるし、おまけにあんな風ふうなのに頭もいいのよ。色々と過剰な男だけど、美形だし、才能豊かだし、かなりの人気者よ」

「…………世も末だ」

　確かに目立つ奴やつ等らだとは思っていた。どっちもブラウン管やファッション雑誌の向こうにいても違和感のない容姿で、その仕種しぐさは一つ一つに華はながある。

　ただし、分からないこともある。

　それは考えてもどうしようもない種類のものなので、秋あき晴はるは素直に朋美へ訊きくことにする。

「セルニアの方は分かるけどよ。あの馬鹿ボンに突っ掛かられるようなことなんて、した覚えないぞ？」

「だからね、ナルシストなの。自分以上に目立つ人間はいちゃ駄だ目めらしいの。スポットライトは常に自分に、中心点は常に自分に──っていうのがあいつの主張。だから、編入早々目立ちまくっている秋晴に対抗意識を燃やしているのよ」

「迷めい惑わくだなおい！」

　秋晴は思わず叫んでしまった。服や薔薇の花びらといった準備を整えてプールに来ていたのは、そんな最低に奇き妙みような理由だったのか。

　さっきまでしなかった頭痛の気配に、親指でこめかみを揉もむ。どうして面倒な奴等に絡からまれる展開になっているのか、さっぱり分からない。いっそ無視してくれれば清すが々すがしい気分になれそうなものなのに。互いの為にもそれがいい気がするのに。もしかして奴等は暇ひまなのか。暇潰つぶしに付き合わされているだけなのか。

　益やく体たいもない考えに、再度ため息が漏もれてしまった。

「……けど、一々気にしてられっかよ。俺おれは俺でやることやるだけだ」

「ま、そうなんだけどね。でもそうそう上う手まくはいかないわよ。上育科の協力が不可欠な試験だってあるんだから」

　小さい子供を諭さとすような朋美の言葉に、秋晴はむっつりと口を閉ざした。

　──分かってはいる。自分次第、とか思っていても、結局は学院での集団生活をしなくてはならない。要いらぬ波風を立てたり孤立したりすれば、それだけ過ごし難にくくなる。負担もかかることになる。

　けど、上う手まく迎げい合ごうする自信も無い──というのが正直なところだ。

「……本気で妙みような所だな、ここは」

「あなたが来たのは、そんな所なの。合わないのなら、早い内に転校した方がいいわよ」

　あっさりと突き放すような言葉だったが、朋とも美みの言うことは正しい。ある程度はこっちの心配をしての忠告だと思うから、腹も立たないし。

　けど、こっちにはこっちで、退ひけない理由もある。

「──無理だな。そんな金、どこにもねぇし」

「……え？　お金って、そんな……」

「うちの親、とっくに死んじまったから。まあ、今年で十六なんだからバイトで学費と生活費を稼かせぐって手もあるが……現実的とは言い難いな」

　公立の高校に行くとして、それでも家賃を含む生活費を考えれば、最低でも月に十万以上稼がないといけない。毎日のように働いて、それで学校で勉強して──白はく麗れい陵りようで三年過ごすより、ずっとハードな生活になるのは間違いない。

　どうしても全すべてを自分でやらなきゃいけないって訳じゃない。けど、一人でどうにかすると覚かく悟ごをして決めたことだ。事情を知っている人間には、特に大人おとな連中には笑われそうだけど、意地の問題だし。

「…………えっと、それじゃ……ここに来る前は、どうしてたの？」

「一応、親しん戚せきに養って貰もらっていたことになる。けど、あんまり世話になりたく無い」

「…………驚いた。随分と大変な状況なのね……」

　どこかしみじみとしたその口調に、同情は感じられない。ただし、それはあくまでも驚きすぎて上う手まく感情が動かないからだろう。朋美はこれでも弁わきまえている奴やつだから。

　だから、目を見れば好奇心が蠢うごめき出しているのは明確なのに、それ以上突っ込んだ質問はしてこなかった。

　その距離感が少しだけありがたくて、つい笑みが溢あふれた。

「まあ、そんなわけで俺おれはここを辞やめる気はねぇよ。執しつ事じっつーか、そういう仕事も悪くないと思ってるし」

「うーん………………それなら、いっか」

　朋美の視線は、膝ひざの上で組んでいる手の辺りに落とされていた。何な故ぜだか知らないが、口元は少し笑っているっぽい。

　そのまま…………沈黙。

　なんか妙みような空気になってしまい、秋晴は眉み間けんに皺しわを寄せてそわそわとベッドの回りを見渡す。この居心地の悪さはなんだ。シリアスな話に持って行ったのが良くなかったのか？　挽ばん回かいする為に、ここは無理にでもボケた方がいいのか？　いやでも嫌いやな滑すべり方したらもう救いようのないことになるし、というかただでさえ半裸で気まずいってのに。しかも同級生の女の前で──って、ああ、そうか、さっきから妙みように心拍数が上がって体が熱く感じていたのは、自覚無かったけど恥ずかしかったからか。

　別に、決して、この性しよう悪わる女が珍しく優しい笑みを浮かべているのを見たせいとか、そんなんじゃなくて──

「ん、よし。おっけー、もうこうなったら仕方ないよね、うん」

「…………は？」

　突然何やら言い出した朋とも美みに、脳内で様々な弁解を述べていた秋あき晴はるは思考を中断する羽は目めになった。一人で勝手に納得したように頷うなずいて、楽しそうに目元を緩ゆるめている幼おさな馴な染じみの行動が、これっぽっちも理解出来ない。

　ついでにいうと、朋美が楽しげにしているのを見ると……なんだか胸の辺りがざわつく。何か妙みようなことに巻き込まれるんじゃないかと心配になって、さっきまでのあやふやな感情はどこかへ吹っ飛んでいた。

　せめて被害は最小で済みますように……と、負け犬確定の祈いのりを捧ささげてから。

　秋晴は、朋美の意図を訊たずねようと息を呑のんで──




「特別に、色々と協力してあげるわ。勿もち論ろん、わたしに出来る範囲でだけどね」




　なんだか物もの凄すごく予想外の言葉を聞いてしまった。

　今のは、えーと？

　どういう意味だ？

　協力？

　何を？

　秋晴は混乱する頭を軽く手で押さえ、一度頭を振る。それから再度朋美の顔を見た。

　いつもの、純粋そうに見えながらも何か企んでいそうな笑顔────じゃなかった。

　ややはにかんで、まるで照れ隠しにそうしているような笑顔だった。

「……もしもし、朋美さん？　どういうことでしょう？」

　思わず下した手でに出て訊たずねると……これまた意外なことに、ふて腐くされるように頬ほおを膨ふくらませ、

「だから、秋晴がちゃんとここに馴染めるように、卒業出来るように協力してあげるって言ってるの。あっ、当然だけどこっちも色々と手伝って貰もらうよ？　でも、メリットはそっちの方が大きいと思うから……もう、わたしってば気前いいんだからー」

「………………どう、して？」

　荒すさんだ都会の生活に汚お染せんされて善意を信じられなくなった悪徳ブローカーのように、疑いまくりの目で問い質ただす。

　それに対し──朋とも美みはあっさりと言い切った。

「だって、放って置けそうにないから」

「…………それは、あー……えっと……」

「ん？　あれ？　もしかして秋あき晴はる、照れてる？」

「だっ……照れてなんかねぇっ！」

　秋晴はキレ気味に言い返し、小さく舌打ちする。自分のことだ、よく分かっている。きっと顔は赤くなりつつあるし、今の発言はちっとも信じられないだろうってことも。

　実際、照れてしまっているんだから、その上図ず星ぼしを指されてしまったんだから、上う手まく誤ご魔ま化かせるはずがないっての。

　大体にして、反則だろ。どうして腹はら芸げいが得意な癖くせに、ストレートなこと言ってくるんだよ。それで意表を突かれなければ、もう少しマシな反応が出来ただろうに。

　いや嬉うれしいけど！　嬉しいけど、でも、こう、下へ手たに弱み握られるよりも、なんか精神的に来る。

　さっき以上に落ち着かなくなって、秋晴はそわそわと視線を彷徨さまよわせ──

「…………ぁ？」

　保健室のドア。その磨すりガラスに、人影のようなものが映っているのに気がついた。

「誰か、そこにいんのか？」

『っ……！』

　ドアの向こうで、確かに誰かが動く気配がした。

　よく見ればドアが少し開いているし、そこからスカートの裾すそらしきものも覗のぞいている。

　明らかに不審者だけど、正直助かった。このもやっとした空気を散らせるならそれに越したことはない。

　秋晴は胸を撫なで下ろし、不審者の存在に感謝する。

　──と、不意打ち気味に勢いよくドアがスライドし、人影の正体が露あらわになった。

　そこにいた意外な人物に、秋晴は目を瞬しばたたかせ惚ほうけたように呟つぶやく。

「……セルニア？　なんで、お前……？」

「たっ、偶たま々たまですわ！　偶々通りかかったところで、その……そうっ、まるで私が立ち聞きでもしていたかのように言う声がしたものですから、濡ぬれ衣ぎぬを着せられてはたまらないのでこうして…………ちょっと、彩さい京きようさん！　何がおかしいんですの?!」

「い、いえっ……ごめんなさい、ちょっと……っ、堪たえきれ、なくて……」

　口元を隠かくし腹を押さえるようにして肩かたを震わしている朋美の気持ちは、凄すごく分かる。あんな下へ手たな嘘うそ、生まれて初めて聞いた。語ご彙いの少ない幼よう稚ち園えん児じでも今のセルニアよりはマシなことを言うんじゃないかというくらい、笑われても仕方ないレベルの言い訳だ。

　こいつ意外と面白いなぁ、と思いながら秋あき晴はるも笑いを堪こらえていたが、すぐにセルニアが自分を見ていることに気がついた。それもちらちらと、様子を窺うかがっているのを隠かくすように。まるで隠せてないけど。

「…………それで、そこの庶しよ民みん」

「なんだよ、上育科のお嬢じよう様さま」

「あの程度で溺おぼれるなんて、全く、無ぶ様ざまにも程がありますわね。それも気絶するだなんて。貧乏人は体以外の資本が無いというのに、それすらも常人に劣るとなると、いよいよどうしようもありませんわ！」

「……………………はぁ」

　よく分からないけど、いきなり罵ば倒とうされた。

　理り不ふ尽じんな言われようなので反論してもいい場面だろうが、突然そんな風ふうに貶けなされると、怒りすら湧わいてこない。ぽかんとするのが関の山だ。

　というか、どうしてこいつは難なん癖くせつけ始めたのか。わざわざそんなことを言いに来たにしては、態度が余よ所そ余よ所そしいというか、妙みように弱気に見えたし。

　正直、何がやりたいのかさっぱり分からない。

　さてこんな時はどう対処すればいいんだろうと秋晴が悩んでいると、セルニアは強烈な目つきで睨にらみを効かせて…………

　不意に、視線を逸そらした。

「──それで、どうですの？　その……吐はき気や頭痛はありまして？」

「へ？　いや、別に無い、けど？」

「……本当ですの？　私には関係の無いことですけど、水の事故は脳や内臓に深刻なダメージを与える場合がありましてよ。──本当に、私にはまるで関係の無いことですけど」

「…………」

　秋晴はセルニアの質問には答えず、ちらりと朋とも美みの顔色を窺った。向こうもこっちを見て、何も言わずに頷うなずく。

　──つまり、そういうことらしい。

　助けようと思って投げた救命浮き輪が、結果的に事態を悪化させたことに責任を感じて、様子を見に来たというわけか。

　なんっつーか……唯ゆい我が独どく尊そんな振る舞いをしている癖くせに、意外というか、ある意味『らしい』というか。

　普段は演技して腹はら黒ぐろ人生を過ごしている朋美とは正反対かもしれない。だから仲が悪いのか。他ほかにも色々とありそうだけど、それだけでも十分に納得出来る。

　もう一度小さく頷いてから秋晴は、そわそわと落ち着かない様子のセルニアを安心させてやるべく、言葉を探しつつ口を開いた。

「あー……とりあえず今のところ、何の問題も無い。気絶したっていっても、半分は単に眠ねむっていたようなもんだからな」

「────そう、そうですわよね。全く、気の抜けた男ですわ。自己管理も出来ないだなんて情けないにも程がありましてよ」

「いやまあ気が抜けてるっつーか、お前に撃げき沈ちんさせられた訳だが」

「そっ、それこそ腑ふ抜ぬけている証しよう拠こですわ！　あの程度避よけられない方がどうかしていますわよ。大体、この私の手を煩わずらわせておいて、礼の一つもないだなんて──」

　憎にくまれ口を叩たたくセルニアだが、頬ほおの緊張が解けて安あん堵どしているのが丸分かりだし、声にも張りで出ているので、聞いていてちっとも悪い気はしない。不器用な奴やつだなー、と思うだけだ。朋とも美みが火に油を注ぐ言動をする気持ちも分かる気がする。からかってこんなに楽しい相手はそうそういないだろうし。

　秋あき晴はるはつい口くち端はが上がってしまいそうになるのを堪こらえ、セルニアが次から次へと悪態をつくのを眺ながめていたが──その恐ろしく整った顔が、何な故ぜか訝いぶかしげに歪ゆがんだ。

　どうかしたんだろうかと思っていると、セルニアは一瞬の躊躇ためらいの後、唇くちびるを歪めるようにしてこう言った。

「それにしても、貴方あなた……どうして服を着ていませんの？」

「…………………………あ」

　指摘されるまで、自分が半裸状態だということをすっかり忘れていた秋晴は、思わずシーツを掻かき抱いだくようにして体を隠かくす。いや、ちゃんと下半身は隠れていたはずだし、そもそも下着は穿はいているんだからそこまで恥ずかしくはないけども、つい反射的に。

　だが、その反射行動をどう見たのか、セルニアは綺き麗れいな額ひたいに皺しわを寄せる。

「まさかとは思いますけど──学舎で、それも格式高い白はく麗れい陵りようで、不ふ埒らちな行為を……」

　割ととんでもないことを言い出したセルニアに対し、朋とも美みは驚いたように口を開いた。

「あら、フレイムハートさんったら。そんな想像をするだなんて、欲求不満ですか？」

「なっ……!?　誰が欲求不満ですのよ！　人を痴ち女じよ扱いするなんてどういう了りよう見けんですの?!」

「でも、ゴシップと猥わい談だんは昔から貴族の大好物でしょう？　高貴な血筋のフレイムハートさんですから、その手の話が好きだと思ったんですけど……違いました？」

「違いますわよっ!!」

「まあ……」

　意外とでも言うかのように口に手を当てる朋美の仕種しぐさに、セルニアはみるみるうちに顔を赤く染めていく。

　そんな二人のやり取りに、蚊か帳やの外に置かれた秋晴はポリポリと後頭部を掻かいて……堪こらえきれず、頬に笑みを浮かべてしまう。

[image: ]

　──なんか、ようやく白麗陵でもやっていけるような、そんな気になれた。

　この金持ち学校は何もかもが常識の枠わくからはみ出しているし、教師は理事長からしておかしいし、生徒の方も突っ込み所が多すぎてため息ばかりが量産される。

　けど、それで全すべてじゃないみたいだ。

　どうやら協力してくれるらしい朋とも美みに、噛かみ付いてくるが意外に真まっ直すぐなセルニア。

　四し季き鏡かがみはトラブルメーカーだけど悪気は無さそうだし、大だい地ちはあれで割と面倒見が良さそうな気もする。

　轟とどろきや三さん家けはここでは貴き重ちような、普通に馬鹿話が出来る友人になり得そうだ。

　他ほかにも…………まあ、うん、超絶ナルシストとかクール過ぎる女教師とか、不安な要素はあるけど。

　今はプラス要素がこれだけあれば十分だ。きっとまだ気付いていない、発見していない良いところがあるはずだし、ついさっきプールで体験した奔ほん流りゆうのように、慣れてコツさえ掴つかめば楽にやり過ごせるかもしれない。

　何かと疲れさせてくれる環境だけど、住めば都というし。

　そのうちきっと、上う手まくやっていけるように──

「──とにかくっ、そこの庶しよ民みん！」

「……あ？　何だ？」

　物思いに耽ふけっていたところを急に呼ばれたので反射的に返し、秋あき晴はるは顔を上げた。

　セルニアの頬ほおは赤く染まったままで、こいつはどれだけ怒っていられるんだとふと疑問に思う。怒るっていうのはエネルギーが膨ぼう大だいにいるって話なのに。

　ベッドに座る自分を見下ろす──というか、完かん璧ぺきに睨にらみ付けているセルニアは両手を腰こしに当てて、どれだけ苛いら々いらしているんだかと訊ききたくなるくらい不ふ機き嫌げんそうに眦まなじりを上げて、

「貴方あなたがそんな生意気な態度で居続けようというのなら、私にも考えがありましてよ」

「……考え？」

「ただ躾しつけがなっていないだけならば大おお目めに見てあげましたけど、この私に噛かみ付いた以上、ただで済ませはしませんわ。確か言いましたわね？　『従わせたいのなら認めさせてみろ』──フン、上等ですわ。遠からず貴方を屈服させ、私の足下に跪ひざまずき涙なみだを流して忠誠を誓わずにはいられないようにして差し上げましてよ！」

　……そう宣言し、セルニアは挑戦的に口くち端はを吊つり上げた。

　宣言されてしまった秋晴は、ぽかんと口を開けてしまう。もう理解はしていたけど、改めて思う。なんて傲ごう慢まんな女で──しかもそれが似合ってしまう女なんだ、と。

　碧あおい瞳ひとみは絶対に揺るがないと言わんばかりの自信に満ち溢あふれているし、口元に浮かぶ勝ち誇ったような微笑も嫌いや味みはないし、もうこーいうヤツなんだと認めるしかないらしい。

　……にしても、どれだけ自分が危あぶないことを言っているのかも自覚も無いっぽいな、これは。

　見れば、朋美の方は分かっているらしい。上品に演じているつもりだろうけど、頬ほおが緩ゆるみすぎだ。

「まあ、フレイムハートさんったら大だい胆たんですね。まるで女王様みたい。仮面と鞭むちが良く似合いそうですよ？」

「なっ…………だ、誰が、そんなっ!?　い、今のは単に、聞き分けのない下げ人にんへの宣戦布告で、それ以上の意味なんてっ、」

「宣戦布告、というよりは愛の告白に見えましたけど？　かなり歪ゆがんではいましたけどね」

「で、ですからっ、」

「あ、それとも今のは英国貴族流のプロポーズですか？」

「このっ──」

　もう怒りでオーバーヒート寸前になっているセルニアと、本ほん性しようを垣かい間ま見えさせていたぶっている朋とも美み。

　保健室にも拘かかわらず騒ぎ立てる二人に、秋あき晴はるは何も言わずに首を横に往復させ……ため息。

　…………上う手まく、やって、いける……よな？

　俄にわかに湧わいた自信が気のせいだと思えてしまう、なんだかなぁという状況で。

　とりあえず、どこで着替えを確保すればいいんだろうかと現実的な問題に悩みながら、秋晴は終わりそうもない二人の令れい嬢じようのやり取りを眺ながめるしかなかった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　化け粧しよう落としと歯は磨みがきの完了を以て、彩さい京きよう朋とも美みの一日は終了となる。

　同性が見てもすぐにそうとは気付かれない程に薄く部分的な化粧とはいえ、放っておくと確実に肌はだへダメージを与える。一年後、二年後はともかくとして、五年後、十年後が怖い。

　なので化粧を落とし、歯磨きをして、美肌効果のある石せつ鹸けんで顔を洗って……それでようやく、一日の仕事が終わる。

　後はもうベッドに入って眠ねむるだけ。肩かた肘ひじを張ってお嬢じよう様さま方と対等に戦う時間は終わりだ。

　夜の十一時前という就寝時間は高校生にしては早いと自分でも思っているし、見たいテレビも色々とあるが、朝とは別の意味でぐったりとしてしまうくらい疲れていることが多いので、さっさとベッドに潜もぐり込んでゆっくりしたい気持ちが勝まさってしまうのだ。

　今日もニュース番組を見終えた後、朋美はさっさとテレビを消してベッドに入り……しかしすぐには目を閉じず、一日の出来事を思い出していた。

　思い出すと気が滅め入いることばかりなので、普段は無心で寝に入るところなのだが、ここ数日は違う。朝に比べ寝る前の方が元気なくらい、精神的に楽になっているのを自覚する。

　それもこれも、秋晴が来てくれたおかげだ。

　白はく麗れい陵りようの常識を知らず、当たり前の反発をして、不良っぽく振る舞っている癖くせに笑える事態に巻き込まれて──本当に面白い。

　昔の自分を知る彼が編入してきた時はこの世の終わりかと思うくらい動転したが、今となってはいいストレスの捌はけ口ぐちだ。お嬢じようぶらずに接することが出来るのは嬉うれしいし、からかい甲が斐いのあるところが申し分ない。

　それに、あのセルニアの反応と来たら。

　保健室での一件なんて、まるで──

「…………ふふっ」

　思わず笑い声を漏もらしてしまったが、仕方ない。あの組み合わせは反則過ぎる。

　生まれも育ちもお嬢様のセルニアが、強烈に秋あき晴はるのことを意識している。今まではライバル視されていた自分が因いん縁ねんをつけられたり勝負を挑いどまれたりしてきたが、これからはその半分くらいは秋晴へ行くのだろう。

　まあ、意識していると言っても、まだ好意には程遠い感情の気がする。

　秋晴の方はセルニアの良さと面倒なところを理解しつつあるようだけれど、白麗陵での生活に一杯一杯で、恋愛感情を育はぐくむだけの余よ裕ゆうなんてないだろう。

　──だからこそ、あの二人を絡からませるのは面白い。

　朋美はそう考えて、今後の展開を練ねりに入る。

　同じクラスなんだから、衝しよう突とつさせるのはそれなりに簡単だろう。

　五月の従育科試験は終わってしまったけれど、六月の試験もそれほど遠くない。そこで組ませれば、少なくとも見ていて退たい屈くつしない結果になるはずだ。

　夏休みになれば旅行がある。

　秋には文化祭がある。

　それ以外にもイベントは盛り沢だく山さんで、二人を絡からませる機会はいくらでもある。

　その過程で、もしセルニアが秋あき晴はるに恋愛感情を抱いだいたり、逆に秋晴の方がセルニアに本気になったり、或いは大穴で付き合ってしまうようなことになれば──……

　……。

　…………。

　……………………。

「…………………………………………あれ？」

　楽しい楽しい想像をしていたのに、妙みように気持ちが醒さめてしまった。

　朋とも美みはそれを不思議に思い────まあいいか、と寝返りを打つ。

　きっと、そこまではいかないだろう。

　二人が────だなんて。

　でも、面白くはなるはずだ。

「……うん、楽しみね」

　呟つぶやいて、朋美は瞼まぶたを閉じた。

　胸にあるもやもやとした捉とらえようのない感情は、寝て起きてしまえば消えているだろうと思いながら。







あとがき




　初めましての方、そしてお久しぶりですの方、両方ともたくさんいるといいなぁー……と願いながらこれを書いています、上こう月づきです。

　おかげさまで新シリーズです！　タイトルは『れでぃ×ばと！』ということで、編集部では早々に「……よつばと？」と言われる有様です。いやいや、下したっ端ぱなのにそんな暴走出来ませんって！

　ネタバレが無いように軽く説明すると、今作は見た目不良な男の子が主人公の、名門校を舞台にした学園ラブコメです。お嬢じよう様さま・執しつ事じ候補生・メイド候補生といった学生達と癖くせの強い先生達が繰り広げる、なんだか楽しげなハイスクールライフを書いていけたらいいなー、と思っています。残念ながらよつばは出て来ません。ジャンボもパンツマンも出て来ません。

　……『よつばと！』、面白いなぁ。




　ところで、今作は主人公が執事候補生なわけですが。

　読者の皆さんは、世の中に『執事喫きつ茶さ』というものがあることをご存じでしょうか？

　二十一世紀に突如現れた期待の新星として、池袋に出来た執事喫茶はオープンして数ヶ月が経たった現在（これは七月に書いてます）、予約が殺さつ到とうして大人気です。

　そんな執事喫茶を、実は上月は経験済みなのです。四月頃に担当さんと二人で赴おもむき、執事空間ともいうべきハイソな世界を満まん喫きつしてしまいました。取材というか、実際に燕えん尾び服ふくやモーニングコートを着て接客をする執事さんを実際に見てみたかったのです。

　基本的に女性客が多いお店なので、男性客は上月だけでした。入店直後は『男の身で本当にここに居ていいんだろうか……』という不安が胸中に渦うず巻まいていたものの、紳しん士しな執事さんの見事な接客ですぐにリラックス出来ました。ちなみに担当さん（二回目の入店）は目をキラキラさせていて、とてもとても幸せそうでした。

　接客態度や内装が良かっただけでなく、紅茶やスコーン、ケーキ類も美お味いしかったので、機会があればまた行ってみたいです。予約が取れるかどうかがポイントかー……







　さて、ここらで感謝の言葉を。

　まずは当然、この本を手に取っていただいた皆さんへ。ありがとうございます！　しかもそのままレジへ持って行って、ご購入だなんて！　……いや本屋ならともかく図書館や友達の家だとそれは無理か……でも、読んでいただけたのなら幸いです。購入ならさらに喜びが倍に。

　そしてイラストを描いていただいたむにゅうさん、可愛かわいらしい絵をありがとうございます。個人的にはセルニアのドリル具合がとても好きです。今後ともよろしくお願いします！

　担当の川かわ本もとさんにも本当に色々とお世話になりました。女性ならではのアドバイスはとても参考になりましたし、四し季き鏡かがみレベルのドジを現実にやってしまう人が本当にいるんだと教えられましたし……これからも電撃文庫の誇るドジっ子として、頑がん張ばってください！







　それから前シリーズの『カレとカノジョと召しよう喚かん魔ま法ほう』に関していくつも感想やファンレターをいただきました。六巻発売から少し経たった後、担当さんから年賀状の返信も含めて十数枚のファンレターを貰もらった時は本当に嬉うれしかったです。中身もちゃんと、一枚一枚読ませていただきました。ありがとうございます！

　ちなみに新シリーズを始めるにあたっていくつかの案を出したのですが、その中にカレカノの系けい譜ふにあたりそうな奴やつもありました。『これはもう少し練ってからやろっかー』ということになったので、折を見てそれも書ければいいなー、と思っています。




とりあえず、しばらくは『れでぃ×ばと！』を頑張っていきますので、応援していただけると幸いです。

　それではまた、次巻で〜。

















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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電撃文庫編集部

「上月　司先生」係
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本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。











上月こうづき 司つかさ

昭和57年生まれの横浜市民。写真は上月の数少ない拘りの一品、ホットサンド。初めて焼いてから早十余年。今では音と煙で焼き加減がある程度分かるまで成長しました。継続は力なのです。いつか立派なホットサンド職人になれるよう、これからも日々努力です。
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むにゅう

大きなお風呂とお酒が大好きな横浜市民。停車駅の少ない直通電車で毎日トコトコ……カレのおかげで往復３時間。大好きな睡眠時間のひとつです。










れでぃ×ばと！
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